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アナザー・プロローグ



　激しい雷雨の中、暗黒皇竜ダークドラゴンが生ある肉も塊のすべてを蹂じゆう躙りんするかのごとき咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

　人が希望を失うのに十分すぎるほどの暴威が、濡ぬれた夜の底に降り注ぐ。それでも、

「まだ負けたわけじゃない!!」

　鳳ほう来らい天あ雨めは恐怖と絶望から目をそらし、からだの中に残ったすべての気力を掻かき集めた。ぬかるんだ荒れ地を踏みしめ、黒夜よるを統べる暴竜と対たい峙じする。

　異界の黒そ空らを切り裂く稲光が、巨竜の影を大地に落とす。

「これがっ！　地球アースの力よっ!!」

　腹の底から叫び、死を運ぶ影の中を疾走する。両腕に雷竜をまとい、鋭い牙きばを剥むく破滅の化身に挑む。小細工などなにもない。最凶最悪の敵を貫くことだけに集中した。

　穿うがつ。

　大気が戦慄わななくほどの激しい衝動を制御し、心を研ぎ澄ます。

　巨大な顎あぎとが迫りくる。

　天雨は、自らの魂を槍やりにした。








プロローグ



　小こ鳥とり居い史し生おにそんなつもりはなかった。が、しかし、稲いな森もり百も南なみの異能エクシードによって胸もとを強く引っ張られたため、結果的には密着を避けることができなかった。

「ぃやん」

　百南が、透明な声をもらす。

　幼おさな馴な染じみである彼女のからだは、とても中三とは思えないほど小さくて、折れそうなほど弱々しくて、それでいてやわらかくて……、心臓が、ドキッと大きく跳ねた。

　ほんのわずかな間、白桃色のツインテールから漂ってくる甘い香りに心を奪われた。百南の頭は、史生の顎あごのすぐ下にある。こうしていると、幼い頃ころよくいっしょに遊んだ小学校の裏にある小川のせせらぎを思い出す。

「あ、ぁ、シオくん」

　百南が、史生の腕の中でもそもそとからだを動かした。でもそれだけだ。

　周りの目もあるし、と史生は自分から身を退ひこうと腕の力をゆるめ、

「ぉ、ご、ごめ……ぽぁっ!?」

　思わず奇声を発してしまった。右のこめかみから頬ほおにかけて、えげつないほどの痛みがビリビリと走ったからだ。

「この変態っ！」

　罵ば声せいは、右のほうから聞こえた。

　史生と百南の密着を見守っていた女の子たちが、サササッと左右に移動して道をつくった。そこから歩み出てきたのは、すらりと背の高い、黒髪を短いポニーテールにした子だった。少々つりあがった切れ長の目が、たっぷりと怒気を孕はらんでいる。

「気弱そうな子を狙ねらっていきなり抱きつくなんて、貴様、気は確かなのか？　ここをどこだと思ってるんだ？」

　ここはどこかって？　青せい蘭らん学園の準備校である青蘭フロントガーデン内にある……、なんてバカ真面目まじめにこたえられるような空気じゃないことは、もちろん史生もわかっている。

「ガーデンの訓練場だぞ！　汗を流し、己を磨く、鎮静な場所だ！」

　ポニーテールの子が、大真面目に教えてくれた。けど……、鎮静な場所って？

「もしかして、“〝神聖”〟な場所って、言いたかったのか？」

「う、うるさい！　話をそらすな！　この変態！」

　頬を紅あかくし、目をつりあげた彼女が、Ｔシャツから伸びた細い右腕をあげた。直後、そのてのひらを中心にバチバチバチッと小さな電光が散った。

　放電？　と史生が眉まゆ根ねを寄せた途端、

「ぽぉっ!?」

　激痛再び。今度は顔面だ。

　ポニーテールの子は、人の動体視力では捉とらえられないモノを放っているようだ。それこそ、雷撃のようなモノを。

　周りのプログレスたちが、史し生おから素早く距離をとった。まるで逃げるように。

「変態は去れっ！」

「ちょ、ま、待て、ぼぁっ」

　光が見えた。と思ったときにはもう、肩口を鋭い痛みに刺し貫かれていた。

　変態って……、確かに、端はたから見たら史生が百も南なみにいきなり抱きついたように見えたかもしれない。しかしそれは、決して故意ではなくて……、百南の異能エクシードによって押されたり引かれたりしたせいでバランスを崩して……、

「お、おい、ちょ、じ、事情を……」

「逃がすものかっ！」

「一ミリも逃げてね──っ！　ぶぁっ」

　史生は皮膚が捩よじれてしまいそうな痛みに耐えつつ、巻き込むまいと幼おさな馴な染じみのからだを後ろに押しやった。

「う、うう、羽う留るちゃん、やめて、ちち、違うの！　シオくんは変な人じゃ……」

「このゾウリムシめっ！」

「ぼぉっ!?」

「羽留ちゃ～ん、やめてぇ～」

「恥にまみれて散れっ！」

「ぢゅぉっ!?」

「あん。シオく～ん、痛いの痛いのぉとんでけぇ～」

　百南が混乱しはじめた。

「百南、もう大丈夫だ。わたしがいるから、こんな変態を怖がる必要はない」

「じょふっ!?」

「う～る～ちゃ～ん、や～め～てぇ」

「トドメだっ！」

　羽留のてのひらで、電光が激しく暴れはじめた。いままで以上の派手な放電はじけっぷりに、史生は生きることを半ばあきらめた。

　青せい蘭らん学園へたどり着く前にジ・エンドだなんて……。最悪のシナリオだ。

　強い光に、視界の中心部を白く焼かれた。








一章　フロントガーデン



　小こ鳥とり居い史し生おが、生きることを半ばあきらめるに至ったそのときから、時間はおよそ一時間前に遡さかのぼる。



「とうとう、きてしまったな……」

　史生は朝の空気をゆっくりと吸い、胸をしめつけていた緊張感とともに吐き出した。

　五月下旬。程よく冷えた空気を首筋に感じながら、史生は気持ちを引きしめた。今朝は五時起きだったが、電車の中でしっかりと寝てきたから頭はスッキリしている。

　いま自分が立っている場所は、青せい蘭らん学園の準備校である青蘭フロントガーデンの正門前。あと一歩を踏み出せば、煌きらびやかな世界に身を置くことができる。

　もう一度、史生は大きく深呼吸をした。それでも、微かすかな“〝怯ひるみ”〟はなかなか消えてくれない。

　青蘭フロントガーデン。通称『ガーデン』は、プログレスとαドライバーを入学させ、効率よく成長させるための下地づくりを目的としたスクールだと聞いている。もちろんその後は太平洋上にある青蘭島へ渡り、本校である青蘭学園への入学が確約されている……、らしい。

　一年ちょっと前。桜散る頃ころに青蘭学園へ入学した幼おさな馴な染じみの鳳ほう来らい天あ雨め。そして、ほんの一ヶ月ほど前に親友のあとを追うようにして青蘭島へ渡った、もうひとりの幼馴染み、稲いな森もり百も南なみ。

　ふたりとも、国内で定期的に行われている能力測定によって、プログレスであることがわかった。特殊能力に目覚めた少女、そして彼女たちのパワーを飛躍的に上昇させることができる少年たちは、一年間を通していつでも青蘭学園に入学することができるため、来年の春を待つ必要はないのだ。

　プログレスやαドライバーは、ひとりの例外もなく一〇代ばかりだと聞いている。天雨は一三歳で、百南は一四歳で異能エクシードに目覚めた。

　そして史生は、一五歳になってすぐに。

「天雨、百南、待ってろよ！」

　史生は、心もち胸を張ってガーデンの正門を通り抜けた。

　右手に見えるひろい駐車場の片隅に、どういうわけかベンチとブランコがある。もとは公園だったのかもしれない。

　景色との違和感がぬぐえないベンチとブランコから目を離し、史生はあらためて正面に視線をむけた。役所を思わせるなんの変哲もない四角い三階建ての建物がある。古臭いデザインから、築年数がかなりのものであることが見てとれる。

　青せい蘭らん学園の準備校だから、もっと近代的な、いや、近未来的な建物を想像していたのだが……。

　徐々に近づいてくる、厚ぼったいガラス張りのドアの上には、『青蘭フロントガーデン』の看板が見えている。ガラス越しに、中学校の玄関を連想させる靴箱や廊下や掲示板も見てとれる。

　建物は少々時代遅れの感が否めなくとも、中身はあの青蘭学園の準備校なのだ。緊張するな、と自分に言い聞かせても、やはり緊張する。

　天あ雨めと百も南なみはガーデンをひょいとひと息に飛び越え、学園にある学区のひとつであるブルーエデンへ直接入学したけど……、おそらくαドライバーが天下の青蘭学園へ入るためには、それなりの手順が必要なのだろう。

　一週間前、『検査の結果、青蘭島でのプログレス育成プログラムへの参加資格があることが判明しました』といった内容の通知を政府が送りつけてきた。

　異界への門が開いた影響をうければ、女子ならプログレス、男子ならαドライバーになるため、通知書の文面を意訳すれば、「キミはαドライバーだから青蘭島へおいで」ということになる。

　通知書に同封されていた地図を見ても、初めての街では東も西もさっぱりわからなかったため、駅からの道順を駅交番で訊きいたあと、こうしてガーデンまでやってきた。

「よ、よし。いくぞ！」

『青蘭フロントガーデン』の看板を見あげ、史し生おはクピッとツバを呑のみ込んだ。

　いよいよ、ここからはじまる。世界中が注目している場所へいく。世界中で話題になっている能力者たちの仲間入りをする。

　そう考えただけで、自分が特別な存在になれたかのような心地になってくる。いまもまだ、緊張感は消えてくれないが、徐々に期待感のほうが大きくなっていく。

　プログレスに比べてαドライバーの数はかなり少ないと聞いているから、きっとモテモテなんだろうな……、と思わず頬ほおがゆるんでしまう。

　ふとひとつの影が視界の隅を過よぎった。

　見ると、史生より一〇センチほど背の高い少年が立っていた。

「こ、こんちは！」

　最初が肝心だから、と史生は意識して声に力を込め、彼に軽く会釈した。

「……………」

　なんのこたえも返ってこない。

「あ、オレ、小こ鳥とり居いっていいます。きょうからここで……」

　スッと視線を外され、その少年は何事もなかったかのように歩き去っていった。口を開くことなく、表情も動かさないまま。

　あまりにも薄い反応に、どんな言葉を続ければいいのかわからない。

　ガーデンの制服を着ているため、ここの生徒であることは間違いない。そして、αドライバーであることも。

　人見知りなのだろうか？　それとも、新人ライバルを快く思っていないのだろうか？

　史し生おは、力強さの感じられない猫背を見送ることしかできなかった。



「男子は、女子の付属物アクセサリーにすぎないということを肝に銘じておけ」

　目の前の大男が、野太い声で言い放った。

　ガーデンの教務室に入り、「小こ鳥とり居い史生です」と名のると、すぐに彼から手招かれた。椅い子すに座っていても、目線の高さは立っている史生とほとんど変わらない。幅のひろいサングラスをかけているため、その視線がどこにむいているのか、ハッキリとはわからない。そんなところが、なんだか怖い。外見も、もちろん怖い。

　周囲にいた他ほかの職員たちは、彼の巨きよ躯くによってほぼ全員がその存在感を薄められていた。肩幅がひろく、内側から紺色のジャージを押しあげている筋肉量の多さは、ある意味、暴力的でさえあった。パンパンになるほど生地を引っ張られたジャージが、ちょっと可哀かわい相そうになってくる。しかしどういうわけか、ビッグなマッチョボディのてっぺんにのっているのは、七三にわけたサラサラヘアだ。

「ガーデンの主任コーチ、殺た陣てだ」

　そんな自己紹介の直後に「男は女子のアクセサリー」発言を叩たたきつけられたため、なんの構えも整えていなかった史生は、ぽかんと口を開けることしかできなかった。

「聞け」

　殺陣がいきなり、厳つい顔を寄せてきた。サングラスの中に、史生の引きつった顔が映り込んでいる。

「は、はひ？」

「ガーデンに入っても、“〝育ててもらおう”〟なんて考えるな。それから、“〝教えてもらおう”〟という考えも棄すてろ。自分の頭で考え、自分から動け。からだで覚えろ。わからないことがあったら、迷わずだれかに訊きけ」

「こ、ここって、プログレスやαドライバーを育てる場所なんじゃ……」

「その通りだ」

「だ、だったら、きちんと教えてもらわないと……」

「わからないことは訊け。そう言ったはずだ」

「あ、オレ、αドライバーのこと、なにもわかってなくて、なにをどうやったら……」

「オレにもわからん。オレはαドライバーじゃないからな。お前に教えてやれることはなにもない」

　言いきられた。

　ぬっ、と殺た陣てが立ちあがった。

　うおおぅ、と思わず驚きの声をもらしてしまいそうになるほど、起立した彼の姿は巨大だった。七三分けから少々汚れたスポーツシューズまでの距離は、ゆうに二メートルを超えているだろう。

　圧迫感、という見えない手で全身を押さえつけられたかのような感覚に、史し生おは思わず後じさった。

「ついてこい」

　サングラスをキラリと輝かせたあと、殺陣が歩き出す。

　史生は、見えない荒縄で縛られ、そのまま引きずられるような心地で彼のあとを追った。



　殺陣がその部屋に入っていくと、散らばっていた二〇人ほどの女の子たちが、無言で足早に集まってきた。

　史生は、扇状になった女の子たちの視線を一身に集めながら、殺陣の右後ろに立った。

　汗の匂におい。ビニールシートの匂い。器具の匂い。様々な匂いが入り交じっている。この部屋がトレーニング室であることは、すぐにわかった。

「小こ鳥とり居い史生だ。みんな、仲よくやってくれ」

　殺陣が、簡単に史生を紹介してくれた。

　女の子たちは、だれひとり口を開かない。殺陣へ、そして史生へそれぞれ目をむけているだけだ。そんな中、ひとりだけ飛び抜けて身長の高い、ジャージ姿の男がいた。先ほどガーデンの入口で出会った少年だ。名前は、まだ知らない。相変わらず表情もない。

　彼から意識を外し、史生はあらためて女の子たちを見回した。

　ガーデンに入る前とはまた違った緊張感が、全身にひろがっていく。たくさんの女の子に注視されるなんて、照れくさいのを通り越して、ちょっとつらい。

　それでも、ここがスタート地点だという自覚はしっかりともっている。

　天あ雨めと百も南なみは青せい蘭らん学園に。

　自分は準備校に。

　スタートは出遅れてしまったが、とり返しのつかない差が開いたわけじゃない。

「きょうの午前中は、自主練にする。以上だ」

　必要なことのみを口にするなり、殺陣はトレーニング室を出ていった。

　接したのは短時間だが、彼のスタイルはだいたいつかむことができた。自分のことは自分でやれ、である。

　殺陣が消えるなり、女の子たちがざわつきはじめた。そんな中、ガーデンの入口で会った少年は、無表情のまま周囲を眺めているだけ。

　史し生おはすかさず意識を切り替え、鳩みぞ尾おちに力を入れた。他ほかのαドライバーがどうであれ、自分がやるべきことはひとつだけ。

　青せい蘭らん学園にいく！

「天あ雨め、百も南なみ、待ってろよ。オレは絶対に……」

　百南、のんびりしてたら、ソッコーで追いついて、そのまま抜いていくからな。

　いつものんびりぽわぽわな幼おさな馴な染じみ、稲いな森もり百南が史生のほうを見ている。どこか、泣きそうな顔で。叱しかられる予感に怯おびえる子どものような表情で。

　心配するな百南。オレ、がんばるからな……、と史生は幼馴染みにむかって右手の親指をぐっと突き出した。

　彼女も、どこか恐る恐るといった様子で、細く弱々しい親指をちょこんと立ててくれる。

「って……おい!?」

　青蘭学園へいったはずの幼馴染みが、どうしてガーデンにいる？

「百南っ!?」

　史生は、女の子たちの中で身を縮めている幼馴染みに駆け寄った。

　史生の鎖骨にも届かない身長。ゆれるたびに光を弾はじく白桃色のツインテールは、毛先が腰まで届いている。微かすかなせつなさを纏まとうつるんとした胸もとも、彼女が稲森百南であることの確かな証拠だ。

「百南、なんで……」

　史生は“〝信じられない”〟という気持ちにバンバン背中を叩たたかれるようにして、幼馴染みに近づいた。

　そんな接近にある種の恐怖を感じたのかもしれない。百南が、「ぃや」と胸の前で小さな両手をひろげた。

　途端、史生は不可視の手で腹部を突き押され、歩みを押しとめられた。同時に「ぐぇ」と息もとまる。

　百南は、任意の場所を“〝押す”〟ことができる異能エクシードの持ち主である。つまり、離れた場所に「斥せき力りよく」を発生させることができるのだ。

　幼馴染みを手の届く距離に見ながら、史生は後ろによろけた。

「ゃん、ダメ」

　百南が、ひろげていた手をきゅっと閉じた。

　引力発生。今度は引っ張られた。

　斥力と引力を操る百南の力を立て続けに食らい、史生のからだは前後に強く揺さ振られた。結果、足がもつれ、つかむ場所を探してとっさに伸ばした手に百南の肩が触れた。

　気づいたときには、幼馴染みの細すぎるからだを引き寄せ、さらには抱きしめていた。

「あ、ぁ、シオくん……」

　百も南なみが、史し生おの腕の中でもそもそとからだを動かした。でもそれだけ。からだを離そうとはしない。

　周りの目もあるし、と史生は自分から身を退ひこうと腕の力をゆるめ、

「ぉ、ご、ごめ……ぽぁっ!?」

　思わず奇声を発してしまった。側頭部に激しい痛みを感じたからだ。右のこめかみから頬ほおにかけて、えげつないほどの痺しびれがビリビリと駆け巡る。

　なんだ!?

「この変態っ！」

　罵ば声せいは、右手のほうから聞こえた。

　史生と百南の密着を見守っていた女の子プログレスたちが、サササッと左右に移動して道をつくった。そこから歩み出てきたのは、すらりと背の高い、黒髪を短いポニーテールにした子だった。少々つりあがった切れ長の目が、たっぷりと怒気を孕はらんでいる。

　　　　　　　　　　★　★　★

「トドメだっ！」

　強い光に視界の中心部を白く焼かれた。

「う、羽留ちゃん!?」

　突如聞こえた悲鳴のような百南の声に、史生は目の前に意識を集中させた。















　ぎゅっとからだを強こわ張ばらせ、こちらはその瞬間を待った。

　ああ、こんなところで変態扱いされて散るなんて……。

「ん？」

　顔のすぐ前で、バチバチと放電を続けている拳大の光球が、まるで史し生おの様子を窺うかがっているかのように制止している。と思いきや、放った本人である羽う留るの顔面に……、

「きゃっ!!」

　炸さく裂れつした。

　白い線だけが、史生の目に残る。

「な……？」

　なにが起こった？

　二秒ほど顔をしかめていた羽留が、カッと両目を見開いた。

「やってくれたわね！」

「えん罪だっ！」

　史生は、とっさに叫び返した。

「もも、もう、やめてぇ～」

　百も南なみが、涙目でおろおろしている。

「ちょっぴりキツめのお仕置きですませてやるつもりだったが、ここに至っては、もはや殺やるしかないな」

　羽留が、いままで以上の電光を右手に発生させた。大きさは、先ほどの三倍はあるだろうか。

「おい、おかしいだろ！　オレがなにをしたっ!?」

「自主練中の世にも不幸な事故ものがたりということで……残念だったな」

「残念なのは、お前の頭だっ！」

「言い訳は来世で聞いてやる」

「現い世ま聞け──っ！」

　悲鳴にも似た史生の叫びが、トレーニング室に響き渡った。そのとき、

「まあまあ、ウルもそのへんで、落ち着いてください」

　薄紫のロングウェーブヘアをふんわりとひろげ、ひとりの少女が大きな胸を揺らしながら羽留に駆け寄っていく。目鼻立ちが西洋人形のように整いすぎた子だ。薄い紫色の瞳ひとみを見ても、明らかに日本人ではないことがわかる。しかしながら、言葉のアクセントに違和感はない。

　彼女が、羽留の肩にポンとのせた。

「こんな変態をかばうつもりか？」

　羽留が、とめに入ってきた少女に険しい目をむけた。が、ひと呼吸後には、

「まろんがそう言うなら……」

　発生させていた光球をすんなりと消した。

　あれほど怒りに満ちていた目にも、笑みを含んだような色が浮かんでいる。

「ウルは、笑っていたほうが絶対にいいと思いますよ。もとが美人さんなんですから」

「ふふ、ありがとう」

「モナミも、さあ、涙をふいてください。あなたが悲しめば、まろんも悲しくなってしまいますから」

　羽う留るから離れたまろんが、今度は史し生おと百も南なみのほうへ軽い足どりで近づいてきた。彼女の歩調に合わせ、突き出た胸もたゆんたゆんと揺れている。

　彼女が側そばにきた途端、史生は不思議な懐かしさを覚えた。ずっと昔から、友だちだったような。この子だったら、きっと心の友になってくれる。という確信にも似た感覚。強い親近感と言ってもいいだろうか。薄い青色の瞳ひとみで一日中見つめていてもらいたい、という欲求が胸の内でどんどん膨らんでいく。

　史生に一瞬の視線と笑みを投げたあと、まろんが百南の背に手を当てた。

　百南は、すぐに反応した。サッと目もとを擦ったあと、「エヘヘ」と頬ほおをゆるめる。

「もしかして、感情操作系の異能エクシード、か？」

　史生の問いに、まろんは嬉うれしそうに目を細めただけで、なにもこたえてはくれない。

　ふと思い至った。先ほどの感覚。まろんへの親近感。欲望と呼んでもいい、あまりにも強すぎる感情の変化。あれも、もしかしたら……。

　目と目が合っただけで、初対面の相手なのに、まるで互いの心がつながったかのような錯覚に陥った。百南や天あ雨め以外に、もうひとり幼おさな馴な染じみができたかのような気持ちになった。その事実を考えると、肌寒さと同時に強い感動を覚えた。

　ここは、異能エクシードをもつ女の子たちが集う場所。

　史生は、驚嘆の息を吐くことしかできなかった。



　初日からトップギアで走り出すより、まずは見学。そう考えた史生は、熱気漂うトレーニング室の壁際で座ったまま女の子たちの様子を眺めることにした。

　器具をつかって筋力トレーニングをしている子。壁一面に張られた鏡の前で柔軟体操をしている子。ただ単におしゃべりをしているだけの子たちもいる。

　そんな中、やはりここは一般の学校と違うんだな、とあらためて思い知らされる光景も目にすることができた。

　鉄アレイでお手玉をしている子。足を動かすことなく前進している子。両手の間で小さな火球を発生させている子。他ほかにも、様々な異能エクシードを発現させている子たちがいる。

　百南は……、と視線だけを動かして幼馴染みをさがした。隅のほうで、手を触れることなくサンドバッグを押し引きしている姿が見えた。ひとり、黙々と練習している。

　むこうから話しかけてこようとしないため、史生も無理に声をかけようとはしない。百南も、貴重なトレーニングの時間を無駄にはしたくないはずだ。

　不意に、

「さっきはすまなかったな」

　史し生おの隣に腰を下ろしたのは……、額にうっすらと汗を浮かべた羽う留るだった。短パンから伸びた細く白い足を胸に抱え、申し訳なさそうな顔をむけてくる。

「あ、いや、気にしないでよ」

　史生の言葉ですぐさま笑顔になった羽留が、もぞもぞとお尻しりを動かしてからだを寄せてきた。肩と肩の距離は二〇センチもない。甘い香りが微かすかに漂ってくる。

「紫し雲うん寺じ羽留だ。ヨロシク」

　いきなりの自己紹介に、

「あ、小こ鳥とり居い、史生、です」

　史生は思わず、敬語で返した。すると、

「同い年だから、改まったしゃべり方はやめてくれ」

　羽留が、親しみやすい笑みを浮かべてくれた。そして、声をひそめて言葉を継ぐ。

「さっき百も南なみに聞いたんだが、キミは彼女の幼おさな馴な染じみなんだって？」

「うん、まあ、ゼロ歳児からのつき合いになるから、幼馴染みっていうより、兄妹きようだいのようなもんかな」

「なるほど、偽ぎ兄弟きようだいというわけか」

「義兄弟……？　ん～、なんか、ちょっとイメージが違うかも」

「ち、違うのか？　そ、そうか。違うんだな。なるほど、たとえ幼馴染みでも、百南は女の子だからな、“〝兄弟”〟とは言わないか」

　史生は、うんうんと大おお袈げ裟さにうなずいている羽留に目をむけた。微妙な言葉の食い違いがあったような気がするけど……。

「ところで小鳥居くん。トレーニングが終わったら、わたしとの相性を調べてみないか？」

　羽留が、目もとをほんのりと赤らめながら突然そんなことを言ってきた。

「相性？　え？　あ、オレ、血液型占いとか、星座占いとか、そんなのあんまり信じてなくて……でも、どうしてもって言うなら……」

　αドライバーは稀き少しようだから、やっぱりモテモテなのか!?

「か、勘違いしないでくれ。わ、わたしとキミの個人的な相性を調べたいわけじゃないからな。ガーデンで“〝相性を調べる”〟といえば、シンクロテストをうけるということだ」

「シンクロテスト？」

「そうだ。プログレスとαドライバー間の“〝リンク成功率”〟や“〝特殊技”〟なんかを調べるんだ」

「あ、そ、そうなの？　ハハ、オレ、なんにも知らなくて……」

「確かにそうだな。小こ鳥とり居いくんはガーデンに入ったばかりだから、知らないのも無理はない。ふふ、ここはわたしがいろいろ教えてあげよう。だてに半年近くもガーデンにいるわけじゃないからな」

　羽う留るが、かたちのいい胸を張ったのも一瞬だけ。すぐに「う～」と唸うなりながら、立てていた膝ひざに顔を埋うずめてしまった。

「ど、どうしたの？」

「いや。半年近くもガーデンにいるなんて、よく考えたら自慢にならないなって、思って……自己研磨してしまった」

　自己研磨？

「自己嫌悪、ってこと？」

「うぁ!?　ちょ、ちょっと言い間違えただけだ！」

　弾はじかれるように顔をあげた羽留が、どこか拗すねたように史し生おをにらみつけてきた。が、すぐに唇をゆるめてくれる。

「ま、そういうわけだから、ガーデンのことならなんでも訊きいてくれ」

「なんでも……？　え～っと、それなら……αドライバーやプログレスなら、だれでも青せい蘭らん学園に入れるってテレビで言ってたけど……だったら、ガーデンがある意味って、なんなのかな？」

　天あ雨めや百も南なみは、一足飛びで青蘭学園にある学区のひとつ、ブルーエデンに入学した。百南は、どういうわけかガーデンにいるけど……。史生自身は、青蘭学園から送られてきた通知書で、『青蘭フロントガーデンにいけ』と指示されたため、なんの疑いももたず、下調べもほとんどしないままここにきた。

　羽留が、切れ長の目をわずかに大きくした。

「小鳥居くんは、ガーデンが“〝ブルーエデン”〟の直轄準備校だということを知らないままきたのか？」

「うん、まあ、そうだけど……」

　なんだか、自分の無知が恥ずかしくなってくる。

「は～、キミは、なんというか、のんびりしてるな。“〝ブルーエデン”〟は、青蘭学園にある学区のひとつなんだが……青蘭島へ招待されることが決まったとき、学区の説明をうけただろ？」

「学区の説明……？　ごめん、知らない」

　もしかしたら、親が代わりに聞いたのかもしれないけど……。

　ブルーエデンという学区があることだけは、“〝天雨や百南が入学したところ”〟という情報としてならもっているが、その内実はまったく知らない。

　羽留が、艶つややかな頬ほおをゆるめた。

「ふふ、伝達ミスがあったのかもしれないな。でも、安心していい。小こ鳥とり居いくんが望めば、すぐにでも青せい蘭らん学園に入学できるはずだ。でも、その前にちょっと考えてみてくれ。ガーデンから推薦をもらえば、“〝ブルーエデン”〟の準特別クラスともいえるネクストクラスに入ることができるんだぞ。そのあとは、がんばり次第でいちばん上のスペシャルクラスに入ることだって可能だ」

「いろいろクラスがあるんだな」

「その通り。つまり、ガーデンを経由すれば、いきなり上から二番目のクラスに入ることができるというわけだ。そうなれば、普通に入学するよりずっと早くスペシャルクラスに進むことができるだろ？」

「へ」

「へ～、って、キミはわかってないな。“〝ブルーエデン”〟のスペシャルクラスに籍を置くということがどういうことなのか」

「うん。よくわかんない、というかサッパリわからん」

　半ば開き直った史し生おに呆あきれることなく、羽う留るが瞳ひとみを輝かせながら説明を続けた。

「驚くなよ？　あの〔パラレル・フォー〕のエヴァノラ・ワイズも“〝ブルーエデン”〟のスペシャルクラス出身なんだぞ」

「エヴァノラ・ワイズが？　ほんとに？」

「ああ、本当だ」

　羽留の瞳が、その輝きをさらに増していく。

　四人の少女たちによって結成された〔パラレル・フォー〕は、地球上でその名を知らない少年少女はいないだろう、というほどの人気を誇る超有名なバンドである。メンバーは、連結した四つの世界からそれぞれひとりずつ、という構成だ。ボーカルをしているエヴァノラ・ワイズのことは、芸能関係にあまり興味のない史生であっても知っていた。

「“〝ブルーエデン”〟のネクストクラスに入るということは、つまり」と羽留が、史生に真面目まじめな顔をむけてきた。

「お金をたくさん稼ぐことができる、ということだ」

「は？　お金？」

　いきなり金の話になったため、史生は思わず両りよう眉まゆを跳ねあげた。羽留と金かね儲もうけの話が、頭の中でうまく結びつかない。

　羽留が、指折り数えはじめた。

「まず、学費免除をしてもらえる。それから、青蘭島での生活費も補助をしてもらえて、しかも毎月の手当までつくんだぞ？」

「特別扱いをしてもらえる、ってことか」

「そういうことだ。いちばん上のスペシャルクラスになれば、手当の額が驚くほどアップするらしい。だからわたしは、絶対にガーデンの推薦を勝ちとるつもりだ」

「気合い入ってるね」

「当然だ。お金をもらって、質の高いブルーミングバトルを繰り返すことで自分を磨いて、卒業後は、ふふ、〔パラレル・フォー〕とまではいかなくても、できるだけたくさんお金を稼げる職に就きたいと思ってる」

　羽う留るが、切れ長の瞳ひとみを輝かせながら言いきった。

　青せい蘭らん学園で自分を磨き、その後はしっかりと金を稼ぐ！　という彼女にむかって、

「目的がハッキリしてるんだな」

　史し生おは、羨せん望ぼうにも似た気持ちを込めて言った。

　ふと、羽留が寂しそうに微笑ほほえんだ……、ように見えたのは気のせいだろうか。彼女の表情を掠かすめた“〝寂しさ”〟は、一瞬で消えてしまったから。

　すぐに悪戯いたずらっぽい光を目に宿した羽留が、史生の肩に拳こぶしをぶつけてきた。

「な、なに？」

「覚悟しておいたほうがいいぞ。αドライバーは、プログレスとは違った意味でいろいろ大変だからな」

「覚悟、か」

　史生は、鳩みぞ尾おちの奥にグッと力が入るのを感じた。

　αドライバーの役割は、もちろん知っている。その立場が、どのようなものなのかも。

「ハイレベルのブルーミングバトルじゃ、気絶するαドライバーは“〝お約束”〟と言ってもいいくらいだからな」

「ハハ、気絶とか、生まれてから一度もしたことないんだけど」

　史生は、苦笑いを浮かべることしかできない。

　ブルーミングバトルとは、特殊フィールド内で行われるプログレス同士の戦いを指す言葉だ。四対四のチーム戦が主である。

　異能者プログレス同士のバトルという面白さに加え、うけたダメージは特殊フィールドの力によって戦いに直接参加しないαドライバーへむかうため、女の子たちはだれも傷つかないという競技である。

　もちろん、後方ではαドライバーが苦痛に顔を歪ゆがめているのだが、その姿はテレビやネットではほとんど観みることができない。たとえ目にすることができたとしても、ほぼすべての画が編集されたものだということは、ファンのほとんどが知っている。

　羽留が、胸もとにあげた右手を握りしめた。

「小こ鳥とり居いくん、がんばれよ。わたしも、がんばるから！」

「あ、う、うん。がんばるよ」

　史生の肩をポンと叩たたいたあと、羽留が素早く立ちあがった。

　彼女が、爽さわやかな顔で史し生おを見下ろしてくる。

「キミとしゃべっていたら、なんだかじっとしていられなくなった。もう少し異能エクシード磨きをしてこよう。じゃ、またあとで」

　史生の返答を待つことなく、短いポニーテールをぴょんぴょん跳ねさせながらトレーニングマシーンのほうへ駆けていった。

　史生は、そんな羽う留るの後ろ姿から目を離し、あらためてトレーニングルームの中を見回した。

　そこではじめて、サンドバッグの側そばに立つ百も南なみと目が合った。が、すぐにそらされてしまう。

　百南がガーデンにいる理由は？

　史生は、幼おさな馴な染じみを視界の片隅に置いたまま、細く長い息を吐いた。

　気弱で引っ込み思案な百南が青せい蘭らん学園へ旅立ったのは、一ヶ月ほど前になる。

『ほら、地面を押せば高くジャンプできるんだよ。ジャンプしたあと木の枝を引っ張れば、もっと高いところまで手が届くんだから』

　そう言いながら神社のご神木の太い枝に軽々と飛びのった百南が、あまりの高さに怖くなって降りられなくなったのは、旅立つ三日前だった。

『力をつかって降りればいいだろ』『のぼれたんなら、降りられるはずだ』『百南ならできる！』『跳べ、百南！』『パンツ丸見えだぞ！』とご神木の下から声をかけても、勢いのまま高いところへあがったあと怖くなって足が竦すくんでしまったネコのように、百南は涙目のまましがみついた枝から手を放そうとしなかった。

　結局、史生が家から脚きや立たつをもってきて助けてやった。

『天あ雨めにヨロシク』

『うん。シオくんも、元気でね』

　百南が半泣きで迎えの車にのり込んでいく姿は、いまでも鮮明に覚えている。

　まさか、こんなかたちで再会するなんて。



　午前の自主練が終わると、プログレスたちはぞろぞろとトレーニング室を出ていった。

　そんな中、顔中を汗だらけにした羽留が近づいてきて、史生の前で足をとめた。

「シャワーを浴びてくるから、少し待っててくれ。そのあとでシンクロテストをしよう。そうだな、三〇分後くらいに検査室前で会おう」

「あ、わ、わかった。けど、検査室って……」

　どこ？　とたずねるよりも先に、彼女はサッときびすを返し、他ほかの女の子たちといっしょに姿を消した。

　百南も、チラチラと史生に申し訳なさそうな目をむけながらも、みんなといっしょに廊下へ出ていった。



　史し生おは、教務室前に貼はられた館内地図で、検査室とシャワー室の場所を確認した。羽う留るとの約束は三〇分後だ。その間、少しでも百も南なみと話をしておきたい。

「百南もシャワーを浴びているはずだから……」

　シャワー室近くの廊下で待つことにした。

　何人もの女の子たちが史生の横を通りすぎていったあと、一五分ほどしてようやく幼おさな馴な染じみの姿を見つけた。

　史生に気づいた百南が、ほんのわずかに身を縮めた。が、足はとめない。それどころか、歩く速度をあげて近づいてきた。

　百南からは、ほのかな石せつ鹸けんの香りがした。



　史生と百南はガーデンの外に出て、正面入口からすぐの場所にあるブランコにならんで腰を下ろした。ここからなら、検査室まで歩いて一分もかからないだろう。

「あのさ、さっき紫し雲うん寺じさんとシンクロテストするって約束したから、百南もいっしょにどう？　待ち合わせの時間まで、あと一〇分くらいなんだけどさ」

　そう切り出すと、百南はすぐにうなずいてくれた。

「羽留ちゃん、積極的だね。あたし、ガーデンにきたの一週間くらい前なんだけど……羽留ちゃんは、もう半年近くになるって言ってたから、一生懸命なのかも」

　百南がガーデンにきたのは一週間前なのか……、という情報を心に留める。

「ガーデンにいるプログレスやαドライバーって、みんなブルーエデンの推薦狙ねらってんだろ？」

「みたいだね。そうじゃなきゃ、そのまま青せい蘭らん学園に入学すると思うし。推薦で“〝ブルーエデン”〟のネクストクラスに入れたら、プログレスとしての価値っていうか、学園生活の密度っていうか、そういったものがすごく変わってくるから」

「確か、百南は推薦とかナシで、ブルーエデンのネクストクラスに入ったよな？　それってすごいことだったんだって、ここにきて初めてわかったよ」

「そ、そんなことないよ」

　百南が、ほんのりと目もとを赤くしながら、言葉を継ぐ。

「あたしの異能エクシードって珍しいタイプみたいで……」

「なるほどね。百南の押したり引いたりするアレも、実はすごい能力だったんだな」

「自分でも驚いたし、ちょっと恥ずかしいけど、クラスメートから【万有引斥力コネクシヨン】って能力名をつけてもらったんだよ」

「お、なんかカッコイイな。オレも、青蘭学園に入ったらふたつ名とかつけてもらえるのかな？」

「うん。きっとそうなると思う、けど………シ、シオくんも、“〝ブルーエデン”〟のネクストクラスを狙ねらってるの？　あ、ここにいるんだから、狙ってるんだよね……」

「いや、オレは、なんだかよくわかんないまま、ここにきただけで……」

「そうなんだ。シオくんらしい」

　百も南なみが、心地よさそうに笑みをもらした。

「まあ、とにかく、理由はどうあれここにきたんなら、やれることをやるだけさ」

「そうだね。あたしも、やれることをやらなきゃ。でも、シオくんがαドライバーになるなんて、夢みたい。それどころか、こうやってガーデンで会えるなんて……」

　幼おさな馴な染じみのつるんとした頬ほおが、赤に染まる。

　天あ雨め、百南、そして史し生お。これで三人の幼馴染み全員が、青せい蘭らん学園の生徒になる。史生と百南は、ガーデンにいる。でも、もうひとりの幼馴染み……、

「天雨は、いま頃ごろなにしてんだろうな？」

　思わず、つぶやいた。

　紅あかくなっていた百南の頬が、強こわ張ばったのがわかった。















　抑えていた疑問が、急速に膨れあがる。百南は、なぜガーデンにいるのか？　“〝ブルーエデン”〟のネクストクラスにストレートで入れたほどの異能エクシードをもちながら……。

「これ……」

　百も南なみが、ごそごそとスカートのポケットからなにかをとり出し、史し生おに差し出してきた。

　大きめのパスケースだった。花柄で、百南に相応ふさわしいモノのように思えた。

「あ～、あのときの……」

　うけとったそれに、史生は目を落とした。中に一枚の写真が収まっている。

　思わず笑みがこぼれた。

　天あ雨めが青せい蘭らん島へ旅立つ前、屋外で撮った写真だった。

　百南は、大切にもっていたらしい。史生の分は、自室の机の上に置いた写真立ての中に入っている。

　真ん中に史生。左側には、ちょっと照れくさそうにしている天雨。右側には、目もとを紅あかくして笑っている百南。ふたりとも、史生の腕をつかんでいる。

　三人で写った写真。

　百南が、静かな目で写真の中の三人を見下ろした。

「アメちゃんがね、アメちゃんなのに、アメちゃんじゃないみたいだったの」

　幼おさな馴な染じみの声は、微かすかに震えていた。

　　　　　　　　　　★　★　★

　稲いな森もり百南は、天雨と対たい峙じしたときのことを思い出した。

　青蘭学園のブルーエデンに入った当初は、彼女に会える、彼女と同じ場所で自分を磨くことができるという喜びを胸に、早くもスペシャルクラスに入った彼女と同等のプログレスになれるまでがんばろう、と自分を奮い立たせていた。

　スペシャルクラスの生徒たちは、学区内の特別区域にあるセンター内で生活していたため、望んでも天雨と会うことはできなかった。それでも、彼女が同じ島にいると思えるだけで、史生と遠く離れてしまった寂しさを紛らわせることができた。

　それなのに……。

　天雨と再会したのは、バトルの直前だった。

　ブルーエデン内での交流戦が、その舞台となった。

　百南は、ネクストクラスの選抜チームに入ることができたため、スペシャルクラスにいた天雨と闘うチャンスをつかむことができたのだ。

　バトル前の握手を交わすとき、天雨はきっと笑顔を浮かべ、百南をしっかりと抱きしめてくれるものと信じて疑わなかった。もしかしたら、抱きあげてくるくる回されるかもしれない。そんなことをされたら、嬉うれしいけど、恥ずかしい。なんてことも考えていた。

　しかし、数ヶ月ぶりに会った幼馴染みの反応は、予想を大きく外れていた。

　驚きに目を見張ったのは、ごくごくわずかな時間。冷たい目でにらみつけられ、握手をしようと差し出した手を荒々しく打ち払われた。

　天あ雨めの目には、怒りとも嫌悪ともつかない感情が宿っていた。

　その後のバトルは、惨さん憺たんたるものだった。

　ネクストクラスのチームは、天雨ひとりによって完膚無きまでに叩たたきのめされてしまったのだ。百も南なみは、なにがなんだかわからないまま、チームの仲間たちが薙なぎ払われていく様を見ていることしかできなかった。

　ただただ呆ぼう然ぜんと、身を縮めていることしか……。

　圧倒的。

　まさにそのひと言に尽きた。

　ブルーミングバトルだったため、ネクストクラスのプログレスたちはだれひとり傷を負うことはなかった。とはいえ、組んでいたαドライバーは、バトルが終わったあとも丸一日は立ちあがることさえできなかった。

　その後も、学区内で天雨と顔を合わせるたびに「この島は、百南がいていいところじゃない！」と怒鳴りつけられた。

　そんな日々に、百南は一ヶ月も堪えることができなかった。

　　　　　　　　　　★　★　★

　小こ鳥とり居い史し生おは、信じられない気持ちで百南の話を聞いた。

　百南と天雨。幼おさな馴な染じみのふたりが、ブルーミングバトルで対戦したという。

　それはいい。ふたりはプログレスなのだから。しかし、

「朝、学園にいく前にお腹なかが痛くなるようになって……先生に相談したら、しばらくガーデンでリハビリしてみてはどうかって言われて……」

　百南が、史生からうけとったパスケースをスカートのポケットに仕舞いながら言った。

　百南がガーデンにきた理由は、これで明らかとなった。けど……。

　天雨は、いつも百南を守っていた。自分のことより、百南を優先していた。百南を泣かせるヤツには容赦しなかった。

『百南姫を護まもる女騎士』といった存在だった天雨の変化を、素直にうけ入れることができない。

「きっと、なにかあったんだ」

　史生は、思わずつぶやいた。

　俯うつむいていた百南が、わずかに目線をあげた。

「う、うん。あたしもそう思う。けど、なにがあったんだろ？」

「天雨に直接訊きくしかないさ」

　史生の言葉に、百南が唇を強こわ張ばらせた。そしてひと呼吸の間、なにかを考えるように宙の一点を見つめたあと、ようやく口を開いた。

「簡単に教えられることだったら、あたしに会ったときでもよかったはずだよ。アメちゃんが、なにも教えてくれなかったら？」

「しつこく問い質ただす！」

　史し生おはブランコから立ちあがり、百も南なみにむき直った。

　幼おさな馴な染じみの表情が、ゆっくりとほぐれていく。

「そうだね。アメちゃんも、シオくんにだったら話してくれるかも」

「オレと百南がふたりがかりでいけば、大丈夫さ」

　史生は“〝大丈夫！”〟という気持ちを込め、百南にむかって右手を差し出した。

　幼馴染みが、少し恥ずかしそうな顔で、それでも迷うことなく史生の手を両手で包み込むようにしてつかんでくれる。

　百南の安あん堵どする心が、手を通して伝わってきた。

「シオくんがいてくれたら、きっと大丈夫だね。えへへ、シオくんがいてくれたら、あたし、もっとがんばれるかも」

　百南が、史生の手の甲を自らの頬ほおに押しつけた。幸せそうに微笑ほほえみながら。








二章　シンクロテスト



　史生は、右手から伝わってくる百南のぬくもりに勇気づけられたような心地で、背筋を伸ばした。

　青せい蘭らん学園にのり込んで、天あ雨めに会うぞ！　という気持ちを声にしようとしたそのとき、

「おふたりで、なにをなさっているのですか？」

　突然聞こえてきた声に、百南が「ひゃ!?」とつかんでいた史生の手を放した。

　薄紫のロングウェーブヘアをふわりふわりと揺らしながら駐車場に入ってきたのは、まろんだった。

　彼女の胸はトレーニングのときと変わることなく圧倒的な存在感を示している。そんなふたつの膨らみの真ん中あたりに、首から提げた紅あかい宝石がのっかっている。

　まろんの後ろに、ちょっと不機嫌そうな顔をした羽う留るもいた。

　あっ、と史生はポケットからケータイをとり出し、時間を確かめた。

　約束の時間、すぎてた……。

「ご、ごめん。シンクロテスト、まだ大丈夫かな……？」

「忘れてたな？」

　羽留が、スッと目を細めた。ひんやりとした冷気が、彼女の周囲にひろがっていく。

「いや、わ、忘れてたわけじゃないんだけど……」

　百も南なみが、すぐに助け船を出してくれた。

「う、羽う留るちゃん、えっと、あ、あのね、あたしがちょっと話を聞いてもらってたの。シオくんは、羽留ちゃんとの約束を忘れてなかったよ。シンクロテストがあるからって、きちんと前もって言ってたのに、あたしが長々とおしゃべりをはじめちゃって……シオくんは悪くないから」

「詳細はわかりませんけど、許して差しあげたら？」

　まろんも、すかさず百南の味方になってくれる。

　途端、笑顔になった羽留が、胸の前で手を打ち合わせた。

「アハハハ、気にするな。べつに怒ってないからな。久しぶりに幼おさな馴な染じみと会ったんだから、話したいことがたくさんあるに違いない。いいことじゃないか。そちらを優先してくれ。ぜひそうしてくれ。うん。ハハハハハ」

　どうして、そんなに笑うんだ？　と疑問に感じたのも一瞬だけだった。史し生おはすぐに、まろんへ視線を移した。

「キミの異能エクシード？」

　百南も、呆あきれたような目をまろんにむけている。

　羽留も、ようやく気づいたようだ。

「まろん、【琴線愛撫アジヤストメント】をつかうのはやめてくれないか？」

「うふふ。バレました？」

　にっこりしながら、まろんが軽く眉まゆをあげた。

　途端、羽留が真顔に戻る。史生にむけられていた不機嫌な視線がまろんに移ったが、すぐに「ったく」とどこか笑うのを我慢しているようなつぶやきとともに消えてしまった。

「よし、それじゃ、お昼を食べる前に、さっさとシンクロテストをすませよう」

　素早く意識を切り替えたのだろう、羽留が建物に顔をむけた。

　が、しかし、素早く動いたまろんが史生の肩に手を置いたため、羽留にこたえて足を踏み出すことができない。

「な、なに？」

「テスト前の小テスト、といったところでしょうか」

　まろんの薄い紫色の瞳ひとみが、妖あやしい輝きを放つ。

　羽留が、眉根を寄せた。

　百南が、ブランコから立ちあがった。

「ま、まろんちゃん。ダイレクト・リンクは、外じゃ禁止されて……」

「うふふ、ちょっとした好奇心ですので、大目に見て下さい」

　目を閉じたまろんが、アゴをわずかにあげて薄い笑みを浮かべた。薄紫色のロングウェーブヘアが、風もないのにふわふわと動いている。

「好奇心って……」

　ス──ッ、と左肩からなにかが吸われていく。そんな感覚を史し生おは他人事のようにうけとめた。痛くはないし、苦しくもない。それどころか、気持ちいいくらいだ。

　数秒後。いきなりだった。

「ひゃん」

　艶つや々つやとした色っぽい声をあげ、まろんがその場にへなへなと座り込んでしまった。

「ど、どうした!?」

「まろんちゃん!?」

　まろんに飛びついた羽う留ると百も南なみが、凹凸のハッキリしたそのからだを左右から支えた。

　全身をふるふると小刻みに震わせながら、まろんが潤んだ瞳ひとみを中空にむけた。

「すごいですぅ。こんなの初めて」

　長いまつげも、薄い紫色の瞳も、ふっくらとした唇も、白い首筋も、張りのありすぎる胸も、どこもかしこもぷるぷると震え続けている。

　どうやら喜んでいるようだ。プログレスは、αドライバーとリンクするたびにこうなってしまうのだろうか？　百南や羽留も？

　まろんと史生の間で何度も視線を往復させていた羽留が、「ちょっと、いいか？」と手を伸ばしてきた。

　恐る恐るといった感じで、史生の右腕をつかんでくる。

　シャツ越しに感じた彼女の握力は、とてもやさしいものだった。同時に、細い糸でからだの中からなにかを引っ張り出されているかのような感覚があった。

「………わたしには、普通のαドライバーとなんの違いもないように思えるが、な」

　百南も、サッと史生の左腕に手を押しつけてきた。

「あ、あたしも、そんなには……シオくんとまろんちゃんの“〝相性”〟なのかな？」

　言うなり、どこか拗すねたような目を史生にむけてくる。

　なにがなんだかよくわからないまま、史生はブランコを背に立っていることしかできなかった。すぐ目の前で、女の子たちが三人、身を寄せ合っている。

　彼女たちにむかって、史生はたずねた。

「シンクロテストも、似たような結果になるってことかな？」

「いや、そうとも限らない」

　羽留が、即答した。

　百南が、すぐに言葉を継ぐ。

「シンクロテストは、リンクの成功率や特殊技の数とか、あたしたちプログレスとαドライバーの相性そのものを調べるためのものだから。ダイレクト・リンクとは、あんまり関係ないの。うん。関係ない！」

　大人しい幼おさな馴な染じみには珍しく、強い口調で言いきった。

「そ、それじゃ、みんなでシンクロテストにいこうか」

　羽う留るが、どこか緊張した面持ちで言った。



　シンクロテストルームは、学校の教室を半分にしたほどのひろさしかなかった。天井まで届く機器類がところ狭しと置かれているため、圧迫感があった。しかも、窓がないため薄暗い。

「小こ鳥とり居いくん、その椅い子すに座ってくれ」

　指し示されたパイプ椅子に腰を下ろした史し生おは、羽留、百も南なみ、まろんの三人がかりでからだのあちこちに電極のようなものをくっつけられた。上着の下にも手を入れられ、胸や腹や背中にもペタペタやられた。

　あとは、数分間座っていただけだった。

「これだけ？」

　検査が終わったあと、からだのあちこちに貼はりつけられていたモノをとってもらいながら、史生は拍子抜けして訊きいた。

　機器類にとりつけられたタッチパネルを操作しながら、羽留が微かすかな笑みを浮かべた。

「ああ、これだけだ。小鳥居くんの能力データを読みとったあと、わたしたちが事前に登録しておいたデータと照らし合わせ、相性を調べるんだ。放課後には結果が出るはずだから、それまで待ってればいい」

「あ、あたしとシオくんの相性、そんなに悪くないような気がする。か、勘だけど、きっと悪くないと思う………悪くありませんように」

　百南が、機器類を拝みはじめた。

「ブルーミングバトルは、相性が大切ですからね」

　まろんが、にっこりと笑みを浮かべたまま百南と羽留へ交互に目をむけた。

「ほんと、そうだよね」

　百南が同意を示す一方で、羽留がちょこんと首を傾かしげた。

「確かにそうかもしれないが……ガーデンにはブルーミングバトルの設備がないから、よくわからないな。バトルでのリンク体験も、まだないし。プログレスとαドライバーの相性がバトルにどれだけ影響を及ぼすのか、わたしにとってはミソ数だ」

「そこは未知数だろ」

　史生は、反射的にツッコミを入れてしまった。知り合って間もないというのに……。

「あぅ、ちょ、ちょっと間違えただけじゃないか！」

　羽留の顔が、ボッと赤に染まる。そうしながらも、タッチパネル上で指を動かし続けている。

　そして、「あれ？」とパネルに顔を近づけた。

「まろん、キミのデータが登録されていないぞ？　わたしと百も南なみのは、ちゃんとあるんだが……“〝朝あさ霧ぎりまろん”〟というプログレス・ネームが出てこない」

「あ～、そういえば登録を忘れていました。一〇日前にきたときは、ずっとバタバタし通しでしたから。あとでやっておきましょう。申し訳ありません。残念ですが、まろんとシオのシンクロテストはパスしておいてください」

　まろんが、言葉とは裏腹にまるで残念がっているように見えない、ゆったりとした笑みを浮かべた。

「そうか？　わかった。あとで殺た陣てコーチにきちんと伝えといたほうがいいぞ。登録ミスで推薦がとり消されたりしたら、悔やんでも悔やみきれないからな」

　羽う留るは、軽く肩をすくめたあと、すぐにまたタッチパネルに目を戻した。

「残念だね」という百南のつぶやきを耳に、史し生おは微かすかな疑問を抱いた。

　百南がガーデンにきたのは一週間前。まろんは一〇日前。

「えっと、朝霧さんって、ガーデンの滞在日数は百南より三日多いよな？」

　なのに、データ登録がされてない？

　まろんの笑みが、ほんのわずかに強こわ張ばった……、ような気がした。

「はい。仰おつしやる通り三日多いです。ですが、まろんがのんびりしていまして、本当にデータの登録を忘れていました。シオとの相性をぜひとも調べたかったのですが……」

　まろんの説明に、微妙な違和感を覚えた。が、しつこく追及するようなことでもない。ちょっと独特なところがあるから、登録のことも後回しにしていたのかもしれない。

「登録、か……」

　ここで、史生は気づいた。殺陣から、登録のことについてはなんの説明もうけていないということに。

『わからないことがあったら、迷わずだれかに訊きけ』と殺陣は言っていた。しかし、「わからない」ことそのものが「わからない」状況にあっては、教えてもらわなければどうしようもない。

　マッチョな主任コーチの厳つい顔を思い出し、史生はそっとため息をついた。



　シンクロテストルームを出たあと、ガーデン内の食堂で昼食をとることにした。

　街に出て食べてもいいらしいが、「安さと量ならこっち」と百南に勧められたからだ。

　白を基調とした空間にテーブルが五台。その周りにあるのは四脚の丸まる椅い子すだ。右側の壁は一面ガラス戸になっており、そこから射さし込んでくる光のお陰で明るさは十分だった。

　そんな空間内には、一〇人ほどのプログレスがいた。

　プログレスの育成は世界的なプロジェクトなのに、食費は自己負担。自宅からガーデンまでの往復にかかる交通費も自己負担。これはどういうことなのだろう？　トップクラスのプログレスに資金を集中させているのか？

「なんだか納得いかないな」

　ぶつけどころのない不満をもらしつつ、史し生おは券売機でカツ丼どんの券を購入した。三〇〇円。数秒間、一五〇円と最も安い野菜丼のボタン上で指先をぷるぷるさせたが、やはり初日だから「カツ」にしておいた。

　史生について、百も南なみ、羽う留る、まろんの三人も食堂にやってきた。

　史生が、カウンターでうけとったカツ丼をトレーにのせてテーブルに運ぶと、女の子たちも自然な流れで自分のトレーをもって同じ席に集まってくる。

　史生の左隣に百南、正面に羽留、左斜め前にまろん、という席位置で、ほぼ同時に「いただきます」と食事に箸はしをつけた。

　三人から、プログレスやαドライバーのこと、その相性のこと、バトルのこと、ガーデンでの一日のこと、その他様々なことを教えてもらいながらも、史生は対面に座る羽留とまろんのことが気になって仕方がなかった。

　どうして羽留は、いちばん安い野菜丼を食べているのだろう。

　山盛り炒いため野菜の下に埋もれたご飯を掘り出すのに懸命な様子は、なんだか可愛かわいらしく見えてくるけど……。

　きれいな女の子と山盛り野菜丼の組み合わせは、なんだか奇妙に思えた。やっぱり女の子だから、美容を気にしているのだろうか。

　続いて……。

　どうしてまろんは、サバミソ定食をナイフとフォークで食べているのだろう。

　上品な食器のつかい方は、テーブルマナーがしっかりと身についていることを表している。が、しかし、サバのミソ煮と洋食器は、やはりつり合わない。

　決してマナー違反というわけじゃないけど……。

　百南だけが、周囲に違和感を振りまくことなく、ミニ天ぷら定食を前にしてはむはむと小動物のような感じで口と頬ほおを動かしている。ときどき、とてもうれしそうな視線を史生に投げかけながら。

“〝シオくんといっしょにいられて本当に嬉うれしい！”〟という気持ちをこれでもかと伝えてくる幼おさな馴な染じみと食事を続けながら、史生はゆっくりと気持ちを固めていった。

　百南は、天あ雨めから追い払われるようにして、ガーデンにやってきた。

　天雨の真意を知りたい。彼女自身の口から、百南にひどいことをした理由を聞きたい。

　だから、百南といっしょに青せい蘭らん学園のブルーエデンへいく。

　そう決めた。決めたからには、自分も推薦をもらうため行動しなければならない。

「シンクロテストの結果を見るのが、なんだか怖いな」

　不意に、羽う留るがポソッとつぶやいた。

「あ、あたしも」

　百も南なみも、箸はしをとめた。

　まろんが、心配そうに羽留と百南へそれぞれ目をむけている。

　史し生おは、噛かんでいたモノを呑のみ込んだあと、軽い気持ちで口を開いた。

「オレとの相性が悪くても、αドライバーは他ほかにいっぱいいるだろ？」

「いまのところ、ガーデンにはキミと西にし荻おぎくんしかいない」

　羽留のこたえに、

「たったふたり？」

　史生は、思わず声にした。頭の片隅で、無表情な彼の名前は西荻というのか、とぼんやり考えながら。

「あとふたりいたんだが、ここ一週間で、何者かによって立て続けに襲われた」

「襲われた!?」

　史生は驚きの声をあげた。

「ふ、ふたりとも無傷だって聞いたけど、怖いよね。犯人は捕まってないんでしょ？」

　百南が、怖おず怖おずと言った。

「ガーデンにいたαドライバーはみんな仲がよくなかったからな。最後に残った西荻くんが犯人だなんて言う、口の悪い子もいるが……」

　羽留が、眉まゆ根ねに微かすかなシワをつくった。

　まろんが、ちょんと肩をすくめた。

「ガーデンからの推薦を得ることができたプログレスは、αドライバーをひとりブルーエデンに連れていけるという決まりがあります。プログレスの世界は実力第一主義ですが、αドライバー同士は実力差が表に出づらいため、互いに牽けん制せいしてしまうのでしょう。自分が選ばれたいという気持ちもわかりますが、仲間の足を引っ張ったり、見下したりするのはよくありませんね」

【琴線愛撫アジヤストメント】と名づけられた異能エクシードをもつまろんだから、αドライバー同士のいがみ合う心を見抜いていたのだろう。

　自分も気をつけねば、と史生はタレの染みたご飯を掻かき込みながら思った。

　羽留が、どこか寂しげな視線を手もとに落とした。

「実を言うと、西荻くんや、いま自宅療養しているふたりとの相性は……」

　ほんのわずかに間を置き、重い気持ちを吐き出すように言った。

「最悪だったんだ」

「たった三人じゃないか。たまたま相性が悪かっただけだろ？」

　史し生おの言葉に、羽う留るが力なく顔をあげた。

「過去にも、数人のαドライバーとシンクロテストをしたが、やはり相性最悪だった。みんな、“〝普通”〟でさえなく、そろって“〝最悪”〟なんだぞ？　それに、わたしの異能エクシードは【白璧微瑕ロシアンルーレット】という不名誉な能力名がつけられている。撃った弾がときどき戻ってくるなんて、αドライバーも怖くてわたしとチームを組みたいとは思わないだろ？」

「そんなことないさ」

　史生は、口の中に食べ物を入れたまま、躊躇ためらうことなく言いきった。

　羽留の光弾の威力は、この身で味わった。本当に痛い。本気で撃たれたら、きっと気絶するほど痛いだろう。ブルーミングバトルは、プログレスがうけたダメージすべてをαドライバーが引きうけなければならないから、彼女の能力は正直なところ怖い。

　それでも……。

「真剣な人間とだったら、仲間になりたい。怖いとか、痛いとか、そんなことは問題じゃないとオレは思う。真剣で、本気だったら、オレはその人と仲間になってみたい」

　天あ雨めが、そうだったから。天雨は、コレ！　と思ったことにはいつも真剣にとり組んでいた。手を抜くことなんて、決してなかった。特に、百も南なみを護まもるときは真剣そのものだった。本気で、一途だった。損得勘定も嘘うそもなかった。

　そんな天雨と、羽留はどこか似ているような気がした。

　見ると、対面に座った羽留が目を細めて微笑ほほえんでいた。

「ありがとう」

　ひと言つぶやき、野菜丼どんの残りを食べはじめた。

　百南とまろんも、視線を合わせて微笑んでいる。

　食堂に穏やかな空気が満ちていく。



　午後からの練習は、αドライバーだけで行われた。

　トレーニング室にいるのは、史生と西にし荻おぎ、そして殺た陣ての三人だけ。男ばかり。女の子たちは、視聴覚室で『能力別・戦術講座』をうけているという。

　αドライバーとプログレスは、ともに戦うんじゃなかったのか？　ならば、共同練習を重視したほうがいいんじゃないか？　という疑問を胸に、史生は西荻とふたりで課せられたメニューを黙々とこなした。

　青せい蘭らん学園のブルーエデンへいくために、αドライバーとしての能力をもっともっと磨きたいと思っている。百南といっしょにいくと決めた。天雨に会って百南との件を問い質ただす、という目的を果たすために。そして、自分自身が、世界中から注目されている青蘭島で活躍するために。

　だから、どんなにつらいトレーニングでも絶対に逃げないと気持ちを固めている。それでも、やっぱり気を許せる仲間とともに汗を流したい、という思いを捨てきれない。

　食事だって、“〝なに”〟を食べるとかよりも“〝だれ”〟と食べるのかが大切だと思うから。



　延々と続くかに思われた孤独なトレーニングが終了したところで放課後を迎えたため、史し生おはシャワーを浴びて着替えたあと女の子たちと合流した。が、シンクロテストの結果を見るまでは帰れない。

　ということで、

「もうすぐ結果が出るはずだ。それまで食堂で時間を潰つぶそう」

　羽う留るについて、食堂に入った。

　昼と同じテーブル、そして同じ席位置に座って顔をむけ合う。

「どんな結果になるか………ドキドキするな」

「そ、そうだね。あたしとシオくんの相性、悪くないと思うけど……」

　テーブルを挟んで斜めむかいに座っている羽留と百も南なみが、少しばかり緊張した面持ちで言葉を交わした。

「たとえどのような結果が出たとしても、シオとの関係が変わることはありませんから大丈夫ですよ」

　まろんがひとりだけ、ゆったりと微笑ほほえんでいる。

　史生は、ケータイで時間を確認した。あと三〇分もしないうちに女の子たちとの相性がわかる。ということは、彼女たちにとっての「小こ鳥とり居い史生というαドライバー」の価値も判明するということだ。そう考えると、ちょっと緊張する。

「あ、そういえばシオくん、泊まるところ決めてる？」

　百南が、隣から史生の顔を覗のぞき込んできた。

　ケータイをポケットに押し込みながら、史生は「は？」と息をもらした。

「泊まるところ？」

　羽留が、テーブルに片かた肘ひじをのせた。

「小鳥居くん、キミはもしかして、電車で帰るつもりなのか？」

「そのつもりだけど……」

「あ、あのね。あたしたちは、すぐそこのウィークリーマンションに泊まってるんだけど、シオくんはお家に帰るの？　かなり遠いのに……あしたもガーデンでしょ？　通うの大変じゃない？」

「百南、ウィークリーマンションに泊まってんの？　ガーデンに通うために？」

「う、うん。訓練に集中するために、ママがそうしろって。パパを説得してくれて……」

「百南んち、娘のこと大切に考えてるよな」

「シオくんも、マンションに泊まったら？　宿泊費とか、かかっちゃうけど」

　百も南なみが、史し生おの腕をそっとつかんでくる。質問のかたちをとってはいるものの、“〝ぜひ泊まってほしい”〟と思っていることは明らかだ。

　羽う留るも口を開く。

「キミの家の経済状況にもよるだろうが、百南と同じ町なら、往復に四時間ほどかかるはずだ。それだけで気力と体力が磨すり減ってしまうんじゃないか？」

「練習に集中できないかもしれませんよ？」

　まろんが、言葉を添える。

「そうだな」

　両親に頼んでみるか。と考えはじめた史生の斜めむかいに座ったまろんが、テーブルに両肘ひじをのせ、組み合わせた両手に細い顎あごをのせた。大きな胸もテーブル上にのっている。

「まろんのお部屋にいらっしゃいますか？」

「ま、まろんちゃん!?」

　百南のツインテールが、ぴょこっと跳ねた。

「今夜はとりあえず、まろんのお部屋で一泊しましょう」

　まろんの誘いはとまらない。彼女の微笑ほほえみからこぼれ落ちる色気もとまらない。

「まろんちゃん、ちょ、ちょっと待って。シオくんを泊めるの？　そ、それなら、あたしの部屋のほうが、ほら、あたしとシオくん、赤ちゃんの頃ころから、お互いを知ってるから、ほとんど兄妹きようだいで……だから、まろんちゃんの部屋に泊めるなんて、ダメだよぉ」

　百南が、史生の腕をつかんだ手に力を込めてくる。

　羽留が、隣に座るまろんに呆あきれたような目をむけたあと、再び史生に顔をむけた。

「昼にも言ったが、ここ数日、ガーデンのαドライバーが連続してふたり襲われている。用心しておいたほうがいいぞ」

「そ、そうだよ。心配だから、今夜はあたしの部屋に泊まって……」

「うふふ、まろんとリンクしましょう」

「リ、リンクって……ま、まろんちゃん、ダメだからね！」

　まろんと百南のやりとりに、羽留が素早く入ってきた。

「明後日は月例試験だ。だから、せめてその日まで泊まったらどうだ？」

「月例試験？」

　聞いてない……。殺た陣ては、本当になにも教える気がないらしい。

「試験って、オレ、なんの勉強も……」

「パーペーテストなんかしないぞ。やるのはバトルだ」

「バトルか。……念のために訊きいとくけど、“〝パーペーテスト”〟って、“〝ペーパーテスト”〟のことだよね？」

　史生は、羽留に笑いかけた。

「ぁ、そ、それは、ワワ、ワザと言ったに決まってるだろう。ちょ、ちょっとふざけてみただけだ」

　彼女が頬ほおを紅あかくしながら、下唇をわずかに突き出した。

　バトル。

　史し生おは、胸の奥がじんわりと熱くなっていくのを感じた。

　αドライバーとして、自分はどこまでやれるのだろう。

　考えただけで、ドキドキしてくる。

「あのね」と百も南なみが、史生の腕を自分のほうに引き寄せた。

「シオくんは、たぶん、バトルに参加しなくてもいいと思うよ」

「え？　αドライバーは必要ないってこと？」

「だって、ガーデンにはブルーミングバトルの設備がないもの」

「ないの？　それは……ちょっと残念。ブルーミングバトル、やってみたかったな……テレビで観みるバトル、カッコいいもんな」

　視線を落とした史生の注意を惹ひくように、羽う留るがポンとテーブルを叩たたいた。

「映像配信されている試合はトップクラス同士のチーム戦だから、戦術やプログレスたちの動きも洗練されている。カッコいいのは当然だな。だが、明後日の試験はαドライバー抜きで行われる、一対一の直接ダメージバトルだ。見み応ごたえはブルーミングバトルの足もとにも及ばない。なによりも、プログレスが直接ダメージをうけるから、生々しいしな」

　コホン、と咳せき払ばらいをしたあと、彼女が言葉を続けた。

「ガーデンにきて日が浅いまろんと百南には、すでに伝えた内容だが……きょうが初めての小こ鳥とり居いくんがいるから、もう一度だけ月例試験のことを説明しよう。

　ガーデンでは月に一度、プログレス同士の直接バトルがトーナメント方式で行われている。先ほども言ったようにαドライバーは不参加だ。見学してもらうしかない。

　バトルは、近接型、遠距離型、補助型の三つにわけられていて、プログレスたちは自分の異能エクシードタイプに合った枠で出場登録をしなければならない」

　羽留が、自らの胸に手を当てた。

「ちなみに、わたしは明後日で六回目の挑戦となるが、いつも遠距離枠に登録している。異能エクシード検査の際、遠距離型と定められたからな。ただし、どの型にもなれる汎はん用よう性せいの高い異能エクシードの持ち主は、自分で登録枠を決めていいことになっている。

　例えば、百南の【万有引斥力コネクシヨン】がいい例だな。三つの枠、どれでもオーケーだ。

　まろんの【琴線愛撫アジヤストメント】は、補助型で決まりだな。チーム戦では後衛むきだ。しかし、試験は一対一のバトルだから、だれかを補助する必要はない」

　しゃべりながら、百南とまろんへそれぞれ目をむける。

「異能エクシードをぶつけ合う近接枠や遠距離枠と違って、補助枠の試合は、対戦するプログレスたちのタイプを見て、その都度バトル形式を決められるんだ。にらみ合い勝負だったり、器具をつかっての異能エクシード放出勝負だったり、いろいろだな。

　様々な異能エクシードをもったプログレスがいるから、勝敗のつけ方も多種多様だが……細かい説明は抜きにして……とにかくトーナメントを勝ち進み、三つの枠でそれぞれ最後まで残った者が優勝者となる」

「各枠でひとりずつってことは、優勝者が三人出るってことか」

　史し生おの言葉に、羽う留るがうなずいた。

「その通り。そして、その三人が本校いきの権利を得るんだ。推薦をもらう、ということだな。しかし、全員がもらえるわけじゃない。ひどいときは、ひとりも推薦してもらえないことだってある」

「優勝したのに？　どうして？」

　史生は、思わずたずねた。懸命にトーナメントを勝ち進み、せっかく優勝したのに、その対価がなにも得られないなんて……。

　羽留が、テーブルの上に視線を落とした。

「異能エクシードの強さだけでなく、人格や日ひ頃ごろの生活態度なども、推薦者を決める際に考慮されるらしい。だから、バトルが強いだけではダメなんだ」

「微妙に納得できないけど……」

「納得ができなくても、文句は言えない。嫌なら、普通に青せい蘭らん学園へ入学すればいいと言われるだけだ」

「ブルーエデンのネクストクラスにいくためには、ガーデンを納得させる力をもつしかないってわけか」

「そういうことだ」

　羽留が、どこか寂しげに俯うつむいた。

　そんな彼女にむかって、史生は人差し指を立てた。

「もうひとつ質問いいかな？」

「なんだ？」

　寂しげだった羽留の瞳ひとみが、すぐに力をとり戻す。

「αドライバーの評価って、どうやってつけられるの？」

　史生としては気になることだ。

「生活態度や訓練に対する姿勢、とかじゃないか？　いままで気にしたことがなかったから……申し訳ないが、よくわからないな」

　羽留が、ちょこんと可愛かわいらしく首を傾かしげた。短めのポニーテールが、ぷらぷらと左右に揺れる。

「よくわからない、か……」

　手探りで進むのは正直不安だが、だからといって進むのをやめるわけにはいかない。

　百も南なみといっしょに青せい蘭らん学園へ！　そう決めたのだから。

「とにかく、明後日は月例試験だ。だから、小こ鳥とり居いくん、交通費や体力を無駄につかわず、泊まっていけ」

　羽う留るが、話を大きく引き戻した。

　百南が、史し生おの腕をむぎゅ～っとつかんでくる。

　まろんが、にっこりと微笑ほほえんでいる。

　こんな雰囲気の中で、「嫌だ」とは言いづらい。それどころか、バトルの話を聞いているうちにだんだん気持ちが熱くなり、こちらからお願いしてでも泊まらせてもらいたいという方向に心が動いていた。

　史生はテーブルに両手をつき、頭を下げた。

「それじゃ、お言葉に甘えさせてもらいます」

　百南が、パッと笑顔を咲かせた。

　ほぼ同時に、羽留がポンと両手でテーブルを叩たたいた。

「そろそろだな」

　どこか緊張した面持ちで、百南へ、そして史生へ視線をむけてくる。

　史生と百南。

　史生と羽留。

「ど、どんな検査結果が、出てるのかな……」

　百南のつるんとした頬ほおから、先ほどの笑みは完全に消え失うせていた。



　時間になり、史生たちはシンクロテストルームにむかった。

「こ、これはっ！」

　結果が記されたＢ５サイズの紙を手にした羽留が、悲鳴ともとれる声をもらした。

　一方、百南のほうは微妙な表情で紙面を覗のぞき込んでいる。

　史生は羽留と百南の間に立ち、彼女たちの後ろから交互に結果表を覗き込んだ。



〔紫し雲うん寺じ羽留〕　レベル２

　攻撃力５０００

　機動力５０００

　防御力１０００

　常備能力　白璧微瑕ロシアンルーレット



〔小鳥居史生〕との相性

　リンク成功率１００％

　リンク後レベル　５

　攻撃力１００００

　特殊技〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉発動時　攻撃力３５０００

　機動力１３０００

　防御力５０００

　特殊技〈光こう鎧がい〉発動時　防御力２５０００

　リンクゲージ上昇条件　攻撃回避

　特殊技　超弩級弾・豪雨光弾・光鎧



〔稲いな森もり百南〕　レベル２

　攻撃力５０００

　機動力１０００

　防御力８０００

　常備能力　万有引斥力コネクシヨン



〔小鳥居史生〕との相性

　リンク成功率60％

　リンク後レベル　３

　攻撃力７５００

　機動力１５００

　防御力１２０００

　潜在力００００００

　リンクゲージ上昇条件　時間経過

　特殊技　万有引力・万有斥せき力りよく





「リ、リ、リンク成功率、ひゃ、１００％？　レベル、５なんて、さ、最高ランクじゃないか……こ、これは、本当なのか？」

　羽う留るが、震える声をもらす。結果表をもった手も震えている。

　そんな彼女の横で、百も南なみが「この特殊技って……もともとあった能力をふたつにわけただけなんじゃ……潜在力？　なんだろこれ？」とぶつぶつもらしている。

「まあ！　ウルのこれ、驚嘆に値する結果ですね！　攻撃力の最大値３５０００なんて、一撃で相手を倒せる数値ではありませんか？」

　羽留が手にした結果表を覗のぞき込んだまろんが、驚きそのままに声を大きくした。

　百南が、なんだか悲しそうに唇を引き結んでいる。

　百南の様子を気にしつつ、史し生おは幼おさな馴な染じみの肩越しに手を伸ばし、“〝リンクゲージ上昇条件”〟という文字を指差した。

「これ、どういう意味？」

「あ、これはね。ブルーミングバトルをやればすぐにわかると思うけど……いろんな条件によってゲージが上昇してね、あたしの場合は、時間の経過が必要で、え～っと、羽留ちゃんの場合だったら相手の攻撃をかわせばゲージがあがっていくの」

「なるほど。プログレスによって、ゲージの上昇条件が違うってことか。だったら、戦術もそれを意識したものになるってことだろ？」

「うん。プログレスとαドライバーでいろいろ話し合ったり、何回もブルーミングバトルをして、お互いに慣れていくしかないんだけど、この“〝リンクゲージ”〟がいっぱいになったらαドライバーからプログレスにリンクを求めることができるようになるの」

「そのあと、特殊技をつかって相手を攻撃するってわけか」

　と言う史生に、百南がググッと顔を近づけてきた。なんだか怒っているような、見ようによっては拗すねているような、そんな表情だ。

「でもね、リンクが必ず成功するとは限らないんだよ……………シオくんは、羽う留るちゃん相手だったら１００％成功するみたいだけど……」

「百も南なみも60％あるじゃないか」

「これ、普通の数値だもん」

「普通って、大切だと思うけどな」

「シオくんって、赤ちゃんの頃ころからあたしとつき合いがあるのに……きょう初めて会った羽留ちゃんとのリンク成功率がずっと高いだなんて……」

　百南が、なんだか非難めいた視線をジ──ッと史し生おに突き刺してくる。

「こ、こっちはどういう意味かな？」

　話題を変えようと、史生は慌てて“〝潜在力００００００”〟という一行へ指先を動かした。

「“〝潜在力”〟？　初めて見る項目だな」

「まろんも、見るのは初めてです」

　羽留とまろんも、百南がもつ結果表を覗のぞき込んでくる。

　百南が、“〝考え中”〟とでもいいたげに引き結んだ唇の奥で「む」と唸うなったあと、

「ゼロばっかりだね」

　ボソッともらした。本人にもわからないらしい。

　羽留が、ほっそりとした顎あごに拳こぶしをくっつけた。

「組んだαドライバーによって、特殊技の種類や数が変化するのは当たり前だが……」

「モナミには、きっと潜在的な能力があるんですよ」

　百南の背に手を当てながら、まろんが文字面まんまの意見を口にする。

「でも、ゼロはどんなにたくさんあってもゼロだよ。ということは、潜在能力ゼロってことだよ？」

　百南が、肩を落とした。

　史生は、百南の肩に手をのせた。

「考えてもこたえが出ないなら、放っておけば？」

「放っておけない性格だって、知ってるでしょ？」

「もちろん知ってる。でも、すぐへこむクセに、いつも前むきな性格だってことも知ってるからさ。百南は、百南のままやればいいじゃないか」

「もう、ほんとにシオくんったら……」

　ブルーエデンに戻るんだろ？　と史生は目だけで幼おさな馴な染じみに伝えた。

　百南が笑顔をとり戻すのに、ものの数秒もかからなかった。








三章　メタモルフォーゼ



　入口が裏道に面したマンションは、七階建てだった。入口横に車二台分の駐車スペースが設けられている。その奥にパラソルつきの丸テーブルがあった。

　史し生おたちは、そのテーブルを占拠して、互いに顔をむけ合った。

　史生の左に百も南なみ。正面に羽う留る。右にまろんという席位置だ。

　今夜はだれの部屋に泊めてもらえるのか、という問題の前に、

「オレ、着替えとかもってきてないけど……」

　気になっていたことを口にした。

「着替えなら、部屋に予備の寝間着や浴衣が置いてあるから、それをつかわせてもらえばいいよ。ガーデンでジャージを借りられることは、もう知ってるよね」

　テーブルにちょこんと両手をのせた百南が、目を細めながら、瞬く間に史生の「着替えナシ問題」を解決してくれた。

　でも、下着は……、という史生の内心を見透かしたかのように、まろんが色気だだもれな流し目で、

「まろんの予備でよろしければ、下着もありますよ？」

「オレは変態か！」

　ツッコミが、反射的に口から飛び出してくる。

「うふふ、最高級の素材をつかっていますので、まるで天馬ペガサスの羽毛みたいに超軽量です」

「天馬ペガサスって見たことないけど……」

「あ～、う～、天馬ペガサス、見たことないんですね。そうですか、でしたら、鶏チキンの羽毛みたいに、と訂正させてください」

　どこかヌけているまろんの喩たとえに、百南と羽留が苦笑いを浮かべている。

「天馬ペガサスでも鶏チキンでも、とにかく女物の下着ははきません」

「まろんは、いまはいてますよ？」

　まろんが、スカートの裾すそをチラッとめくりあげた。病的なまでに白いふとももが、史生の目に飛び込んでくる。

「まぁ、見るだけなら……」

　わずかに右へからだを傾けた途端、左サイドから百南に、真正面から羽留にジロリとにらまれた。

　史生は、サッとテーブル上に視線を戻した。表情を引きしめ、背筋を伸ばす。

　不意に、

「もう新人くんと仲よくなったの？」「早い者勝ちってワケじゃ、ないよね？」「素早いなぁ」「わたしたちも仲間に入れてよ」「初日の感想、聞かせてぇ」

　そんな声が聞こえてきた。

　通りのほうから、ガーデンの制服を着た女の子が五人ほど、史し生おたちのテーブルに近づいてくる。

　それはいきなりだった。

　女の子たち全員が急に立ちどまり、あからさまに目もとや頬ほおを強こわ張ばらせ、視線を逃がし、卑屈な笑みをうかべた。理由はさっぱりわからない。

「えっと、あ～、あの、お邪魔、だよね？」「ほんと、ごご、ごめんっ」「またあした、ね」「………すみませんでした」「ハイ、自分の馴なれ馴なれしさにはウンザリです」

　女の子たち全員が、まるでタイミングを合わせたかのようにからだのむきを変え、そのままマンションの中へ入っていく。

　彼女たちも、このウィークリーマンションに滞在しているのだろう。でも、なにがどうなってる？

　ここで史生は、百も南なみと羽う留るの視線に気づいた。ふたりが、まろんを軽くにらんでいる。

　彼女は、対する者の感情を操る能力者だ。その能力名は【琴線愛撫アジヤストメント】。

　まろんが、まるで花が咲くように微笑ほほえんだ。

「うふふ、騒々しいのは、あまり好きではありません」

　羽留が、左の眉まゆをこれ見よがしにあげた。

「だから、彼女たちの感情を操作したのか？　授業以外での能力使用は規則違反だぞ」

「うふふふふ、証拠はありません」

「疑わしきは抜糸せず、ということだな。ま、わたしも騒がしいのは好きじゃないから、これ以上文句を言うつもりはない」

「抜糸？」

　史生は思わず、“〝疑わしきは罰せず、じゃなかったでしょうか？”〟という目を羽留にむけた。

　羽留が、「あ」と口もとに手をやり、頬をわずかに紅あかくした。

「……とと、“〝抜糸せず”〟ではなく、“〝罰す”〟だったな。ハハ、ちょ、ちょっと言い間違えただけだ」

「罰しちゃダメじゃん！」

　史生は、容赦なくツッコミを入れてやった。

「あぅ」と羽留が顔を紅くして身を縮めた。

　間を置くことなく、百南がやんわりと会話を引き戻した。

「まろんちゃん、あんまりやっちゃダメだよ？　人を怖がらせるのは、よくないと思う」

「恐怖を煽あおるようなマネはしていません。遠慮する心を、少々ふくらませただけです」

「無理に遠慮させるのも……」

　百も南なみが、視線を落とした。

　羽う留るが、横目にまろんを見る。その視線に非難の色はカケラもない。

「無理に感情をいじくるのは、確かにいいことではないな。それでも、いまこの席に彼女たちが加わっていたら、わたしたちと小こ鳥とり居いくんの時間は、確実に削られていたはずだ」

「うふふ。ウルの言う通りです。まろんは、シオを独り占めするために泣く泣く力をつかいました」

　史し生おは、百南と目を合わせ、ほとんど同時に笑みをもらした。まろんのゆったりとしたしゃべりを聞いていると、なんだか楽しい気分になってくる。

　まろんが、ピンク色の唇を笑みのかたちにしている。

　羽留も微笑ほほえんでいるが、すぐに自分の頬ほおをピシャッと叩たたき、

「ま・ろ・ん。もしかして、わたしたちの感情もふくらませているのか？」

　目を細めた。

「うふふ、申し訳ありません。楽しいことは、いいことですから」

「そんなサービスはしなくていい。わたしは、そのときどきの感情を大切にしたいと思ってる。それから、キミとは対等の友人でありたいと考えているから、感情に手を出すのはやめてくれ。もちろん、バトルのときは別だがな」

　羽留の真剣な顔を見ながら、百南が「あ、あたしも」と右手をあげた。

　途端、背筋を伸ばしたまろんが、右みぎ拳こぶしを左胸にむにゅっと押しつけて目を伏せた。

「わかりました。それでは、ここに誓いましょう。もう二度と、友と認めたあなた方の感情には手を出しません」

　そして目をあげ、ニッコリした。

　史生は、“〝よかったな”〟という気持ちを込めて幼おさな馴な染じみに笑いかけた。が、

「ですが、シオを独り占めにするという企たくらみは放棄しませんよ」

　悪意などまるで感じられないまろんの笑みに、せっかく和んだ場の空気が、ギシギシと軋きしんだ……、ような気がした。

　百南が、どういうわけか史生に怒ったような目をむけてくる。ジ──っと。

　その一方で、羽留がテーブルをぴしゃんと叩く。

「まろんが独り占めするのは、よくないな。小鳥居くんは、わたしたちプログレスにとっては必要不可欠なαドライバーだ」

　百南が、「あ、あたしも、そう思う！」と大おお袈げ裟さなほど大きくうなずいた。

　羽留が、ほんのりと頬を紅あかくしながら言葉を継ぐ。

「わ、わたしにとっては、特に……いや、最も大切なαドライバーだ」

「も、最もって……シオくんは、あ、あたしの……」

　百南が、微かすかな反論を手もとにぽろぽろと落とす。そしてまた、微かな怒りを含んだ視線を史し生おに投げつけてくる。ジ──ッと。

　羽う留るの視線が、ニコニコと微笑ほほえんでいるまろんから、百も南なみにツ──ッと移動した。

「たとえ幼おさな馴な染じみでも、独占はよくないぞ？　さらに言わせてもらえば、彼をマンションに泊めることには大賛成だが、男女同部屋になるのは考えものだと思うな」

　史生は、思わず口を開いた。

「オレと百南は、家族みたいなもんだから。いっしょに風ふ呂ろも入ってたし」

「ふ、風呂!?」

　羽留が、目を大きく見開いた。

「まあ！　おふたりは、そのような間柄だったのですか!?」

　まろんが、なんだか嬉うれしそうに青い目を細めた。

「お、お風呂に入ってたっていっても、ご、五歳くらいまでだよ！」

　百南が、平たい胸の前で小さな手をひろげた。すぐに、頬ほおを真っ赤にしたまま恨めしげな視線を史生に投げてくる。

「こうして目を閉じると、いまもお前の全裸が……」

　史生は、調子にのって目を閉じた。

　まぶたの裏に、百南の一糸まとわぬ姿が……、天あ雨めもいて……、むぎゅ。

　だれかに頬をつねられた。

　目を開けると、テーブルのむかい側から身をのり出していた羽留と視線がぶつかった。彼女が、史生の頬をつねっている。

「小こ鳥とり居いくん、デリバリーという言葉を知っているか？」

「ふぁい？」

　配達デリバリー？

「たとえ幼少の頃ころの出来事とはいえ、わたしの友人を辱めるような話題はさけてくれ」

　この場合、デリバリーではなく……、

「デリカシーだろ！」

　頬をつねられたまま、史生は迷わずツッコミを入れてやった。

「こ、細かいことを言うな！」

　羽留が、細い指にぎゅ～っと力を込めてくる。が、すぐに「あっ!?」と胸もとに手を引いた。

「ん？」

　史生は、彼女の行動の意味がわからず眉まゆ根ねを寄せた。

　羽留がまたすぐに、

「ちょっと失礼」

　史生の頭を、ガッとつかんでくる。

「な、なんだ!?」

「ダイレクト・リンク」

　羽う留るが、唇をほとんど動かさずにつぶやいた。

　間を置くことなく、頭皮からス───ッとなにかが吸い出されていく感覚があった。

「羽留、ちゃん？」

「うふふ、ようやく気がついたようですね」

　状況が呑のみ込めないといった表情の百も南なみに対し、まろんのほうは羽留の行動の意味をわかっているらしく、艶あでやかな笑みを浮かべている。

　そんなふたりへそれぞれ視線をむけたあと、史し生おはあらためて正面の羽留を見た。

　切れ長の瞳ひとみが、小刻みに震えていた。放っておくと、このまま泣き出してしまいそうな表情である。

　彼女が再び椅い子すに腰を下ろしたあと、事情を説明してくれた。

「駐車場でダイレクト・リンクしたときは、確か小こ鳥とり居いくんのシャツの上からだったな。しかも、ほんの三秒ほどだった。だから、リンクが失敗したんだと思う。シンクロテストの結果にも出てたように、わたしとキミの相性は最高だ！」

「さ、最高って、ダイレクト・リンクすれば、だれだって成功率１００％だよ」

　百南が、すかさず横から口を出す。

　すぐに、まろんも口を開いた。

「まろんは、【琴線愛撫アジヤストメント】の応用技で普通のダイレクト・リンクより何倍も早くαドライバーの力を吸いとることができます。ですから、服の上からでも大丈夫でした。うふふ、よ～く考えてみてください。何倍も早く、しかもかなり長い間パワーを吸い続けられていたのに、シオはずっと平気な顔をしていました。普通のαドライバーなら、すぐにでも失神してしまうはずなのに」

　羽留が、その通り！　とばかりに大きくうなずいた。

　百南ひとりが、驚きと怯えと喜びがごちゃまぜになったかのような表情で、史生の顔を見ている。

「小鳥居くん」羽留も、まっすぐに史生を見つめてくる。

「キミはαドライバーとして、驚くほど強大な力をもっている。それこそ大海に喩たとえてもいいほどに、な」

「大海、ですか。たしかにウルの仰おつしやる通り、シオのパワーは海の女神を連想してしまうほどの力強さをもっています」

　まろんが、そんな言葉をつけ加えた。

「オレが？」

　強大な力をもっているとか、海の女神などと言われても、サッパリ実感が湧わかない。バトル経験皆無のド新人αドライバーなのだから。

　羽う留るが、テーブルに身をのり出してきた。

「本校でもガーデンでも、実力を認められたαドライバーにはふたつ名がつけられるってことは、みんな知ってるな？」

「うふふ、シオにふたつ名をお贈りしますか？」

　まろんが、すぐさま反応する。

　百も南なみだけが、どういうわけか視線を落としている。

　史し生おは、幼おさな馴な染じみに顔を近づけた。

「百南、どうした？」

「うぁっ!?　ど、どうもしてないよ！　シ、シオくんと羽留ちゃんの相性が最高だってこと、き、気にしてないから……」

「気にしてるだろ？」

「き、気にしてないんだから！」

　百南の顔が、みるみるうちに赤く染まっていく。

　羽留が、心配げに百南を見つめている。

　まろんが、色っぽい瞳ひとみに笑みを浮かべたまま百南に言った。

「バトルには、相性の他ほかにも大切なものがたくさんありますよ？　信頼とか経験とか。それから、戦術とかタイミングなども。うふふ、まろんが最も大切だと思ってるものは、愛ですが」

「あ、愛!?」

　百南のツインテールが、ぴょんと跳ねた。すぐさま、チラッと史生に目をむけてくる。顔だけでなく、首筋も赤くなっている。

「モナミが大切だと思っているものは、なんですか？」

　まろんの問いに、百南が口をパクパクさせたあと、ポソリとつぶやいた。

「あ、あたしも……愛、だと思う」

　額も頬ほおも耳も首筋もまんべんなく真っ赤になった百南にむかって、まろんが満足そうにうなずいた。



　史生と三人の女の子たちの会話は続いた。

　ウィークリーマンション入口横の丸テーブルを離れ、とりあえずということで百南が借りている部屋、三○五号室へ移動したあとも、交わす言葉は尽きなかった。



　史生は、マンションの一室に足を踏み入れた。

　ドアから入って左側に、ユニットバス。奥の窓際に一四インチの液晶テレビ。その横に小型冷蔵庫。部屋の中のほとんどをベッドが占めている、といった内装である。決してひろいとは言えない空間だが、清潔感の漂う部屋だった。

　百も南なみは、奥ゆきがほとんどないカウンターの下から椅い子すを引き出し、そこに腰を下ろした。羽う留るとまろんは、ベッドに座る。

　史し生おは、ベッドと壁の隙すき間まに置かれていた安っぽい折りたたみ椅子を引っ張り出し、それに腰を落ち着けた。手を伸ばせば、この場の全員に触れることができるほど小さな輪をつくり、四人でむかい合う。

　みんなが腰を落ち着けて間もなく、スプリングの弾力を確かめるかのように、羽留がベッドに腰を下ろしたままぽよんぽよんと跳ね始めた。彼女の短いポニーテールも、ぽよんぽよんと跳ねている。

「？」

　なにをしているの？　と史生が思った直後、上下運動のついでに、といった動作でぽよんと跳ねた羽留がサッと手を伸ばし、いきなり史生の右手をつかんできた。

「へ、部屋に移動したから、ひ、人目もないし、よかったら、もう一度、ダイレクト・リンクを……」

「よかったら、って、もう握って……」

　右手を引っ込めることもできないまま、史生はからだを強こわ張ばらせることしかできない。

「まろんもお願いします！」

　まろんも、素早く手を伸ばしてきた。

　彼女の細く長い五指が、史生の右手首をガッと鷲わしづかみにする。

　女の子たちの熱が、てのひらを通して史生の右手にやんわりと染み込んでくる。

「なっ!?　まろん、ダイレクト・リンクを頼んだのは、わたしが先だぞ！」

　ベッドから腰を浮かした羽留が、譲らないからな！　とばかりに史生の手を強く握りしめてきた。

「も、もう、ダイレクト・リンクはダメだよぉ。い、違反だよ？　バトルや授業以外で異能エクシードをつかったり、リンクをするのは禁止だって、青せい蘭らん学園の校則で決まってるんだよ？　だ、だから、シオくんの手、放してぇ」

　か細い悲鳴をあげながら、百南も手を伸ばしてきた。そして、「ダメぇ～」と言いながらも史生の親指をぎゅっと握る。

　右手からス──ッとなにかが抜けていく感覚があるが、それだけだ。痛みや苦しさは感じない。

　まろんが、「ぁ、や、んん～」と色っぽい息を吐き出しながら、焦点の定まらない視線を宙に漂わせている。

　羽留は、みんなの右手が集まっている空間を凝視したまま動かない。

　百も南なみは、眉まゆ根ねをぎゅっと寄せ、まぶたをきつく閉じ、下唇を噛かみしめている。彼女の小さく細いからだが震えているのが、ちょっと心配だ。

　一〇秒ほどして、

「シオって、うふふ、絶倫なんですね。もらいすぎたら、まろんのほうが失神してしまいます」

　まろんが、名残惜しそうに手を放した。

「きょうまで、あきらめないでよかった」

　羽う留るが、放した手で目もとをぬぐった。どういうわけか、涙ぐんでいる。

　ぎゅ～っと目を閉じたままの百南は、いつまで経たっても史し生おの親指を放そうとしない。だから、

「おい、百南？」

　ポン、と幼おさな馴な染じみの薄い肩を叩たたいた。

　途端、パチッと目を開けた百南が、「ぅあっ」と声をもらしながら、ようやく親指を解放してくれた。

「き、規則違反は、もうこれでお終しまい！　あ、あとでまた……じゃなくて、シオくん、今夜はこの部屋に泊まるんでしょ？」

　頬ほおを紅あかくした百南が、いきなり“〝今夜”〟の話題を振ってきた。

「ん～、まあ、そうだな」

　百南、羽留、まろんの三人の中で、だれの部屋に泊まるのかとたずねられたら、こたえは考えるまでもない。

「繰り返しになるが、よくないと思うぞ」

　羽留が、自分の両りよう膝ひざをつかむようにして身をのり出してきた。続いて、

「まろんも、よくないと思います」

　まろんも同意を示す。

　百南が、羽留とまろんにむかって身構えるような目をむける。

　自分が、思わずベッドから腰を浮かしてしまったことに気恥ずかしさを感じたのだろう。コホンと咳せき払ばらいをしたあと、羽留が掛け布団の上に再び腰を下ろした。

「たとえ幼馴染みとはいえ、小こ鳥とり居いくんと百南は男と女だ。それなりに節度を保つべきだとわたしは思うな」

「まろんもそう思います」

「い、言ったでしょ。あ、あたしとシオくんは、兄妹きようだいみたいな……」

「しつこいようだが、小鳥居くんはハイレベルなαドライバーだ。ひとりのプログレスが独占していいような存在じゃない」

「まろんは、独占したいと思っています」

「ちょ、待ってくれ、オレは……」

　史し生おは、女の子たちに目をむけた。が、声を通さない不可視の壁ができあがってしまっているかのように、三人ともこちらに顔をむけてくれない。

「で、でも、シオくんは、αドライバーである前に、あ、あたしの、大事な……」

「明後日に行われる月例試験に備え、あすは自主練習日となっていることは、百も南なみも承知しているはずだ。だから、今夜は小こ鳥とり居いくんとしっかりとした人間関係を築き、あすの練習日を実りあるものにしたい、とわたしは考えている」

「今夜は、みんなで雑魚寝をすればいいのでは、とまろんは考えています」

「み、みんな、シオくんといっしょに……ってこと？」

「具体的に言えば、わたしたち三人が、まあ、少々狭苦しい思いをするが……同じベッドで寝て、小鳥居くんにはソファか、あるいは床で寝てもらう。もちろん、わたしたちがソファか床で寝て、小鳥居くんにベッドで寝てもらってもいい。とにかく、抜け駆けはナシ、ということだな」

「四人でベッドをつかう、という方法もありますよ」

「で、でも、あたしは、シオくんと、ふ、ふたりきりで……」

　羽う留るとまろんからぐいぐい押され、百南がたじたじになっている。

「お、おい、オレの意見は聞いてもらえないのか？」

　史生の抗議は、女の子たちに届かない。

　その後、女の子たちの会話は史生の予想もしなかった方向へ進んでいき……。



「では、じゃんけんで決めよう」

「じゃんけん、まろん知ってます」

「あ、あたし、グー出すからね？」

　史生は、半ばあきらめの気持ちを抱いたまま、女の子たちの会話を聞いた。

　いままさに、女の子たちが史生とふたりきりになる時間をとり決めるためのジャンケンが行われようとしている。

　今夜、どの部屋に泊めてもらえるのか、という件は史生を抜きにして決まった。

　女の子たちは百南の部屋のベッドで寝る。史生は床寝。確定。

　理由は、ベッドが女の子三人でいっぱいになること。史生ひとりで別室に寝てもらうという意見を百南が出したものの、「名案です。夜よ這ばいは文化ですから」というまろんの妖あやしい笑みによって、羽留が即座に却下した。

「いくぞ」

　羽留が、必殺の正せい拳けん突きでも繰り出そうとしているかのように、真剣な表情のまま右みぎ拳こぶしを脇わきに引き寄せた。

「いざ」

　まろんが、なんの溜ためもなく、あからさまなフライングでパーを出した。途端、

「あ、あたしは、グ、グーを……」

　百も南なみが、狼狽うろたえはじめた。

「じゃんけん、ぽん！」

　羽う留るのかけ声に合わせ、女の子たちが右手を繰り出した。

　羽留は、空気を切り裂かんばかりの勢いでチョキ。

　まろんは、微動だにせずパーのまま。

　百南は、微妙に遅出し気味で……、チョキ。

「よし！」と羽留がガッツポーズ。

「あれ？　モナミはグーを出すと仰おつしやっていませんでしたか？」

　責めるふうでもなく、不思議そうに首を傾げているまろんに、

「あ、ご、ごめんなさい」

　百南が、素直に頭を下げた。だが、大きな瞳ひとみからは嬉うれしさがこぼれ落ちている。

「あ、なるほど。駆け引きだったというわけですね。じゃんけんの本番前から、すでに勝負ははじまっていたということですか」

　大きな胸の前でポンと手を打ち合わせ、ひとり納得したようにうなずいているまろんを横に、羽う留ると百も南なみが視線をぶつけ合う。















「わたしは、絶対に“〝史し生お独占タイム”〟の一番手をもらうぞ」

「あ、あたしだって、絶対にシメの役は譲らないんだから」

「「え？」」

　羽留と百南の表情から、同時に力みが消えた。

　羽留が、自分の胸に手を押し当てた。

「わたしは、いちばん最初がいいんだが……」

　百南が、顔の前で両手を組み合わせた。

「あ、あたしは、いちばん最後が……」

　羽留と百南が、“〝決まったよ！”〟といった晴れやかな顔をそれぞれ史生にむけてくる。

　こうして、あすの「史生独占タイム」は、九時から一二時までが羽留、一二時から一五時までがまろん、一五時から一八時までが百南となった。

　休憩は？　昼飯は？　という質問は、激論と激闘を交わす女の子たちに届けることはできなかった。

　その後、まろんとケータイのメールアドレスを交換した。

　羽留は、ケータイをもっていないという。

　百南のメルアドは、一年前からケータイに入っている。天あ雨めが青せい蘭らん学園にいくと決まったとき、三人でそれぞれの親に頼み込んでケータイを買ってもらったのだ。

「ケータイは買ってもらったばかりですので、つかい方がまったくわからないのですが……めるあど交換って、簡単なんですね。ありがとうございます」

　まろんが、大きな胸に自分のケータイをぎゅっと押しつけた。首からさがったペンダントが、暖色の光を放つ。



　史生たちは、あらためてそれぞれの場所に腰を落ち着けて話を続けた。

「わたしは、過去五回すべての試験を遠距離枠でうけて、自慢じゃないが……一度も負けたことがない」

　片足を抱えるようにしてベッドに座った羽留が、どこか自慢げに微笑ほほえんだ。

「それだけの好成績を収めていらっしゃるのに、ウルはどうしてブルーエデンにいけないのでしょう？」

「う、そ、それは……」

　まろんのストレートな質問に、羽留の視線が右往左往したあと力なく床に落下した。

　百南が、その様子を心配そうな顔で見ている。

「ウルの異能エクシードが、危険なモノだからでしょうか？」

　まろんが、のんびりとした口調で追撃をかけた。

　悪意はないのだろうが、羽う留るにとっては痛いところを突かれたようだ。切れ長の目を、ピクピクと痙けい攣れんさせている。

「た、確かに、そうだろう。【白璧微瑕ロシアンルーレツト】なんて、皮肉たっぷりなふたつ名をつけられている力だからな」

「それでも、次は大丈夫だと思いますよ。シオの力を借りたあと、特殊技のどれかひとつでもお披露目すれば、ガーデンのコーチ陣もウルのことを認めないわけにはいかなくなるでしょうから」

「う、む、そうなってほしいものだな」

「それで、モナミは、どこの枠から出場するのですか？」

　まろんが、長いまつげの下でゆるゆると大きな青い瞳ひとみを動かし、黙っている百も南なみに色っぽい視線をむける。

「あ、あたし？　ん～、あたしは……」

「まだ決めていないのですか？」

「あたしの能力は、つかい方次第だから、殺た陣てコーチに“〝好きな枠を選んでいいぞ”〟って言われてるの」

　百南が、史し生おに目をむけてくる。

　昔から、ここぞというときの決断ができない気弱な性格は、いまも変わっていない。重要なことを決めるのは、いつも天あ雨めか史生の役目だった。

「遠距離枠を選んだら、紫し雲うん寺じさんと当たるぞ？　朝あさ霧ぎりさんは補助枠だから、百南は近接枠でいいんじゃないか？」

　近接枠で優勝して、再び青せい蘭らん学園のブルーエデンへ。その際、史生もいっしょに連れていってもらう。そして、天雨と再会して……。

　史生は、そんな流れを思い描いた。そしてできることなら……、

「みんなそれぞれの枠に出場して、みんなで共に優勝して、みんなで青蘭学園にいけたら嬉うれしいですね」

　まろんが、史生の思いを代弁してくれた。だが、

「そんな消極的な枠の選び方は、よくないと思うな」

　羽留が、ボソッとつぶやいた。

　全員の目が、彼女に集まる。

　抱えていた片足をぎゅっとからだに引き寄せた羽留が、その膝ひざにアゴをのせた。制服のスカートをはいたままだから、下着が見えそうになっている。

　史生は、彼女の目に意識を注いだ。下は、極力見ないようにする。

「友人とバトルをしたくないから、他ほかの枠を選ぶなんて……それは、自分の異能エクシードを信じていないということにつながらないか？　それに、友人にも失礼だと思う」

「ウルは生き真面目まじめですね。しかしながら、戦士の資格は十分だと思います」

「ま、わたしがそう考えているというだけで、それを百も南なみに押しつけるつもりはない。どこの枠を選ぶかは、キミの自由だ」

　羽う留るが肩をすくめた。

　百南が、不安げな表情で部屋の中にいる面々を見回している。

　そんな空気の中、史し生おはついつい視線を下に移動させてしまった。

　そのとき、“〝スカートをはいたまま異性の前で片足を抱えて座る”〟ということの危うさに羽留がようやく気づいたらしく、足をサッと下ろした。頬ほおをうっすらと紅あかくして史生をにらんでくる。

　ドキッと跳ねた心臓をそしらぬ顔で抑えつつ、史生は咄とつ嗟さに思いついたことを口にした。

「αドライバーは、ガーデンじゃバトルに参加しないって言ってただろ？　だったら、なにをすればいいのかな？」

　ピタリと膝ひざを閉じた羽留が、コホンと咳せき払ばらいをした。

　百南とまろんが、史生を見たあと、羽留へ視線を移す。

　この場で、月例試験をうけた経験があるのは、紫し雲うん寺じ羽留ひとりだけだ。

　羽留が、「応援してくれ」と笑いを堪えるように言った。

「応援？　それだけ？」

「試験は、プログレスだけの戦いなんだ。αドライバーである小こ鳥とり居いくんにできることは……主に試験前だな」

「試験前？」

　史生は眉まゆ根ねを寄せた。試験準備を手伝ったりすればいいのだろうか？

「たとえブルーミングバトルではなくても、キミとダイレクト・リンクをしたあとバトルに臨めば、有利に戦いを進めることができるだろ？」

「利口なやり方ですね」

　まろんが、パチパチと手を叩たたく。

「いいのかなぁ？」

　顔をしかめる百南に、羽留が大きくうなずく。

「試験前にαドライバーとリンクしても、規則には違反しない。それに、他ほかのみんなだって、試験前になれば小鳥居くんとのリンクを試しにくるはずだ。ダメでもともと、相性がよければもうけもの、とな」

「西にし荻おぎくんもいるだろ？」

　という史生の問いに、羽留がちょこんと肩をすくめた。

「彼の体力は、あまりにも低すぎる。だれかひとりとリンクしたら、すぐに底を突いてしまうから、朝一番に彼をつかまえた子がエネルギーを全部もっていってしまうだろうな」

　そう言ったあと、史し生おに笑みをむける。

「その点、小こ鳥とり居いくんのパワーは、ガーデンすべてのプログレスとダイレクト・リンクしても、おそらく問題はないだろう」

「オレ、みんなとリンクすんの？」

「本音ではキミを独占しておきたいが、それだとフェアじゃない。でも、なるべく希望者だけにしておいてくれ。進んで対戦相手の異能エクシードを強化してあげたいとは思わないからな」

「ウルったら、余裕ですね。まあ、シオとリンクしたあとはレベル５ですからね」

　まろんにからかわれ、羽う留るの頬ほおがわずかに紅あかくなる。

　その一方で、百も南なみがむにっと下唇を突き出した。拗すねているような、あるいは泣くのを我慢しているかのような顔だ。シンクロテストの結果が“〝普通”〟だったことを気にしているに違いない。

　そんな幼おさな馴な染じみに、史生は笑いかけた。

「朝あさ霧ぎりさんが言ってただろ、“〝バトルには、相性の他ほかにも大切なものがたくさんありますよ”〟ってさ。オレと百南には、赤ん坊の頃ころから積み重ねてきた歴史があるだろ？」

　途端、百南の頬が赤く染まった。

　そんな赤みが、みるみるうちに顔中へひろがっていく。

「う、うん。そうだよね！」

　上目づかいに微笑ほほえむ幼馴染みの瞳ひとみには、喜びがたっぷりと溶け込んでいた。



　青せい蘭らんフロントガーデンに入って初めて迎えた夜は、慌ただしく、そして流れるように過ぎ去った。

　一九時頃ごろになると、「ちょっと用事があるから」と羽留が外に出ていったため、史生、百南、まろんの三人で夕食をとった。ホテルの一階にある食堂に入ったのだが、いちばん安いなんたらパスタでも八〇〇円だったから、よし、あしたからは外の安い店を開拓しようと決意した。

　楽しそうに食べていた百南とまろんの会話から、羽留は毎日、一九時頃になるとどこかへ出かけていくということを聞いた。

「ウルほどの美形でしたら、彼女にかしずく崇拝者かれしのひとりやふたりいても、うふふ、不思議ではありません」

　まるで羽留に彼氏がいることが確定しているかのように、まろんが唇に指先を当てて微笑んでいた。「うらやましいですね。本当に……」という言葉と、史生への色っぽい流し目をつけ加えながら。

　その後、出ていってから三〇分もしないで帰ってきた羽留と合流してから、一度、みんなそれぞれ自分の部屋へ戻った。

　史し生おは、百も南なみと順番にシャワーを浴び、部屋に置かれていた浴衣を借りて寝る準備をすませた。百南は、家からもってきたヒツジ柄の寝間着だ。ちなみに、サイズ違いで天あ雨めとおそろいである。

　二一時ちょっと前に、それぞれ羽う留るとまろんがやってきた。羽留は、長なが袖そでシャツと短パン姿。まろんは、ワンピースの寝間着姿だった。

　女の子たちと、いろんなことをおしゃべりすることおよそ一時間弱。

「シオくん、おやすみ」「おやすみ」「よき夢ゆ仙めが、あなたを訪ねますように」

　百南、羽留、まろんの三人は二二時前には身を寄せ合ってベッドに入り、そのまますぐに三つの静かな寝息を立てはじめた。

　みんな、とても疲れているようだった。

　史生は、羽留がもってきてくれた毛布にくるまり、床に寝転んだ。

「おやすみ。あしたもヨロシク」

　ガーデン入学初日は、こうして幕を閉じた。








四章　アンダーグラウンド



　翌日。

　自分は床の上でも熟睡できる人間だったんだ、と史生は寝ぼけた頭でぼんやりと考えた。

「シオくん、おはよう。床で寝させたりして、ごめんね。痛いところとかない？」

　幼おさな馴な染じみの心配げな顔も、やさしい声も、窓から差し込んでくる清すが々すがしい朝の光も、あれよあれよと言う間に流れ去っていく。

「九時から一二時まで、小こ鳥とり居いくんの所有権はわたしにある！」

「しょ、所有権って、シオくんは物じゃないんだよ？」

「神聖なジャンケンできめたことですから」

「さあ、わたしと小鳥居くんだけの時間がはじまったぞ！」

「だけって、べ、べつに、ふたりきりになるための時間ってわけじゃ……」

「時間は大切です。だれとなにをするのか、うふふ、これも大切ですね」

「時間がもったいない。朝食は歩きながら食べよう！」

「あ、歩きながらって……朝食は一日の活力源だよ？　ちゃんと食べたほうがいいんだから。シオくん、こ、このメロンパンもってって」

「うふふ、愛のメロンパンですね」

　拳こぶしを握りしめる羽う留るの姿も、コンビニのビニール袋に入ったメロンパンを差し出してくる百も南なみのオロオロとした様子も、ひとり「うふふ」と笑っているまろんの微妙にズレた空気も、どんどん流れ去っていく。勝手に時間割を決められたことに、「ちょっと待った！」と叫ぶタイミングさえつかめない。

　寝ぼけ頭がクリアになったときには、メロンパンを食べながら、羽留と肩をならべて街中を歩いていた。

　最後のカケラを口の中に押し込み、モグモグやったあとゴクリと呑のみ込んだ。

「食べ終わったか？」

　羽留が、肩にかけていたナップサックの口を開き、そこからなにかをとり出した。ツバのついた布製の帽子だった。

　それをかぶり、続けて手にとった丸いサングラスを素早く装着した。

　きょうの羽留は、ジャージでも制服でもなく、白の長なが袖そでシャツに紺色のパンツという私服姿だ。それに帽子と丸いサングラスを合わせているため、有名なモデルかアイドルが、一般人のフリをしようと変装をしてみたものの、そのオーラを隠しきれず微妙に失敗している図……、に見えてくる。

　証拠に、すれ違う人たちが、男女問わず羽留に視線を引っ張られている。

「小こ鳥とり居いくんも、これをつけてくれ」

「オレも？」

「変装だ」

「変装って……？」

　羽留は、史し生お用の帽子とサングラスも用意していた。

　史生は、彼女に手渡された帽子と幅広のサングラスをつけた。断る理由はないが、ガーデンの指定シャツとズボン姿であるため、変装する意味があまりないかもしれない。

「変装して、どこいくの？」

「ふふ、わたしがいきたいところへいく。一二時まで、キミはわたしのモノだからな」

「ワタシノモノっ!?　ちょ、それって、どういう意味で……」

「言い方がマズかったか？　だったら、訂正しよう。う～ん、そうだな。キミは一二時まで、わたしのパートナーだ。相棒といってもいいな」

　羽留が、頬ほおをほんのりと紅あかくしながら、言葉を続けた。

「わたしは、キミのようなαドライバーと出会ったのは初めてなんだ。殺た陣てコーチから、シンクロテストの結果をいつも嘆かれていたんだが……きのう、キミとの検査結果を見て心底驚いた……これで、ようやくガーデンに……」

「認めてもらえる、と？」

　史生は、羽留の横顔に目を留めた。

　彼女の頬ほおが、じんわりと赤みを増していく。

　丸いサングラスのブリッジを指先で押しあげながら、羽う留るが唇をゆるめた。

「そのぅ、まあ、初めてのことで戸惑ってはいるが、正直なところ、喜びや期待感のほうが大きいな」

「オレも、初めてのことばかりで、なにをしていいのかわからないけど……喜んでもらえて嬉うれしいよ」

　史し生おも、彼女と同じように戸惑っている。αドライバーとして、自分になにができるのか。ダイレクト・リンクをされて、エネルギーをいくらとられてもかまわないけど……、それはあくまでも受身の状態だ。能動的に動きたい。なにかをやりたい。そんな思いが、心の片隅にくすぶっている。

　不意に、羽留が手を握ってきた。

「え!?」

「わたしは、キミを手放したくない」

「そ、それは……」

　手をつないで街中を歩くなんて、まるで恋人同士みたいで……。周囲から集まってくる視線が、ちょっと怖い。

「あすの試験、わたしは遠距離枠で必ず優勝する。そして、今度こそブルーエデンにいく。そのときは、小こ鳥とり居いくん……いや、史し生お、わたしといっしょにきてくれないか？」















　まるで愛の告白だった。

　丸いサングラスの奥で、羽う留るの瞳ひとみがどうなっているのか、史生にはわからない。それでも、微妙に震えている彼女の声、そして紅あかに染まった頬ほお、さらには“〝小鳥居くん”〟から“〝史生”〟に呼び方を変えたことは、心を隠すことなく映しているように思えた。

「オレも、ブルーエデン、に？」

　史生は、ノドの奥からようやくその言葉を絞り出した。

　百も南なみと天あ雨めの顔が、脳裏に浮かんでくる。

「わたしが推薦を勝ちとったら、キミをいっしょに連れていきたいと思ってる」

　羽留が、握った手にきゅっと力を入れてきた。

　きのう。近接、遠距離、補助、三つの枠で試験が行われると聞いた。

　羽留は遠距離枠。

　まろんは補助枠。

　百南は……。

　羽留は消極的な選び方に反対していたが、百南が近接枠を選べば、せっかく友だちになれた三人が潰つぶし合わなくてすむ。

　史生は、つないだ手にほんのちょっとだけ力を込めた。

「オレ、いっしょにブルーエデンへいこうって、百南と約束してるんだ」

「え？　先に、も、百南と約束してたのか？　ハハ、そ、そうか。そうだよな。キミたちは、お、幼おさな馴な染じみなんだし。ハ、ハハ」

　羽留が、どこか強こわ張ばったような笑みを浮かべながら、パッと手を放した。

　史生は、彼女の丸いサングラスに映った自分へしっかりと顔をむけた。

「いっしょにいこう。紫し雲うん寺じさんも、オレたちといっしょに、さ。もちろん朝あさ霧ぎりさんも。そうしたら、またみんないっしょだ」

「あ、ああ、そうだな。ブルーエデンのネクストクラスに入れば、またみんなでいっしょにいられるな」

　羽留の唇が、ほんのわずかにほころびた。

　それでも、彼女がまとう空気は硬いままで……。



　電車で二駅。降りた駅の北口改札から徒歩三分ほど。雑居ビルが密集した一画に、そのラーメン屋はあった。ビル一階の片隅にへばりついているかのような、年季の入った店構えである。

　目的地はラーメン屋？　と思ったが違った。羽留は、その脇わきにある地下へと続く階段を下りていく。

　朝であるため、ラーメン屋はまだ店を開けていない。にもかかわらず、どこか粘りけを帯びた油の臭いが階段に染みついている。

　ラーメン屋の地下に、いったいなにが？

　史し生おは、高まる緊張感を懸命に抑え込みながら、薄暗く、狭く、急な階段を下りた。

「あれ？　おかしいな……」

　羽う留るが、階段の途中で立ちどまった。

「なに？」

「いつパスタ屋になったんだ？」

　彼女がなにを言っているのか、史生にはさっぱり理解できなかった。

　確かに、階段の下にはなんらかの店があるようだ。木造のドアの横に貼はってあるのは、おそらくパスタのメニュー表だろう。

　ラーメン屋の下にパスタ屋？

　くるりとむきを変えた羽留が、二段上に立っていた史生の腹を軽く押した。

「す、すまない、間違えた。この辺りは、似たようなビルばかりだから……」

　史生は、急いで階段をのぼって地上に出た。羽留も、恥ずかしそうな顔でついてくる。

「あ、あっちだったかな……」

　頬ほおを紅あかくした羽留が、ラーメン屋を右に見ながら歩き出す。

　彼女を見ていると、なんだかおかしくなった。帽子とサングラスでの変装も、よくよく考えるとおかしいし。



　ラーメン屋が入っていたビルから、一本奥の道に入った場所が目的地だった。

　あらためて地下への階段を下り、先ほどのパスタ屋とはまったく違う重厚な布張りの扉を開けた。途端、濁流のような歓声が史生にぶつかってきた。

　空気の匂においと熱量は、地上のそれとは明らかに異なっている。

　史生は、恐る恐る中へ足を踏み入れた。直後、ドアの陰から黒服の大男がぬっと現れた。ひげ面のスキンヘッドだ。褐色の肌が、てかてかと艶つや光びかっている。

「うおっ!?」

　思わず声をあげた史生の隣で、

「ハイ！　バトルを楽しみにきたの」

　羽留が、片手をあげた。その手につくり出された光球が淡い輝きを放ち、丸いサングラスを妖あやしく光らせている。

　ひげ面スキンヘッドの巨漢は、なにも言わずにスッと壁際に身を引いた。

「ありがとう」

　羽留が、にっこりしながら彼の前を通りすぎるから、史生も慌ててそのあとを追った。

　そこであらためて、歓声の出どころへ意識をむけた。

「ここって、もしかして……」

　五、六〇人の男女が、ある場所にむかってなにやら叫んでいる。みんな、史し生おや羽う留るとたいして年が変わらないように見えた。

　すり鉢状にひろがった空間は、バスケットコートの二面分はあるだろうか。観客席と階段が一体化した通り道の先にあるのは、四本の太いロープに囲まれた六角形のリングだった。その上でいま、ふたりの少女たちがバトルを繰りひろげている。

「朝っぱらから、この騒ぎはなんだよ？」

　史生は息を呑のんだ。

　叫んでいる人たちの視線はすべて、リング上にむけられていた。

　とても人とは思えない跳躍力。人の肉体では到底辿たどり着けないであろうレベルのスピード。プログレスはふたりとも、おそらくは肉体強化系であることがわかった。

　外と内を四本の太いロープで区切られた六角形の闘技場で、ふたりの女の子が闘っている。彼女たちが右腕にはめている、ちょっと大きめのブレスレット、のようなモノはなんなのだろうか？

「地下闘技場アンダーグラウンドへようこそ」

　羽留が、周りの騒々しさに負けないよう幾分大きな声で言ったあと、どこか悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

　史生は、腹まで響く歓声を楽しみながら笑みを投げ返す。

「すごいね！」

　だがすぐに、心配が頭をもたげてきた。

「……ここって、もしかしてヤバいとこ？」

　いまなお入口に立っているひげ面スキンヘッドを横目で見た。スーツの大男が門番よろしく出入りをチェックしているというだけで、あまりいいイメージはわいてこない。

「心配しなくていい。合法的な場だ。でも、ガーデンはここの出入りを禁止してるから、見つかったら減点されるな」

「え？　だったら……」

「そのための変装だ」

　羽留が、帽子のつばをつまみ、くいっと下に引いた。

　でもオレ、ガーデン指定のシャツを着てるよ？　ズボンも、ガーデンの制服であることがバレバレじゃないか？　なんてことは言わないでおく。羽留には、羽留なりの考えがあるのだろう。ヌケたところがあるから、ちょっと心配だけど……。

　ふと疑問に思った。

　ガーデンが、生徒たちに地下闘技場アンダーグラウンドへの出入りを禁じているのなら、いま、リング内で闘っている女の子たちは何者だろう？

「あの子たち、プログレスだろ？　ガーデンの所属じゃないの？」

　史し生おの質問に、羽う留るがひょいと肩をすくめた。

「プログレスとαドライバーの全員が、青せい蘭らん学園にいくわけじゃない。いろんな事情があるんだろうが、中には青蘭学園への入学を拒む者もいる。そんな連中が、ここに集まるんだ。プログレスとしての能力を解放したくてウズウズしている連中ばかりだから、稽けい古こにはもってこいの場所だとわたしは考えている。朝はこの程度の人数しかいないが、夕方になるともっと多くなるんだぞ」

　羽留の表情は、地下闘技場アンダーグラウンドに入ってからどんどんその輝きを増していっているように見えた。近くにいる史生まで、なんだか未知のワクワク感を伝う染つされてしまいそうな心地になってくる。

「もしかして、いつもきてるの？」

「いつもじゃない。ときどき、だ」

「よく、こんな場所見つけたね」

「自慢できることじゃないが、ガーデンには半年近く通っているからな。仲よくなった先輩に教えてもらった」

「その先輩は？　ブルーエデンにいったの？」

「いや。ガーデンをやめて、というか自主退学して、そのあとは音信不通になった」

「自主退学？　もしかして、地下闘技場アンダーグラウンドに通ってたことがバレたから？」

「地下闘技場アンダーグラウンド通いは、なんの関係もなかったな。街で声をかけてきた男性に運命を感じたとかどうとか、よくわからないことを言っていたが……」

　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！　といきなり耳に突き刺さるような音が鳴り響いた。コンクリートに反響し、空間中を駆け巡る。

　なんだっ!?

　史生は、思わず首をすくめた。ほぼ同時に、歓声が爆発する。

「この音は、試合終了を報しらせるゴングと同じだ。どうやら勝負が決まったようだな」

　リング内を見ると、ひとりの少女が両手を高々とあげていた。もう片方は、悔しそうに項うな垂だれている。

「ほら、彼女たちが腕にはめているモノが見えるか？　直接バトルをやるときは、あの機械で体力を計測しながら、数値がゼロになったらさっきのような警報音が鳴り響くんだ。これ以上の試合は危険です、という意味でな」

「なるほどね。そこで試合終了ってワケか」

　スッ、と羽留が顔を近づけてきた。フッと軽く息を吹きかければ、十分に届く距離だ。

「ど、どうした!?」

「ここには、ブルーミングバトルの設備があるんだが、どうだ？」

「まさか、ブルーミングバトル、やるの？」

「ふふ、わたしが、どうしてキミをここに連れてきたと思ってるんだ？」

　迷ったのは、ほんの数秒だった。

「よ、よし。闘やろう！」

　決めた途端、鼓動が大きくなった。顔も熱くなる。

　テレビでしか観みたことのないブルーミングバトルを、自分自身が体験するのだ。緊張しないほうがおかしいだろう。もちろん、プログレスがうけたダメージは、αドライバーが肩代わりしなければならないということも知っている。が、怖いという気持ちより、挑戦したいという欲求のほうがはるかに強かった。

「わたしとキミのリンク成功率は１００％だ。リンクゲージが溜たまれば、確実に特殊技がつかえるんだぞ！」

　史し生おと羽う留るがリンクすることにより、初めて使用可能となるのが特殊技だ。

　羽留が、ワクワクを抑えきれないといった顔で言葉を続けた。

「わたしとキミが組んだときしかつかえない技だから、どんな効果があるのかはふたりで何度かバトルを繰り返す必要があるが、ふふ、とにかく楽しみじゃないか？」

　ふたりで、というところを強調しつつ、彼女が笑みをひろげた。

　史生は、羽留との相性を検査した際、その結果表に表記されていた三つの特殊技を思い出した。

〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉〈豪雨光弾〉〈光こう鎧がい〉。

〈超弩級弾〉を発動させれば、羽留の攻撃力が１００００から３５０００に跳ねあがる。

〈豪雨光弾〉の効果は明記されていなかったが、〈光鎧〉を発動させれば防御力が５０００から２５０００に。

「オレ、“〝光鎧”〟ってヤツが見てみたいな。光の鎧よろいとか装着すんのかな？」

「“〝光鎧”〟か。防御力の低いわたしにとっては、ありがたい技だな。でも、特殊技の記念すべき一発目は“〝超弩級弾”〟でいきたいと思ってるんだが、どうだろう？」

「オッケー！」

　史生は、グッと右手の親指を立てた。

　ブルーミングバトルのフィールド内では、リンクのタイミングや特殊技の選択は、すべてαドライバーに委ゆだねられている。プログレスは、αドライバーの援護があるまで、自らの初期能力デフオルトのみで戦い続けなければならないのだ。

　この程度の知識ならテレビから得ることができるが、バトルの流れを読む感覚や、相手αドライバーとの駆け引きなど、こればかりは経験を積まないと身につかない。

「よろしく！」

　羽う留るも、笑顔で親指を立ててくれた。

　彼女の爽さわやかな笑顔を前に、心臓がドキッと大きく跳ねた。

　すぐに笑顔を消した羽留が、真剣な顔で壁にそって歩き出す。

「わたしのプログレス情報はすでに登録ずみだから、史し生おの選手登録をすませよう。もちろん、偽名でな」



　地下闘技場アンダーグラウンドの事務局で史生の登録をすませると、五分も経たたないうちにブルーミングバトルの対戦申し込みがあった。

「よしっ。ブルーミングバトルの組み合わせは、夕方の遊戯時間ラツシユ・アワーじゃないとなかなか成立しないんだが、夜遊び組がまだ残っていたようだな。運がいいぞ！」

　羽留が、グッと拳こぶしを握りしめた。

　ブルーミングバトルが行われるということを、事務局がさっそく場内にアナウンスした。と、観客の少年少女たちが一斉に騒ぎはじめた。雄お叫たけびをあげる者。指笛を吹き鳴らす者。足を踏み鳴らす者。様々だ。

「いよいよか」

　史生は、からだの芯しんがブルブルッと震えるのを感じた。

　ブルーミングバトルを体験できるという期待感と緊張感が、全身を容赦なく駆け巡る。鳩みぞ尾おちのあたりがギュッと縮む。

　バトルの最中は、αドライバーがプログレスの痛みを一身に引きうける……、ということは知っているだけで、体感したことがない。

　果たして、どれほどの痛みなのか？　きのう、羽留の光弾を何発も食らったが、あれより痛いのだろうか？

　様々な思いが、史生の頭の中を駆け巡る。怖くないと言えば嘘うそになるが、恐怖よりも挑みたいという気持ちのほうがずっと強い。

　羽留と肩をならべ、史生はリングにむかって階段を下りた。そうしながら、ふと思ったことを彼女にたずねる。

「バトル前にダイレクト・リンクしたら、ダメなの？」

「それだと、バトル開始時からリンクゲージが満タンになるじゃないか。ズルをしたことがバレバレだ」

「そっか。やっぱり最初からこつこつゲージを溜ためていくしかないんだな。って、紫し雲うん寺じさんの“〝リンクゲージ上昇条件”〟って、たしか“〝攻撃回避”〟だったよね？」

「ああ。相手の異能エクシードが、かわしやすいモノだったらいいんだが……情報がないから、こればかりははじまってみないとわからないな」

　羽留が、どこか強こわ張ばった笑みを浮かべた。

　史し生おは、不安を懸命に抑え込みながら話を続けた。

「上昇率とか、どうなのかな？」

「それも、やってみないとわからないな。おそらく、避よけ方も関係してくるだろう。ギリギリで避ければ、それだけ上昇率も高くなるはずだ。その分、避けそこなったら……」

「オレが痛いんだよな……」

「上昇率が高いことを祈ろう」

「もしかしたら、“〝光こう鎧がい”〟を身につけたら、上昇率アップなんてことになるかも」

「“〝光鎧”〟にこだわってるな？　そんなに光の鎧よろいをわたしに着せたいのか？　史生はコスプレアマニなのか？」

「マニア、ね。って、オレ、コスプレマニアじゃねぇし」

「ワ、ワザと間違えたんだぞ？　バトル前の緊張をほぐそうと……」

　羽う留るが、顔を赤くしたままリングのほうへ視線を逃がした。

　史生も、六角形のリングへ顔をむける。

　リングの対角線は、だいたい一〇メートルくらいだろうか。けっこうひろい。むかいのコーナー側には、すでに対戦チームのふたりが立っている。

　髪の根もとが黒くなった、中途半端な金髪ロン毛の女の子とアフロヘアの男のペアだ。ふたりとも一八歳くらいだろうか。とても学生には見えない。

　ゴゴゴォ、という音に顔をあげた。開いた天井部分から下りてきた逆ピラミッドの先端が輝き、暖色の光でリングを包み込む。

「さあ、いこうか」

　羽留にポンと背を叩たたかれ、

「よ、よし！」

　史生は怖おず々おずと光の中に足を踏み入れた。

　だれに教えられることなく、コーナーポストの横にある直径一メートルにも満たない円の中へ入る。ここがαドライバーの定位置『αサークル』であることは、知識としてもっていた。

　人生初のブルーミングバトルを、もうすぐ体験できる。そう思っただけで、なんだかノドの渇きを覚えた。

　羽留が、帽子とサングラスをナップサックに入れ、それをリングサイドにそっと置いた。

　史生は、帽子のつばを押しあげて視界をひろげたあと、サングラスをとって胸ポケットに押し込んだ。

　六角形のリングのむこうで、金髪娘とアフロヘアが、こちらをチラチラ見ながらなにやら言葉を交わしている。

　挨あい拶さつはない。手を振る素振りもない。

　金髪娘が、髪を後頭部でひとまとめにしてポニーテールをつくったあと、ロープの間をくぐってリングに入ってきた。その一方でアフロが、立てた親指で首を切るマネをしたあと、指先を地面にむけた。

　それを見ていた羽う留るは、アフロにむかって軽く片手をあげただけだ。挑発にはのらない構えなのか、それとも……。

「あれ、ぶっ殺すって意味だぞ？」

「ぶっ殺……？　そうなのか!?　わたしはてっきり、“〝勝負だ！”〟というベンチャーなのかと思っていたぞ。ったく、失礼なヤツだな！」

「バトルの開始直前になんだが、ベンチャーじゃなくて、ジェスチャーだからな？」

「ぅなっ!?　き、緊張をほぐそうというわたしの計画が、カタナシだっ！」

「それを言うなら、台無しだろ？」

「うっ!?　わ、わたしは……」

　史し生おは、羽留の緊張をほぐす気持ちを込めて、ニッと笑った。

　羽留の頬ほおが、ポッと紅あかくなる。

「ふ、ふん。確認しておくぞ。最初の特殊技は“〝超ちよう弩ど級きゆう弾”〟だからな。わたしと史生の初リンクだ。派手にいこう！」

　照れくさそうにニッと史生に笑い返したあと、羽留が素早い動きでリングサイドに飛びのり、ロープをつかんだ。そして、

「勝つぞ！」

　言うなり、四本のロープを軽々と飛び越えた。



　高鳴る心臓を静めるため、史生は細く長い息を吐いた。

　場内アナウンスの女声が、両チームの選手紹介を行っている。

　テレビではほんの三〇秒ほどで終わるこの時間が、αドライバーにとってはとても大切になってくる。初めて対戦する相手の場合は、特に。と、テレビのアナウンサーが言っていた。

「これがαスクリーンか」

　気持ちを整えつつ、史生は目の前の空間に現れた半透明の画面上で視線を走らせた。

　一四インチほどの画面に、史生と敵チームの情報が記されている。

　画面右側にならんでいるのは、史生たちの情報だ。

　最上部に表示されているのは、体力ゲージとリンクゲージ。体力ゲージは満タンの１００。逆にリンクゲージは空っぽだ。その下に、αドライバー名《ああああ》。登録名を入力する際、ついつい「Ａ」キーを連打してしまった。ちょっと後悔している。初ブルーミングバトルでの登録名が、《ああああ》だなんて……。

　そしてその下、プログレス名《うるるん》。レベル２。

『ちょ、《うるるん》って、正体隠す気ないだろ!?　ほとんど本名じゃないか！』

『なにを言う。こういうネーミングのほうが逆に疑われないだろう。“〝十とお代だいも得らしい”〟と言うじゃないか』

『もしかして、“〝灯台下暗し”〟って言いたいのか？』

『そ、その通りだ！　ちょ、ちょっと言い間違えただけだろ!?』

『それでも、この場合、言葉のつかい方がちょっと違うんじゃ……』

『ふ、ふん。《ああああ》よりマシだ！』

『うっ!?　それを言われると……』

　事務局での会話を頭から追い払いつつ、史し生おは画面に集中した。

　下のほうに無色の丸いリンクボタン。その右は空白だ。テレビに出るようなトップ・プログレスだと、ここにずらりと技名が羅列される。

　画面左側にも、上部には同じように二本のゲージがならんでいる。そして、αドライバー名は《マッドアフロ》。

「どんだけアフロにこだわってんだよ」

　プログレス名は《バーニング》。レベル３。

「レベル３か……炎系の異能エクシードかな？」

『ファイッ！』

「うおっ!?」

　突然、バトル開始のアナウンスが耳に飛び込んできた。

　画面を凝視しすぎていたようだ。

　たいした情報も得られないまま、史生はリングと画面の間で素早く視線を往復させた。



《バーニング》は、ネーミングから推測した通り、火炎の使い手だった。

　左右の手だけでなく、左右の足、さらにはポニーテールにまで炎をまとって攻撃してきた。一度も火球を放ってこないため、近接型だと見て間違いないだろう。もし仮に、火炎を遠くまで放てる能力をもっていたとしても、光球を連発する遠距離タイプの羽う留るを相手にしているのだから隠し続ける意味はない。

　炎が届かない距離を保ち続けることができれば、ほぼ確実に勝てるはず。

「さて、《バーニング》の特殊技は……」

　気がかりなのはそこだ。

　史生よりずっとバトル経験値の高い羽留だから、様々なことを考慮して闘っているはずだ。的確なタイミングで拳大の光球を撃ちながら、身軽にステップを踏んで金髪娘、《バーニング》の攻撃から距離をとり続けている。

《バーニング》の体力ゲージが、わずかずつではあっても確実に減っていく。

「紫雲……とと、《うるるん》、その調子だ！　いいぞ！　距離を詰められないよう、動き回れ！」

　リング内に声をかけながらも、史し生おは《バーニング》のリンクゲージから注意をそらさなかった。

《バーニング》のリンクゲージは、いまだなんの動きも見せない。

「相手のリンクゲージには、なんの変化もないぞ！」

「了解っ！」

　羽う留るが、史生に顔をむけることなく叫んだ。

　バトルの主導権は、間違いなく彼女が握っている。

《バーニング》は、オールレンジで闘える万能型の羽留には手も足も出ないようだ。

　ガーデンでの月例試験では、五回連続で遠距離枠の優勝を手にしている羽留だから、近接型が“〝されたら嫌なこと”〟を熟知しているのだろう。

　羽留のリンクゲージ上昇条件は“〝攻撃回避”〟だから、このままのペースを保てばすぐにでもゲージがいっぱいになるだろう。実際、《バーニング》の攻撃をかわす度にゲージが少しずつ増えている。

《マッドアフロ》が、リングサイドからあれこれ指示を飛ばしている。それに合わせ、《バーニング》がなんらかの動きをとっているため、それなりに連係はとれているようだが、このままのペースで進めば結果は明らかだ……、と史生がほんのわずかに気持ちをゆるめたときだった。

「ゴーッ！」

《マッドアフロ》が、拳こぶしを突き出した。直後、

「よっしゃああああああああああっ！」

《バーニング》の全身が、劫ごう火かに包まれた。

　大きく身を退ひいた羽留が、ロープ際で足をとめる。

「え？　リンクゲージに変化なんて……」

　ゲージを見て、史生は目を見張った。みるみるうちに数値が上昇していく。

「気合い溜だめタイプか!?」

　羽留の声に、史生はあらためて《バーニング》の体力ゲージを確認した。ちょうど半分になっている。これが、気合いを溜めるための条件だったようだ。

「撃てっ！」

　史生は反射的に叫んだ。

「むこうが無防備になっているいま、少しでも体力ゲージを削って……っ！」

　リングのむかいにある『αサークル』で、《マッドアフロ》がニヤリと笑った。それとほぼ同時に、《バーニング》が叫ぶ。

「しゃぁっ！　リンク成功っ！」

「いくぞ！　〈火炎轟鞭フアイアウイツプ〉！」

《マッドアフロ》の叫びが、会場に渦巻いていた歓声を突き破る。

《バーニング》の頭上に光り輝く魔法陣のようなモノが現れたかと思いきや、瞬時に霧散して光の粒子となり、彼女の全身に降り注ぐ。

《バーニング》が間髪いれずに両手を打ち合わせ、ひろげた手と手の間からガボボボボボォォォッと炎の鞭むちをつくり出した。

　生きた大蛇のようにうねる炎の鞭は、リングの対角線よりずっと長いように見えた。一〇メートル以上はあるということだ。

　史し生おは、αスクリーンに目を落とした。《バーニング》のレベルはいま、“〝４”〟になっている。

　リングをとりまく観客たちが、いっせいに騒ぎはじめた。

「くっ！」

　羽う留るが、後ろに跳んだ。しかし、ロープに退路を断たれる。それでも、なめらかに、そして素早く頭を下げながら横にステップを踏み、燃える鞭の軌道をくぐり抜けた。

《うるるん》の体力ゲージは、わずかも減っていない。完全にかわしている。

　リンクゲージの数値は、あと少しでマックスとなる。あと少しで……。

　反撃を、と羽留が右のてのひらに光球をつくり出したそのとき、

「いけっ！　〈炎花繚乱スパーク〉！」

　アフロが叫んだ直後、炎の鞭が爆発し、無数の炎片が飛び散った。

「きゃっ！」

　羽留が、両手で顔を覆った。だが、炎のカケラは彼女のからだに触れた途端、そのすべてが消滅する。

　代わりに、

「っっっ!?」

　史生は、全身に強い熱を感じた。からだじゅうのあちこちに痛みが走る。

　あちぃ──っ！　いてぇ──っ！

　思わず、自分のシャツをぎゅっと握りしめた。

　ヒートアップする観客たちの声が、幻の痛みに捩よじれる肌を震わせた。

「大丈夫かっ!?」

　歓声をはね除のけるようにして、羽留の声が聞こえてきた。

　史生に気をとられた隙すきを突かれ、《バーニング》が羽留の懐に飛び込んできた。

　光弾をまとう両手。

　炎を放出する手足と髪。

　両者が激しく激突した。

　史し生おは、視線を噛かみつかせるようにしてαスクリーンを覗のぞき込んだ。

　羽う留るの体力ゲージが四分の一ほど削られていた。代わりにリンクゲージは……。

《バーニング》の激しい攻撃に対し、羽留も落ち着いて応戦している。が、攻撃のすべてをかわしきれるものではない。

　史生は、胸に、腹に、足に、激しい痛みと熱を感じた。容赦のないブルーミングバトルの洗礼をうけ、「く、うぅ」と呻うめきをもらしながらリングサイドで片かた膝ひざを折る。

「史生っ！」

　羽留の裏返った声が、情けない自分の腕をつかんでくれた。

　史生は歯を食いしばった。αスクリーン越しにロープをつかみ、その弾力を利用して勢いよく立ちあがった。両足を踏ん張った。腹に力を込めた。

《うるるん》のリンクゲージは……。

「いくぞぉっ！」

　満タンだった。

　紅玉ルビーのように輝く、画面下のリンクボタンを押した。

　そのとき、なにかが羽留とつながった……、ような気がした。

　勝ちたいという心が。

　負けたくないという心が。

　ひとつに重なった。

　リンク。

　リンクボタン上に『成功』の文字が現れた直後、史生の足もとに光り輝く魔法陣のような紋様が浮かびあがってきた。それとほぼ同時に、リング上で動き回る羽留の頭上にも同様の魔法陣が出現した。

　間を置くことなく、αスクリーンの右下に特殊技名が刻まれる。

　上から、〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉〈豪雨光弾〉〈光こう鎧がい〉。

　ご要望通りに、と史生は〈超弩級弾〉の上に指を移動させた。が、ふと気づいた。

　羽留がつくり出していた光球が、数倍の大きさに膨れあがっていることに。

《バーニング》の炎が、光球に触れるなり掻かき消されてしまう。異能エクシードの出力差は明らかだ。

《マッドアフロ》が、両手でアフロヘアを掻きむしっている。彼の表情はいま“〝レベル５って、マジかよ!?”〟とでも言いたげに歪ゆがんでいる。

　足をもつれさせるようにして飛とび退のいた《バーニング》に、羽留が容赦のない追撃弾を放つ。

　リンク後、羽留はレベル５のプログレスとなった。そのため、わざわざ特殊技をつかわなくても、常備能力、つまり初期能力デフオルトでも十分に強力な光弾が撃てるようになったのだ。光弾の大きさはサッカーボールほどだろうか。

　リングのむこう側にいる《マッドアフロ》が、コーナーポストにからだを預けるようにして、倒れることを頑かたくなに拒んでいるのが見えた。

　彼の気持ちが、史し生おには痛いほどよくわかった。

　負けたくない。いや、そんなことより試合を少しでも長く続けたいという気持ちのほうが強いはずだ。

　リングの周りで、たくさんの声が渦を巻いている。騒々しく、荒々しく、耳障りだ。それなのに、そんな歓声によって背中を押されているのがわかった。多くの声によって、両足を踏ん張っていられることを実感できた。

　もっとブルーミングバトルを楽しみたい。この充実感を味わいたい。

　αドライバーであることを自覚したことで、この強い想おもいに気づくことができた。

　だからこそ、羽う留るの顔に注意がむいたのかもしれない。

　どこか追い詰められているかのような、必死さの上にさらなる必死さを重ね塗りしているかのような、そんな表情をしている。

「……………紫し雲うん寺じさん」

　史生は気づいた。もしかして彼女は、バトルを楽しんでいないのかもしれない、ということに。

　羽留の光弾が、《バーニング》の胸に炸さく裂れつした。

《バーニング》が、レベル５光弾のエネルギー圧に押されて後あと退ずさった。が、それだけだ。苦痛によって顔が歪ゆがむことはない。

　代わりに、相手側のαドライバーが、からだをくの字に曲げたあと、とうとうリングサイドで片かた膝ひざをついた。

　これはバトルなんだ。

　だから羽留は、必死で闘っている。楽しんでいないように見えるのは、もしかしたら相手に集中しすぎて、そんな余裕がなくなっているのかもしれない。

　史生は気を引きしめ、αスクリーン上に手を伸ばし、

「《超ちよう弩ど級きゆう弾》！」

　迷うことなく、羽留がつかいたがっていた特殊技名を叫んだ。

《バーニング》が、慌てた様子で両手に炎をまとった。が、危機的状況に陥って混乱しているのだろう、試合開始直後の猛火とは比べようもない弱々しさだ。

　羽留が、頭上にあげた右手の先に巨大な光球をつくり出した。

「これが、《超弩級弾》か……」

　光球が、さらにふくらんでいく。

　直径は、一メートルを軽く超えているだろう。あまりの大きさに、《バーニング》が下唇をわなわなと震わせはじめた。降参します！　と叫びたくても舌を思うように動かせない、といった様子だ。

「いけっ！」

　史し生おは拳こぶしを振りあげた。勝負に遠慮はいらない。というより、遠慮なんかしていたら相手チームに失礼だと思う。

　羽う留るが、肩越しにチラッと史生へ目をむけてきた。

「このパワーをそのままぶつけるなんて、ちょっとひどいと思わないか？　そんなことをすれば、むこうのαドライバーが三日は動けなくなるぞ」

「まあ、それはちょっとやりすぎかもな」

　確かに、対戦相手を病院送りにはしたくない。

　光球が、瞬時に五分の一ほどの大きさになった。

「20％、と言ったところか」

　ぶつぶつ言っている羽留を凝視したまま、《バーニング》が後あと退ずさりをはじめた。

「どうか、情けを失礼だとは思わないでくれ。なるべく、あなたのパートナーを傷つけたくない」

　羽留が、《バーニング》に右腕を突き出した。そして、

「ハァッ！」

　鋭い呼気とともに光弾を放つ。

　光線が、史生の視界に白い線を引く。

「あ」と史生は、思わず声をもらした。

　顔を両手でかばうようにして身を縮めた《バーニング》の直前で、光弾がとまった。

　そう頭が理解したときには、

「ぶっ!?」

　史生は、顔面に激しい痛みを感じていた。

【白璧微瑕ロシアンルーレット】

　羽留の能力名が脳裏に浮かびあがったあと、音もなく消えていく。

　まったく身構えていなかったため、我ながら情けないほど足がふらついた。αスクリーンに手をつこうとして……、もちろん素通りし……、お陰でさらにバランスを崩すはめになって……、ゴン！　と側頭部を硬いなにかにぶつけて……。

　目の前が真っ白になった。








五章　ダイレクト・リンク



　歓声が、肌にビンビン響いてくる。

　ブルーミングバトルはどうなった？　オレは……、もっと楽しみたい。でも、羽う留るはあんまり楽しそうじゃなくて……。バトルに集中するのもいいけど……。

　バトルもリンクも、普通の生活を送ってたんじゃ、一生体験することなんてできないだろ？　せっかく異能エクシードに目覚めたんなら、それをうけ入れ、楽しまなきゃ損じゃないか？



　騒がしさに意識を引っ張りあげられるようにして、史し生おはうっすらと目を開けた。

　太いパイプが縦横に走っている天井が見えた。つり下げられた剥むき出しの電球が、強い光を放っている。

　目を細めた。背に床の硬さを感じた。が、自分の頭はやわらかく、そして張りのあるなにかにのっていて……。

　視界の左横から、羽留がひょこっと顔を出した。

「目が覚めたか？」

「えっと、オレ……」

「コーナーポストに頭をぶつけて、そのまま気を失ったんだ」

「バトルは？」

「負けた」

「ごめん」

「謝らなければならないのは、わたしのほうだ」

「いや、オレが……」

　起きあがろうとした史生の額に、羽留がそっと手を当てた。

「もう少し寝ていろ。それとも、医務室にいくか？」

　史生はここでようやく、自分が羽留に膝ひざ枕まくらをしてもらっていることに気づいた。

　地下闘技場アンダーグラウンドの片隅で、両足を横に投げ出して座った彼女のふとももに、自らの後頭部が密着している。

　急に恥ずかしくなった。周りには人の目がたくさんある。

　ワッ、と歓声が爆発した。バトルが盛りあがっているようだ。

　史生は、羽留の存在に心地よさを感じながら、ぼんやりと中空に視線を漂わせた。からだの中で、周りの騒々しさと電球の光と床の硬さと女の子の体温が混ざり合っていく。

　バトルの興奮が、まだ肌の表面に残っているのがわかる。だが、そんな余韻を羽留の言葉が拭ぬぐい去ってしまう。

「痛い思いをさせて………本当に、すまなかった」

　ブルーミングバトルを経験したことにより、αドライバーである自分の役割がいかに大きいかということを痛感させられた。

　プログレスの能力やバトルの状況を把握し、リンクができる状態まで巧みにもっていき、その後も対戦相手のタイプや動きなどを見て、そのときどきで相応ふさわしい特殊技を選ばなければならない。αスクリーンのつかい方にも、もっともっと慣れる必要がある。

　だから、

「さっきのバトルは、オレがもう少し踏ん張ってれば勝ってたよ。オレこそごめん」

「いや、悪いのはわたしの能力が……」

「悪いのはオレのほうだって」

「いや、史し生おに責任はない。わたしがすべて悪い」

「オレが……って、言い続けてもキリがないよな」

　史生は、羽う留るのふとももの上で数回、頭を軽くバウンドさせた。適度な弾力が、むにむにと後頭部に伝わってくる。

「オレたち、きょう初めて組んだんだから、結果を出せなくて当然だよ。とにかく、次がんばろう」

「次、か……次はいつになるんだろうな」

　不意に、彼女の表情が陰った。















「あしたの試験、遠距離枠で優勝して、そして推薦を勝ちとって、みんなでブルーエデンのネクストクラスに入れば、またブルーミングバトルができるだろ？」

「………」

「どうした？」

　史し生おは慌てて起きあがり、羽う留るの顔を覗のぞき込んだ。

　彼女が、力なく笑いながら後ろの壁に背を預けたため、史生はむかい合うかたちであぐらをかいた。背後の喧やかましさは、いまなお収まる気配を見せない。

　バトル中、羽留が楽しんでいないように見えたことを思い出す。

「負けたけど、オレは楽しかったよ。紫し雲うん寺じさんは、どうだった？」

　さすがに、“〝楽しんでなかったよね？”〟とは訊ききづらい。

　視線を手もとに落とした羽留が、「楽しかった、か……」と自じ嘲ちよう気味につぶやいた。

「紫雲寺さんは、楽しくなかったの？」

「楽しいとか楽しくないとか、考えたことがなかった」

「……プログレスは直接闘うから、そんなこと考えてる暇なんかないのかもな」

「いや、それは違うぞ。わたしが知ってるプログレスのほとんどが、バトルを楽しんでる。たとえ口には出さなくても、闘うときのイキイキとした表情を見れば、キミにもわかるはずだ」

「だったら、紫雲寺さんはどうして……？」

「わたしは……」

　羽留が、リングへ、それから史生へ目を移し、なにかを決意するかのようにフ──ッと息を吐いた。

　史生は、わずかに背筋を伸ばし、聞く姿勢をとった。

　羽留が、ほっそりとしたアゴをわずかに引き、言葉を手もとへこぼすようにしてしゃべりはじめた。

「わたしは、あすの試験に懸けている。六回目だからな。もう、次をうけるつもりはない。優勝できなければ、そこで終わりだ。たとえ優勝できたとしても、ブルーエデンへの推薦がもらえなければ、やはりそこで終わらせる」

「どうして……？」

「ふふ、わたしはこう見えても、旧家の出なんだぞ？　ま、旧家といっても、“〝落ちぶれた”〟という言葉がつくけどな」

　寂しそうに微笑ほほえみながら、羽留が話を続ける。

「いままでに五回も試験をうけてきた。ガーデンに通った期間は、半年近くになる。生活費に加えて、マンション代もバカにならない。わたしの実家は、もう、本当にお金がないんだ」

「ああ、だから、きのうの昼飯は……」

　史し生おは、きのうの昼食時を思い出した。

　ガーデンの食堂で、羽う留るはいちばん安い野菜丼どんを食べていた。

「お昼だけじゃないぞ。きのうの夕食だって、食費を少しでも浮かすため、駅前の牛丼屋にいってたんだ。サラリーマンが大半だが、中には女性もいるんだぞ。ミニどんぶりでも、お腹なかいっぱいになるし、な」

　彼女と牛丼屋のイメージが、いまいち重ならない。

「わたしは、もうこれ以上親に負担をかけたくないんだ。だから、あすは絶対に優勝する。そして、ブルーエデンへの推薦をもらう。必ず、夢をつかんでみせる。そして、トップ・プログレスになって親に楽をさせてあげたい」

　羽留の瞳ひとみには、確かな意志が見てとれた。

　バトルを楽しむ前に、まずは現状から抜け出す。親のために。夢のために。そんな気持ちが、痛いほど伝わってきた。

　史生は、ぐぐっと腹に力を込めた。

「応援するよ」

「ふふ、ありがとう。嬉うれしいよ。だが、キミはαドライバーだ。気持ちよりもなによりも、試験前にダイレクト・リンクをさせてくれ。試験中のリンクはできないが、事前にやっておけば少しは保つはずだ」

「オレにできることなら、なんでもやるよ」

「本当だな？　遠慮しないぞ？」

「好きなだけどうぞ」

　史生は、ニッと笑った。

　羽留が、神妙な顔を近づけてきた。

「もし、わたしと百も南なみが闘うことになったら……」

「っ!?」

　予想外の質問に、史生は息を呑のんだ。

　羽留が瞳の奥に滲にじませた微かすかな感情は、苛いら立だちだろうか、それとも怯えだろうか。よくわからない。

　羽留と百南が闘う？　羽留が遠距離枠で出場するなら、百南はきっと他ほかの枠で出るはずだ。まろんが補助枠だから、おそらく残った近接枠を選ぶだろう。だから、あしたの試験で羽留と百南がぶつかることはない。

　羽留が、真まっ直すぐな目をむけてくる。

「幼おさな馴な染じみに味方するのは当然だ。それでも、どうか約束してほしい。彼女だけでなく、わたしにもバトル前にダイレクト・リンクをさせる、と。贔屓ひいきすることなく平等に接する、と。バトルがはじまったあとは、もちろん百も南なみを応援してやってくれ。だが、どうかお願いだから、試合前にわたしにも……」

　気づいたときには、羽う留るの右手をつかんでいた。

「約束する」

　その言葉に、羽留の瞳ひとみが輝いた。時間差で、頬ほおがじんわりと紅あかくなっていく。

　彼女が、史し生おの手を、左手も添えてしっかりと握り返してきた。

「感謝する」

「もし万が一、百南と紫し雲うん寺じさんがバトルすることになったら、両方と平等に接しないと、きっと百南が怒るよ。アイツ、そういうとこうるさいから」

「そっか。史生は、百南のことをよく知ってるんだな。ふふ、当たり前か……」

　羽留が、なんだか寂しそうに唇の端を曲げた。

　時間が気になり、史生はケータイで確かめた。一一時二五分。まろんとは、一二時にガーデンの正面玄関前で待ち合わせということになっている。

　ここからガーデンまでは、三〇分もあれば余裕だろう。

　そんなことを考えていると、羽留が握っていた史生の手をポンと放り出した。

「時間が気になるのか？　キミが気を失っていたのは、せいぜい二〇分くらいだ。いまからここを出れば、まろんとの約束に遅れないですむぞ。ほら、早くいけ」

　史生の胸ポケットからサングラスを抜き、ほぼ同時に帽子もつかみとる。なんだか怒っているようにも見えるけど……。

「紫雲寺さんは、帰らないの？」

「わ、わたしはもう少し、ここにいる。あと二、三戦やるつもりだからな」

「そう？　だったら……」

　立ちあがり、出口にむかって歩き出した史生は、すぐに「あ、ちょっと」と呼びとめられた。

　振りむくと、横座りのまま、頬をほんのりと紅く染めてこちらを見あげている羽留と視線がぶつかった。

「言い忘れてた」

「ん？」

「わたしのことを“〝さん”〟づけで呼ぶのはやめてくれ。それじゃ、あまりにも他人の空似だと思わないか？」

　他人の空似？

　羽留が、俯うつむき気味になりつつも言葉を継いだ。

「せ、せっかく、う、運よくというか、プログレスとαドライバーとして出会ったんだから、呼び合うときは、もっと気安く……」

　他人行儀、と言いたかったらしい。

「呼び捨てでいいの？　紫し雲うん寺じ、って？」

　羽う留るの瞳ひとみに微かすかな怒りが滲にじんだ。眉まゆがぴくりと動き、かたちのいい唇がわずかに尖とがる。

「ど、どうしてそうなるんだ？　わたしは、キミのことを“〝史し生お”〟と呼んでいるだろ。き、気づいてるのか？　そ、それにキミは、百も南なみを、し、下の名前で呼び捨てにしてるじゃないか。これじゃ、ふ、不公平じゃないか？」

「つまり、“〝羽留”〟と呼べ、ってこと？」

「うぁっ!?　そ、そそ、それは、だ、だから、その……」

　口の中でもごもごと言葉にならない言葉を転がす羽留にむかって、史生はサッと片手をあげた。

「わかった。そうするよ、羽留」

「っ!?　わ、わわ、わかればいいんだ。うん。わかれば……」

　羽留の額が、目もとが、耳が、頬ほおが、首筋が、瞬く間に赤一色に染まった。

　そんな彼女に軽く手を振り、史生は足早にひげ面スキンヘッドが守っている出入口にむかった。

　地下闘技場アンダーグラウンドを出て、地上へと続く階段をのぼりながら、思わず手の甲を額に当てた。

　顔が、ちょっと熱い。いや、かなり……、だろうか。

　首から上を真っ赤にして照れていた羽留は、正直、とんでもなく可愛かわいかったから。



　あと一〇分で一二時。ガーデンの正面玄関前までは、三分もあれば着ける距離だ。

　十分に間に合うな、と歩調をわずかにゆるめたとき、ケータイにメールが入った。

　きのう登録したばかりのメルアドからだった。液晶画面にならんでいるのは、〔朝あさ霧ぎりまろん〕の文字。

　開くと、〔に、さんじゅうふんほどおくれます〕という文章が出てきた。

　平仮名ばかりだとちょっと読みづらいが、“〝二、三〇分ほど遅れる”〟という意味であることはわかった。

　あと三〇分連絡が早ければ、羽留ともう一度くらいブルーミングバトルができたかもしれない。

　史生は、大通りを一本入った裏道を進みながら、ケータイをズボンのポケットに押し込んだ。

「そろそろ昼だし……」

　まろんも、おそらく昼食はまだだろう。二、三〇分ほど遅れるということは、食べてくるということか？　だったら、こっちもきちんと食事をすませていたほうがいいのか？　でも、もし彼女が空腹のままやってきたら？

　ファストフード店で、なにかを軽く腹に入れておくか……、と大通りに出て首を巡らせる。と、むかいの歩道を移動する薄紫色のロングウェーブヘアが目に飛び込んできた。

　凹凸のハッキリとしたボディライン。優雅さを振りまくような歩き方。加えて、ガーデンの制服姿であるため、かなり人目を惹ひいている。まろんだ。

「どこにいくんだ？」

　という疑問は、彼女の隣を歩いている人物に気づいたとき、瞬時に吹き飛んだ。

　まろんにばかり気をとられ、数秒間、彼の姿が意識の中に入ってこなかったのだが、あの長身は間違いなく……、

「西にし荻おぎ、くん!?」

　密会!?　もしかして恋人同士なのか？

　史し生おは、きのうガーデンにきたばかりだ。内部の人間関係など、まるでわからない。

　中身はともかく、西荻の見た目はそれほど悪くない、と思う。背も高い。数少ないαドライバーでもある。

　史生と会うより、西荻との時間を優先したのか……、と考えると、やはりあまりいい気はしない。

　昼飯でも食べながら彼女からの連絡を待とう、と大通りの先へ視線をむけた。が、足は自然と先の信号を目指していた。ふたりがどこへいくのか知りたかった。

　好奇心には勝てない。



　むかいの歩道に渡り、まろんと西荻の背から一〇メートルほど離れてついていく。

　いくらも歩かないうちに、まろんが西荻の腕をとってビルの中へ引っ張り込んだ。

　史生は思わず、ビルを見あげてしまった。変なビルじゃないよね？

　大通りに面しているため、いかがわしい感じの店舗が入っているわけでは、もちろんなかった。壁にくっついている各階の店を示す看板は、飲食店と思おぼしき名前ばかりがならんでいる。

　足を速め、まろんと西荻が入ったビルの前へ急いだ。一階は、地元の物件情報を入口のガラス壁一面にぺたぺたと貼はりつけた不動産屋だった。

　まろんと西荻は、不動産屋の中に入ってはおらず、その脇わきにある狭い通路の奥にいた。

　エレベーターホールの陰で、まろんが西荻の首に手を回している。だれがどう見ても、恋人たちのイチャイチャシーンだ。

　そんな現場を目撃したことによる罪悪感と羞しゆう恥ち心しんが、からだの中でパッと弾はじけたような気がした。ここにいたら、ふたりに悪い。

　そう思い、そこを離れようとしたそのときだった。

　フラフラッ、と西荻の長身が揺れた。それから、ゆっくりとまろんの目の前で両りよう膝ひざをつき、続けて片手を地面に押し当てた。そのまま、ゆるゆると倒れ込んでしまう。そして、動かなくなった。

「え？」

　史し生おは、慌ててまろんたちにむかって一歩を踏み出した。ところが、二歩目を出すことができなかった。

　後ろから、強い力で肩をつかまれたからだ。

　振り返ると、殺た陣てが立っていた。ピシッと決まった七三分けの下で、サングラスが鈍い光を放っている。

「た、殺陣、先生……」

「コーチと呼べ」

「あ、えっと、殺陣コーチ、どうして、ここに？　あ、あの、西にし荻おぎくんが、倒れて……」

「ひとりの男がフられた。それだけのことだ」

「いや、フられただけで倒れ込むって、おかしいでしょ？」

「小こ鳥とり居い。世の中には、知らなくていいことがある。お前はいま、そんな状況のひとつに触れようとしている。気をつけろ」

「気をつけろって……」

　いきなりだった。

「ψΠΨ、ΩΥη、ζγ」

　聞きとれない言葉が、狭い通路の奥から流れてきた。

「はい？」

「ΗΘτ」

　しゃべっているのは、まろんだった。

　彼女がつかっているのは、いったいどこの国の言語なのだろう？　西荻が倒れたことが余程ショックだったのか、史生には理解のできない言葉を発している。

　まろんが、倒れている西荻の手からなにかをとりあげた。

　紅あかい宝石のついたペンダントだ。

　西荻が倒れるとき、偶然、彼女の首から引きちぎってしまったらしい。

　まろんが、慌てた様子でペンダントを首につけたあと、薄紫色のロングウェーブヘアをササッと整えた。そうしてから、どこか芝居がかった仕草で両手を軽くひろげ、史生にむき直る。

「見られてしまいましたね」

　今度は、なにを言っているのかわかった。

　ペンダントが関係しているのだろうか？

　まろんが、にっこりしながら歩み寄ってくる。『見られてしまいましたね』と言いながらも、見られたことに対する気まずさなどは微み塵じんも感じさせない。

「いきなり抱きつかれてしまいましたので、驚いて、吸ってしまいました」

「す、吸ってしまいました、って……？」

「ダイレクト・リンクをした、ということです」

　史し生おは、背後に立っている殺た陣てへチラッと視線を投げた。

　ガーデンの主任コーチである彼は、まろんがやったことを咎とがめるつもりはないようだ。彼女が話していた意味不明な言葉も、ペンダントのことも、いろいろ知りたいけど……。

「“〝世の中には、知らなくていいことがある”〟ですよね？」

「その通りだ小こ鳥とり居い。利口になれ」

「……了解です」

　下手に騒ぐのはやめておこう。



　殺陣が、気を失った西にし荻おぎを軽々と肩に担ぎ、大通りをゆく人々の注目を集めながらこの場を立ち去った。と、すぐにまろんが、可愛かわいらしく舌を出した。

「驚かせてしまい、申し訳ありませんでした」

「いったい、なにが、どうなって……」

「あまりに礼を失したことをされたため、それなりの対応をしたのです」

「は？　抱きつかれて驚いたって、さっき言ってたのは？」

「うふふ。大鬼オーガコーチがいらっしゃったので、嘘うそをつきました。一応、大鬼オーガコーチにも、上に報告するときの“〝言い訳”〟が必要ですから」

　大鬼オーガコーチ？　上に報告するときの言い訳？

「西荻くんと、なにがあったの？」

「あしたの試験でまろんが優勝したら、ブルーエデンに連れていってくれと頼まれました。シオとの約束時間になっても、あきらめてくださらなくて……時間を守れず、申し訳ありませんでした」

「あ、それはいいんだけど。オレも、たまたま朝あさ霧ぎりさんと西荻くんが見えたから、尾行するようなマネして……ごめん」

「よいのです。お陰で、ご連絡する手間が省けました。うふふ、それで、まろんはシオといっしょに昼食をとるつもりで、この通りにむかっていたのですが………ニシオギが離れてくださいませんでしたので、ひとまずあなたにメールを差しあげたというわけです」

　まろんが、これでもかと肩をすくめたあと、話を続けた。

「ニシオギのあきらめの悪さが度を超していると判断しましたので、失礼を承知でお伝え申し上げたのです。もしまろんが優勝しても、ブルーエデンに同伴していただきたいαドライバーはシオです、と。そうしたら彼、小鬼ゴブリンでも口にしないような品のない言葉で、あなたを罵ののしりはじめました。ですから……」

「そ、そうなんだ……」

　まろんの説明を聞き、史し生おはうなずいた。

「それでも、自制すべきだったと反省しています。まさか、ニシオギがあそこまで脆もろいとは想像もしていませんでしたので。彼だけでなくて、ここ最近は……」

　まろんが、ハッとした表情で言葉を切った。

「ここ最近は？　なに？」

　史生は先を促したが、返ってきたのはゆったりとした笑顔だった。

「うふふ、やっぱりシオはすごいです」

「い、いきなりなに？」

「ニシオギには悪かったと思っていますが、少し吸っただけで気を失ってしまうのは、αドライバーとしては困りものです。それに比べてシオは、まろんの心をとろけさせてしまうほどの雄々しさで……」

　瞳ひとみに微笑ほほえみを滲にじませながら、まろんが身を寄せてくる。

「朝あさ霧ぎり、さん？」

「まろん、と呼んでください」

　まろんが、豊かな胸を史生の鳩みぞ尾おち付近に押しつけてきた。むにゅ～ん、と。

「そ、それじゃ、ま、まろん、ちょっと、ここは人目があるから……」

　不動産屋の横だし。奥のエレベーターをつかう人がいつ通るかわからないし。大通りからは丸見えだし。

「んふふ、でしたら、人目を気にせずともいい場所へいきましょうか？」

　まろんが、水気たっぷりのプチトマトを連想させる唇に悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。やんわりとした胸の圧力は、いっこうに弱まる気配を見せない。それどころか、どんどん強くなっていくばかりだ。

「ちょ、どうしてそうなる？」

　嬉うれしいような、怖いような、そんな感覚がからだの内を這はい回る。

　彼女にジリジリと押され続け、とうとう壁際まで追い詰められた。

　そこからのまろんは、まさに無我夢中といった様子だった。

　史生の両肩をつかみ、首筋に食いつくように顔を寄せてきた。

　あっ、と思ったときにはもう、喉のどもとにキスされていた。

「ちょ、ちょっとまろん!?」

「んんん～っ、んっ、んきゅっ！」

　史生の首に吸いついたまま、まろんがくねくねとからだを捩よじりはじめた。そのため、突き出た胸もむにむにと押しつけられて。妙な気分になってくる。

　彼女がダイレクト・リンクをしているのは、史し生おにもわかる。わかるけど、端はたから見ると物陰で変なことをしている男女にしか見えないだろうから……。

「まろん、ちょっと離れて……」

　史生は、まろんの肩をそっと押した。

　そのときだった。

「なにをしているっ!?」

　鋭い声が、狭い通路に響き渡った。

　突然のことに、史生はビクッと首をすくめた。

「ダ、ダメだよぉ～！」

　弱々しい声も聞こえてくる。

　ここでようやく、まろんが史生の首から唇を離し、よろよろと二、三歩後ろにさがった。

　小走りに近づいてきたのは、羽う留ると百も南なみだった。

「ど、どうしてここに？」

「び、尾行はしてないからな？」

「まろんちゃんのあとを、尾つ行けてきたの……」

　史生の質問に、羽留と百南がほぼ同時に口を開く。

　彼女たちが互いに顔を見合わせたあと、再び史生に目をむけてくる。















「べ、べつに史し生おが心配だったわけじゃ、ないからな？」

「あ、あのね、シオくんが心配だったから……」

　羽う留ると百も南なみが、また顔を見合わせた。

　史生は、羽留に目をむけた。

「バトルは？」

「相手が見つからなくて、仕方なくガーデンに帰ることにしたんだ。その途中で、偶然、本当にたまたま史生を見かけたから……」

　百南が、すぐに口を挟んでくる。

「あ、あたしは、まろんちゃんが西にし荻おぎくんにしつこくされてるの見たから、なんだか心配になって、シオくんとの約束もあるだろうからって、あとをつけてたら、途中で羽留ちゃんと会ったの」

「それで、その結果ここにいる、と」

　史生の言葉に、羽留がキッと細い眉まゆを逆立てた。

「殺た陣てコーチが西荻くんを担いでいたのを見て、本当に驚いたんだぞ？」

　百南が、長いまつげを震わせながら言葉を継いだ。

「シ、シオくんとまろんちゃんにも、なにかあったんじゃないかって、本当に心配したんだからね？」

「そして、見た……と？」

　史生とまろんの密着ラブラブシーン、としか思えない現場を。

「見たぞ」

　羽留が、切れ長の目に刺とげ々とげしい光をちりばめた。

「み、見たよ」

　百南も、どこか拗すねたような上目づかいで史生をにらんでくる。

　史生は、ダブルのにらみを懸命にうけとめた。視線をそらせばやられる。そんな直感があった。

「オ、オレはなにも悪いことはしてないぞ？」

「抱き合っていたのは、どういうことだ？」

「ま、まろんちゃんと、ぎゅってしてたよ、ね？」

　羽留の瞳ひとみが冷たく光る。

　百南の瞳は、すでに涙をにじませている。

　まろんはいま、幸せそうな顔で通路脇わきに積みあげられていた雑誌に腰を下ろしている。史生を助けようとはしてくれない。

「ご、誤解だからな？　オレは、本当になにもしてないからな？　ただ、まろんがダイレクト・リンクをしたいって……だから……」

「いま、“〝まろん”〟と呼び捨てにしたな？」

「そ、そう呼んでくれって、言われたから……」

「ダイレクト・リンクなら、握手で十分なはずだよ？」

「そ、それはまろんに訊きいてくれ。オレには、理由なんてサッパリで……」

　羽う留ると百も南なみの視線が、ジ───ッと史し生おに注がれる。それこそ、穴を穿うがとうとでもするかのように。

　思わず、目をそらしてしまった。

「視線を逃がしたな？」

「後ろめたいことがあるんだね？」

　最終防衛ラインを突破された感が、全身を這はい回る。このまま“〝暗がりで女の子に抱きついた変態”〟という汚名を着せられてしまうのか。

　そう思ったときだった。

「シオって、絶倫ですね」

　まろんが、熱っぽい吐息をもらした。

　羽留と百南が、顔を見合わせた。

　そして、三秒後、ふたり同時に「「ふふっ」」と笑みをもらした。途端、場のジトジト感が一気に吹き払われ、居心地のいい雰囲気に変わった。

　百南と羽留が、まろんに苦笑いをむける。

　ふたりとも、史生とのダイレクト・リンクがプログレスにどのような効果をもたらすのかを知っている。だから、怒るに怒れないといった様子だ。

「ふん、言いたいことはまだあるが……もういい。なんだか気が抜けた」

　羽留が、切れ長の目に怒りを滲にじませながらも、整った唇を笑みのかたちにするという、見ようによっては器用な表情をつくった。

　一方の百南は、

「西にし荻おぎくんが殺た陣てコーチに運ばれていったのは、まろんちゃんとダイレクト・リンクしたから？」

　しっかりと西荻のことも気にかけている。

　椅い子すがわりにしていた雑誌からお尻しりをあげたまろんに、百南が言葉を続ける。

「え～っと。違ってたらごめんね。でも、訊いておきたいんだけど……」

「やったのは、まろんです」

　百南の言葉にかぶせるように言いながら、まろんが右手をあげた。

　やった？　なにを？　というな史生の疑問を、羽留がすぐさま拭ぬぐい去ってくれた。

「まろん、ガーデンのαドライバーを襲っていたのは、キミだったのか……？」

「襲っていただなんて、人聞きが悪いですね。厳密には“〝撃退”〟しただけです」

「撃退って……いったいなにがあったんだ？」

　史し生おの質問に、まろんがひょこっと眉まゆをあげた。

「ひとりめは、まろんの着替えを覗のぞいたため。ふたりめは、“〝ボクとダイレクト・リンクしてください！”〟と、まろんの腰にしがみついてきたため。このように、思いきり彼らの頭をつかんで……」

　まろんが両手の十指をくわっとひろげ、虚空をつかむマネをする。

「ダイレクト・リンクして、ふたりとも西にし荻おぎくんみたいに気絶させたってワケか？」

　史生の言葉に、まろんがうなずいた。

「いままで、彼らの名誉のために黙して語らず、という姿勢をとっていたのですが……」

「あ、あたしも、ガーデンにきた初日に“〝ボクとダイレクト・リンクしてください”〟って、手を握られたよ。“〝学校の外じゃダメだから、ごめんね”〟って言ったら、あのときは握手だけで終わったけど……」

　百も南なみが、怯おびえたように身を縮めた。

「そういえば、彼らが女子更衣室から出てくるところを見たことがあるぞ。“〝部屋を間違えた”〟とか言ってたから、男子更衣室の場所を教えてやったのに……わたしは騙だまされていたのか？」

　羽う留るが、下唇を噛かんだ。

　史生は、薄く微笑ほほえんでいるまろんにむかって、ふと気になったことをたずねた。

「殺た陣て先生って、もしかして全部知ってるの？」

「ええ、大鬼オーガコーチにはすべて報告してあります」

「なるほどね。だから、登場のタイミングがあんなによかったってわけか」

「監視と言えば聞こえは悪いですが、ガーデンはプログレスやαドライバーをしっかりと見守ってくれているのですよ」

　まろんが、にっこりと頬ほおをゆるめた。



　みんなでファストフード店に入り、昼食をとった。

　いちばん安いバーガーとオレンジジュースしか注文しなかった羽留に、史生はそれとなく「頼みすぎたから食べて」とポテトを押しつけた。

　驚いた顔でそれをうけとった羽留が、「ぅ、ぁ、ありがとう」と頬を紅あかく染めていた。

　百南は、どこかジトッとした湿り気のある目でそれを見ていたが、なにも言わなかった。

　まろんは、「これ、大きすぎますね」とご機嫌な様子でビッグバーガーをはむはむ食べていた。

　話題は、当然のようにあすの試験のことになった。が、話は徐々に横へそれていき、青せい蘭らん学園で活躍するトップレベルのプログレスたちが好む戦術から、世界的に有名な少女バンド〔パラレル・フォー〕のボーカルであるエヴァノラ・ワイズの能力名へ移り、

「わたしたちは、みんなそれぞれに能力名をもっているが、史し生おにはないな」

　という羽う留るの言葉をうけ、百も南なみが口を開いた。

「“〝ふたつ名”〟や“〝異名”〟をつけるときには、それなりにルールがあるんだよ。プログレスには、その異能エクシードに相応ふさわしい呼び名がつけられて、αドライバーには、その人の性格とか、リンク成功率とか、え～っと、あとは好みの戦術なんかに合わせてふたつ名をつけられてたわ」

「それでは、いまからシオのふたつ名を考えましょう」

　まろんの微笑ほほえみに、女の子たちが顔を見合わせてうなずいた。

「オレのふたつ名、考えてくれるの？」

　史生も、もちろん悪い気はしない。

　四人はテーブルで顔を寄せ合い、あれこれ話し合った。

　組み合わせた手をテーブルにのせた百南が、進行役を務めてくれた。短い期間とはいえ、青せい蘭らん学園で学んだ者としてここは譲れないと思ったのかもしれない。

「青蘭学園には、いろんなふたつ名をもったαドライバーがいたわ。例えば、この人に目をつけられたら怖いなっていう意味で、【毒蛇の目バイパーアイズ】とか。ダメージをうけても笑ってばかりいるから、【笑面男マゾヒスト】とか。リンク成功率がすごく高い人で、【幸運王子グツドラツク】って呼ばれてる人もいたっけ。逆に低すぎて、ちょっと可哀かわい相そうだけど【空気男ハードラツク】ってからかわれていた人もいたわ」

「ふふ、わたしにとっての史生は、１００％の【幸運王子グツドラツク】だな」

　羽留に微笑みをむけられた直後、

「あたしとは60％だから、【普通の人アベレージ】ってことになるね。赤ちゃんの頃ころから知ってるのに、普通なんて……おかしいよ」

　百南から微い怒かり混じりの視線も投げつけられたため、

「こ、これうまいな」

　史生は、ジンジャーエールを飲むフリをしつつ、彼女たちの言葉をかろうじてうけ流した。カップの中身は、すでにカラだ。

「うふふ。シオのパワー放出量は、それこそ無制限アンリミテツドですから、それにちなんだふたつ名はどうでしょう？」

　まろんの微笑みに、百南がすぐさま大おお真面目まじめな顔で、

「だ、だったら、【愛しい人マイ・ダーリン】とか……」

「百南、それは、ちょっと恥ずかしいと思うけどな。それに、アンリミテッドからどうしてそうなるんだ？」

　史生は、思わず言った。

　百も南なみの頬ほおが、瞬く間に紅あかくなる。

「あ、だ、だって、アンリミテッドって、“〝果てしない”〟とか“〝際限がない”〟ってことでしょ？」

「うふふ、シオへの愛情はアンリミテッド！　ということでしょうか？」

「や、まろんちゃん!?　そそ、そんなんじゃ……」

「なるほど、“〝あんりみてっど”〟か。うん、いいんじゃないか？　史し生おのようなαドライバーは、我々プログレスにとって“〝天の卵”〟と言ってもいい存在だからな。とびきりカッコいいふたつ名にしようじゃないか」

「天の卵？　もしかして、天の賜たまもの、って言いたかったのかな？」

　史生は、少々やわらかめにツッコミを入れた。一応、褒めてくれてるみたいだし……。

「ぅあ!?　そそ、そうだ。そう言いたかったんだ！」

　頬ほおを紅あかくした羽う留るが、どこか誤魔化すようにテーブルをポンと叩たたいた。

「それでは、もう少し意味を重ねて、【変態容器アンリミテツド】としてみては？」

　まろんが笑顔をひろげた代わりに、百南と羽留がほんのわずかに顔をしかめた。

　史生はテーブルに肘ひじをつき、まろんにからだをむけた。

「変態？」

「はい。サナギが蝶ちようになるときの、アレです。“〝メタモルフォーゼ”〟という意味ですね。エネルギーがたっぷり入ったシオのからだそのものをイメージさせていただきました」

「メタモルフォーゼか。なんかカッコいいかも」

「史生がいいんなら、それでいいんじゃないか？　うん。“〝めたもるふぉぜ”〟とかなんだか強そうだし、な。わたしも、チョウチョは好きだ」

　羽留が、わかったようなわからないような、曖あい昧まいな表情でうなずいた。

「で、でも、変態って……」

　百南ひとりが、胸の前に垂れたツインテールのひと房を手にとり、それでテーブルをピシピシ叩きながら、なんだか難しそうな顔をしている。



　結局、新人αドライバー小こ鳥とり居い史生のふたつ名は【変態容器アンリミテツド】に決定した。

“〝変態”〟という言葉が少々引っかかりはしたものの、いわゆる“〝アブノーマル”〟ではなく“〝メタモルフォーゼ”〟という意味だと考えたら納得できた。細かいことは、まあ、気にしないでおく。

「変態って、ん～、どうなんだろ」

　百南が、いまなお首をひねっている。

「百南は、“〝めたもるふぉぜ”〟に違和感があるのか？　もしかして虫嫌いか？」

　羽留が、的外れなことを言っている。

　命名者であるまろんは、余裕の表情で百も南なみや羽う留るの言葉を聞いている。

　そんなやりとりのあと、再びあすの試験についての話し合いに戻り、史し生おとダイレクト・リンクするタイミングのこと、登録する枠のことなどを確認し合った。

　試験での出場枠は、羽留が遠距離枠、まろんが補助枠とすでに登録ずみ。残るは百南ひとりだけだった。

　夕方までには決めるつもり、と百南は力のない笑みを浮かべていた。

　そうやって、一五時を迎えた。途端、

「あ、あの、こ、ここからは、あたしとシオくんだけの時間だから……」

　百南が、自分と史生が出した紙くずを手早く寄せ集め、ふたつのトレーを重ねもって立ちあがった。

「シオくん、いこ」

　どこか必死な幼おさな馴な染じみの視線に引っ張られるようにして、「あ、それじゃ」と史生も席を立つ。

　羽留が座ったまま、呆ぼう然ぜんとした顔で百南と史生を見あげている。

　楽しくおしゃべりしていたのに、それはないだろう。でも、確かに百南の「史生独占タイム」になったことは確かで、といった表情だ。

　ちょんと肩をすくめたまろんが、

「まろんの“〝シオ独占タイム”〟は、とても“〝独占”〟とは呼べないものでしたよね？　これは後日、きちんと埋め合わせをしてもらえるということでしょうか？」

　だれに言うともなく、そうもらした。

「埋め合わせ？　またふたりで外出するということか？　ないな。うん、それはない」

　そんな羽留の声を聞きながら、史生は出入口に足をむけた。

「史生に埋め合わせをしてもらえるか否かは、まろんのがんばり次第というわけですね」

「わたしの言葉を聞いていたのか？　まろんの“〝史生独占タイム”〟はついさっき終わったんだぞ。なにごとも、引き際が肝心だ」

「引き際、ですか。ならば、ここは潔く引きましょう。埋め合わせも、なくてかまいません。今回の件を十分に反省したあと、再チャレンジです」

「ん、いい心がけだな。って、再チャレンジ!?」

「あら、ウルはきょうだけで十分に満足できたのですか？」

「わ、わたしは……」

「まろんは、大いなる天空の女神にかけて、あきらめません」

「じゃ、じゃあ、わたしも……さ、再チャレンジを……」

　背後の会話にドキドキしながら、史生は百南の背を追って店を出た。








六章　トーナメント



　羽う留るとまろんを置いてファストフード店を出た史し生おと百も南なみは、程よくあたたかな五月下旬の空の下、ただただのんびりと歩いた。

　話すことはやはり、互いの家族のことや地元のことだ。

　しかし、それもすぐにネタぎれとなった。百南が地元を出てから、まだ一ヶ月ほどしか経たっていない。時間の流れがゆるやかな山間の街は、一ヶ月前とほとんど変わらない。

　だから、話題が天あ雨めのことに及ぶのは当然と言えた。

「アメちゃん………なにがあったんだろ。ケータイ、ずっとつながんないし……」

「ブルーエデンにいけば、きっとわかるさ」

「う、うん。あしたの試験で、優勝して……」

「いこうな、青せい蘭らん学園！」

　史生は、グッと拳こぶしを握りしめた。が、百南の反応がいまいちパッとしない。

　すぐに気づいた。だてに一四年以上のつき合いじゃない。

「天雨に会うの、怖い？」

「そ、そんなことないよ。アメちゃんとは、会ってきちんと話したいもん。シオくんがいれば、ちゃんと……理由を教えてくれると思う、けど……」

　百南の心に引っかかっているモノは、なに？

　史生は周囲をぐるりと見回し、喫茶店の看板を見つけた。

「座って話そうか」



　史生と百南は、裏通りに面したオープンカフェのテーブルを確保した。

　互いにおごると言い張り、結局はおごり合うというある意味ワリカンのかたちで、ふたりして本日のコーヒーを注文し、楕だ円えん形けいのテーブルを挟んでむかい合う。

　ブラックをひと口すすり、「にがっ」と史生は顔をしかめた。カッコつけずに砂糖を入れておくべきだった、と後悔した。

　百南も、カップに口をつけた。砂糖とミルクをこれでもかというくらい大量に入れているため、もはやコーヒーとは違う飲み物と化している。

　苦いコーヒーをちびりと舐なめたあと、史生はさっそく切り出した。

「百南は、ブルーエデンに戻りたくないのか？」

「え？　も、戻りたいに決まってるでしょ？　どうしてそう思うの？」

「いや、なんとなくだけど……オレが力んで、“〝青蘭学園いくぞ─っ！”〟なんて騒いでるから、百南が“〝嫌だ”〟って言い出せないでいるのかも、ってちょっと思ったんだ」

　百南が、史生とコーヒーカップとの間で視線を往復させたあと、明るさのない笑みを浮かべた。

「あ、あのね。ブルーエデンに戻りたくないとか、そんなことは思ってないんだよ？　シオくんといっしょなら、嬉うれしいし……でも……シオくん、αドライバーだから……」

「オレがαドライバーだったら、なんか都合が悪いことでも？」

「違うの。ほんとに嬉しいんだよ？　あたしがプログレスで、シオくんがαドライバーだなんて、まるで夢みたいだなって、ほんとに、ほんとにそう思ってるんだよ？」

　百も南なみが、激甘コーヒーで唇を湿らせたあと、言葉を続けた。

「でも、αドライバーは、ブルーミングバトルで、とっても痛い思いをするから……」

「なんだ、そんなことを気にしてたのか」

　史し生おは胸を撫なで下ろした。天あ雨めとのことが頭から離れず、心が萎い縮しゆくしてしまっているのでは、と心配していたのだ。

「そんなこと、って……あ、あたし、シオくんが痛い思いするの、嫌だよ」

「オレだって、百南や天雨が痛い思いするのは嫌だよ。でも、がんばっている姿を見るのは好きだ」

「がんばってる姿って……」

「百南がどんなに苦しそうでも、痛そうでも、なにかにむかって必死でがんばってるなら、オレは嫌だって思わないけどな……助けてあげたいとは思うけど、もしそれができないなら、それこそ必死で応援する」

「シオくん……」

「ほら、五年生のときの運動会、覚えてるだろ？」

「も、もちろん。あれは忘れられないよ」

　少しばかり表情を暗くしていた百南が、ふっと気持ちよさそうに微笑ほほえんだ。

　当時、史生、百南、天雨は同じクラスだった。

　クジ引きによってリレーの選手を押しつけられた百南を守るため、天雨は友だちから当たりクジをもらって自らもリレーに参加する資格をつかみとった。それどころか、百南をお荷物扱いした他ほかの選手四人を全員追い出し、その分の距離をひとりで走ることにしたのだ。天雨自身が本来うけもっていた距離と合わせて五人分、二五〇メートルを。

　第一走者の百南は最下位だったが、一位でゴールテープを切ったのは天雨だった。

「オレ、運動会のあとしばらく声嗄かれてたの覚えてるよ。ずっと大声出してたもんな」

「あたし、アメちゃんがゴールしたとき泣いちゃった」

　史生は、テーブルのむかいに座る百南に気持ちをむけた。

「……天雨のことだから、きっとなにか理由があるはずだ」

「う、うん。それはわかってる。わかってるけど……」

「オレのことは、心配しなくていいよ。オレ、ブルーミングバトルを怖いなんて思ってないからさ。どんなに痛かろうが、あんなに楽しいことはやめられないだろ」

「楽しいことって……シオくん、ブルーミングバトルやったことないでしょ？」

　百も南なみが“〝本当に心配なんだよ”〟といった表情で、史し生おを真まっ直すぐに見つめてくる。

　史生は、そんな幼おさな馴な染じみの視線にうれしいような、くすぐったいような気持ちを感じながら、会話を続けた。

「実を言うと、午前中、羽う留ると地下闘技場アンダーグラウンドでブルーミングバトルしてきたんだ」

「ええっ!?　地下闘技場アンダーグラウンド!?　ブルーミングバトル、やっちゃったの!?　って、いま“〝羽留”〟って呼び捨てにしたでしょ？　羽留ちゃんとなにがあったの？」

「いや、呼び捨てにしてくれって、言われただけで……」

「まろんちゃんも、呼び捨てにしてたよね？」

　百南の目が、ジト～ッと湿り気を帯びる。

「オレが言いたかったのは、ブルーミングバトルの痛みなんかに負けないからな、ってことだよ。だから、オレのことは心配しなくていいから。というよりも応援してくれよ」

「……………うん。応援する」

　百南が、はにかむように微笑ほほえんだ。そして、つけ加えた。

「あたしのことも応援してね。いっしょに、ブルーエデンにいきましょ」

　突如、耳の奥で羽留の声が響いた。

『もし、わたしと百南が闘うことになったら……』

　史生は、顔をしかめながら苦いコーヒーをグビグビッとノドの奥へ流し込んだあと、百南の大きな瞳ひとみを見つめた。

「あのさ、みんなでブルーエデンにいく方法って、ないのかな？」

「みんなで？」

「そ。オレと百南。それから羽留とまろん。みんな」

「羽留ちゃんとまろんちゃんも？」

　百南の瞳が、またジト～ッと湿度を帯びるが、すぐに頭を切り替えてくれたのだろう、アゴ先に人差し指を当てたまま意見を口にする。

「近接、遠距離、補助の枠でみんながそれぞれ優勝すれば、その可能性はあると思うけど……優勝したからといって、確実に推薦してもらえるわけじゃないみたいだし。羽留ちゃんは、遠距離枠で五回も優勝してるのに推薦がもらえないって、すごく悩んでたもん」

「ガーデンの教務部次第ってわけか」

「推薦がもらえない理由を見極めなきゃ、何回チャレンジしても同じだと思うけど……」

　羽留の能力は、【白璧微瑕ロシアンルーレット】という名をつけられている。どんなに強力な異能エクシードではあっても、ときどき攻撃が自分に戻ってくるのでは安心して闘えない。

　これが、推薦をもらえない理由だろうか？　だとしたら、このままずっと……。

　史し生おは、どこか願うような気持ちで訊きいた。

「能力って、成長するよな？」

「うん、するよ」

　百も南なみが、嬉うれしいこたえを返してくれる。

「どうやったら成長するのかな？　やっぱり、猛特訓とかしなきゃダメなのかな？」

「タイプによっていろいろ違うよ。ブルーミングバトルのコツをつかむのも大切だけど、異能エクシードを成長させる方法を見つけることも大切なんだよ。あとは、自分と相性のいいαドライバーとの出会いも大切で……」

　ほとんど聞きとれないような声で、「……シオくんは、羽う留るちゃんと相性よかったよね」とぶつぶつ。

　史生は、聞こえなかったフリをしつつ、

「成長すれば、いつか……」

　口の中でつぶやいた。

　百南が不意に、そろそろと両手を伸ばしてきた。そうして、テーブルにのせていた史生の右手をつかむなり、ゆっくりと自分のほうへ引き寄せる。

「百南……？」

「シオくん、あたしね……」

　百南が、史生の手を両手で握りしめたまま、大きな瞳ひとみに強い光を宿した。

「成長しなきゃって、いつも思ってる。ちょっとしたことですぐに落ち込まないで、嫌なことがあってもくよくよしないで、ゆっくりでもいいから、自分のペースで成長して、いつか、アメちゃんに負けないようなプログレスになりたいって、思ってるの」

　自らの心へ刻み込むように言いながら、史生の手をもちあげて自分の頬ほおに押しつけた。やさしく。大切なものを扱うように。

「シオくんがそばにいてくれるだけで、あたし、きっとがんばれる」

　ほんのりと頬を紅あかくした百南が、透明感のある笑みをこぼす。

　史生は、幼おさな馴な染じみのぬくもりを手の甲に感じながら、「がんばろうな」とうなずいた。

　史生の手を放した百南が、胸にかかったツインテールのひと房をパッと背に払ったあと、声に力を込めて言いきった。

「シオくん、絶対、いっしょにブルーエデンにいこうね！」



　史生と百南は、カフェを出たあとまっすぐにガーデンへむかった。

「殺た陣てコーチがいちばん注目している人と同じ枠に、あたしを入れてください！」

　教務室に飛び込み、殺陣の前に立つなり百南が深々と頭を下げた。

　つられて、史生もちょこんと頭を下げる。

　引っ込み思案の幼おさな馴な染じみとは思えない大胆な行動に、史し生おはぽかんとしていることしかできなかった。

　椅い子すに座った殺た陣ては、サングラスの下から百も南なみをジッと見据えたまま、その巨きよ躯くを微み塵じんも動かさない。乱れひとつない七三分けも、動かない。

　サングラスのむこう側にある目は、もしかしたら閉じているのかもしれない。そう疑いたくなってしまうほど、動かない。

　寝ているのか？　と心配になってきた頃ころ、殺陣がようやく口を開いた。

「理由は？」

「あ、あたし、どうしてもブルーエデンのネクストクラスに戻りたいんです。だ、だから、殺陣コーチが注目している人にバトルで勝てば、復学を認めてもらえると思って……」

　腰を下ろした状態でも、殺陣の目線は百南よりずっと高い。だから、見下ろすような格好になっている。

　サングラスが、キラッと冷たい光を放つ。

　気の弱い百南は、たったそれだけでビクッと身を縮めるが、決して視線を逃がそうとはしなかった。

　史生は、そんな幼馴染みの心に強い決意を見てとった。

　百南姫を守るのは、自分と天あ雨めの役目。姫は決意なんかしない。いつも幸せそうに微笑ほほえんでいてくれれば、それでいい。そう考える反面、“〝自分の意志でがんばろうとしている百も南なみを支えてあげたい”〟という思いもあった。















　自ら進んで勝負に出るということとは無縁だった百南が、“〝決意”〟をしたのだ。

　稲いな森もり百南は、【万有引斥力コネクシヨン】という能力をもつプログレスであることを忘れてはならない。つい先日まで、ブルーエデンのネクストクラスに在籍していたレベルの生徒であり、いつまでも史し生おや天あ雨めに守ってもらうばかりの女の子ではないのだ。

　カフェからガーデンにむかう途中、「羽う留るやまろんと対戦する可能性もあるんだぞ？」という史生の言葉にも、「うん、だれが相手でも、正々堂々と闘って優勝するよ」と真まっ直すぐな目でこたえていた。

　殺た陣てが、机にむき直った。

「試験のトーナメント表は、あすの朝、教務室前の掲示板に貼はり出しておく」

「はい。ありがとうございます！」

　百南が、深々と頭を下げたと思いきや素早く出口へむかうから、史生も慌てて小さな背を追った。

　ガーデンがブルーエデンの直轄準備校であるならば、たとえ殺陣が注目しているプログレスとはいえ、ストレートでネクストクラスに入ることができた百南の敵ではないはず。

　そう思いたい。

「気合い入ってるな」

「シオくんといっしょにいくって、決めたもん」

　百南の笑顔には、強い意志が見てとれた。



　月例試験当日。

　昨晩は、試験前ということで早めに休んだ。

　今朝は、目覚まし時計よりも先に目が覚めた。床から起きあがり、ベッドを見あげたときにはもう、ガーデンの制服を着た百南が微笑ほほえんでいた。

「おはようシオくん。羽留ちゃんとまろんちゃんは、自分の部屋で仕度してるよ」

　その後、急いで登校準備をすませた史生は、軽い朝食をとってマンションを出た。

　そしていま、女の子たちといっしょに教務室の前に立っている。他にも、大勢の女の子たちがいた。みんなが注目しているのは、掲示板に貼り出されたトーナメント表だ。

「あたしの名前は……あ、遠距離枠に……」

　百南が、きゅっと唇を引きしめた。

　その顔には、緊張の色が幾重にも塗り重ねられている。

「………こうなったか」

　幼おさな馴な染じみの隣には、腕組みをした羽留が立っている。

　緊張感、そして緊迫感がゆっくりと醸じよう成せいされていく。

　史し生おは、百も南なみと羽う留るを横目で見たあと、あらためてトーナメント表に意識をむけた。

「決勝まで三試合か」

「百南が二回勝てば、決勝でわたしと当たるな」

　羽留が、自分の決勝進出は確定しているとでも言わんばかりに、ふっと笑みをもらした。

　史生は、そんな彼女を視界の片隅に置いたまま、言った。

「ダイレクト・リンク、いつでもいいから」

　羽留は、『優勝できなければ、そこで終わり』と言っていた。

　百南は、『だれが相手でも、正々堂々と闘って優勝する』と言っていた。

　そんなふたりが、同じ枠で闘うことになった。

「百南は、わたしとのバトルを望んでいたのか？」

　羽留が、トーナメント表に目をむけたままつぶやいた。

「た、殺た陣てコーチに、注目選手がいる枠にしてくださいって、お願いしたの」

「そうか。わたしと当たるまで、負けるなよ」

「う、羽留ちゃん。決勝で、会おうね」

　羽留と百南が、静かに視線をぶつけ合う。

「火花、散らしてますね」

　まろんだけが、緊迫した空気とは遠く離れた場所でニコニコしている。

　史生は、そんな女の子たちにかける言葉を見つけることができず、口を引き結んだまま会話を聞いていた。

「あ、あたし、全力でいくからね」

「史生とリンクすれば、わたしの異能エクシードがレベル５になることは知ってるな？　それを念頭に作戦を組み立てたほうがいいぞ」

「リンクの、あ、相性がいいからって……に、人間的な相性のよさまでは、わ、わからないもん」

「ちなみに、わたしと史生は、いまやお互いに呼び捨てをしている仲だが？」

「し、知ってるよ！　あ、あたしは、ずーっと昔から……」

「そういえばきのう、史生はわたしの膝ひざを枕まくらにして、気持ちよさそうに寝ていたな」

「ひ、膝枕っ!?」

「ブルーミングバトルにおける史生のリンク初体験の相手は、なにを隠そう、わたしだ」

「は、初体験っ!?」

「うふふ、ウルったら、容赦がありませんね。バトルの主導権争いは開始前からはじまっている、ということですね」

　百南と羽留が散らす火花をものともせず、まろんがにっこりした。

「百も南なみも、羽う留るも、正々堂々と、な？」

　ようやく当たり障りのない言葉を口にした途端、史し生おはふたりにキッとにらまれた。

　ダブルの迫力に、ビクッと身が縮む。

「主導権争いとは熾し烈れつなものなのです。下手に入ると火傷やけどしますよ？」

　まろんの言葉に、「だな」とうなずくことしかできない史生である。



「えいっ！」

　かけ声も勇ましく、百南が離れた場所に立つ女の子を突き飛ばした。

　相手プログレスは、為なす術すべもなく百南の異能エクシードに翻ほん弄ろうされている。できることは、「きゃああ!?」と悲鳴をあげ続けることだけだ。

　体力を数値化できるブレスレットを手首に巻いた女の子たちが、互いにもった１００ポイントを削り合っている。とても試験とは思えない迫力だ。

　百南の運動神経があまりよくないことは、昔から知っていた。しかし、バトル直前に落ち着いた様子で史生とダイレクト・リンクを行ったあと、【万有引斥力コネクシヨン】という名の異能エクシードをつかいながら闘う幼おさな馴な染じみはまるで別人に見えた。

　自分の能力を随分と研究したのだろう。つかい方のバリエーションが、他ほかのプログレスたちとはまったく違っていた。

「なっ!?　飛行型なんて、聞いてないわよっ!?」

　相手のプログレスが驚くのも無理はない。事実、百南は空を飛んでいるのだから。

「地面を押したあと、天井や壁をうまく引いているようですね。さすがです」

　史生の隣で、まろんが感心したように目を大きくしている。

「百南って、すごいプログレスだったんだな。高いとこ苦手だったのに……」

「うふふ、普通のプログレスならば、ブルーエデンのネクストクラスにストレート入学なんてできませんよ」

「対戦相手が、ちょっと可哀かわい相そうになるな」

「はい。まろんもそう思いますが……勝負ですから、仕方ありませんね」

　百南が、地上から、空中から、対戦相手の胸や手足を押し引きして、突き飛ばしたり転ばせたりその場で回転させたりとやりたい放題やっている。そのたび、「きゃあああ!?」と悲鳴があがる。

「打ったお尻しり、痛そうですね」

　顔をしかめるまろんの横で、史生は大きくうなずいた。

「あれだけ転べば、全身アザだらけだな」

　百南の対戦相手は、自分の能力を存分に発揮することもできないまま体力数値を削られ続け、試合開始から五分も待つことなくブレスレットに表示された数字をゼロにされた。

　そうやって、百も南なみは初戦と二回戦をほぼ無傷で突破した。

　羽う留るも、ほとんど一方的と言ってもいい試合運びで決勝に進んだ。

　史し生おとまろんは、ただただ感心しながら彼女のバトルを観戦した。

「からだやわらかいし、バネがあるし、反応もいいし、どうしていままで推薦とれなかったんだろ？」

「どうしてでしょう？　やはり、能力の問題なのでしょうか？　ですが、ほとんどの異能エクシードにはマイナスがつきものなのですが……」

　一回戦と二回戦で一回ずつ、計二発の光弾が戻ってきたが、羽留はほとんどダメージをうけなかった。戻ってきてもいいように、彼女は常に弱い光弾しか放たなかったようだ。

　肉体的な動きの速さと鋭さにおいても、相手のプログレスをことごとく圧倒していた。光弾を拳こぶしにまとったままの格闘術は、素人である史生の目から見ても洗練されており、美しいとさえ思ったほどだ。

「羽留って、近接枠で出場しても余裕で優勝できるんじゃないか？」

「ウルは、万能型のプログレスですね」

　こうして、遠距離枠での決勝は、稲いな森もり百南と紫し雲うん寺じ羽留の一騎打ちとなった。

　ちなみに、補助枠で出場登録をしていたまろんは、昼食前に優勝を決めてしまった。全試合棄権勝ちで。

『バトルの主導権争いは開始前からはじまっている』と自身が言っていた通り、彼女はバトル前に対戦相手のところへいき、その子の自信や闘争心を萎しぼませることに加え、懸命に抑えていた緊張感や恐怖心をほじくり返し、これでもかと膨らませてやったという。

　しかも、史生とダイレクト・リンクをして、十分すぎるほどパワーを蓄えたあとに。

「“〝勝てば賊軍”〟ということか。悪い女だ」

　という羽留の勘違いに、

「“〝勝てば官軍”〟だろ？」

　史生は迷わず言ってやった。羽留のボケに対するツッコミは、もはや条件反射だ。

「う、うるさいな!!」

　羽留が、二試合を終えてもかすり傷ひとつついていない顔を赤くする。

　まろんがにんまりして、

「無血勝利。平和的でしょう？」

　大きな胸の前で、両手をパッとひろげた。

「こっそり棄権勝ちを狙ねらうなんて、奇抜な発想だね。静かなる場外乱闘？　あ、乱闘じゃないか……」

　百南が、ちょこんと首を傾かしげる。

　ガーデンの教務部からは、なんの指導もない。【琴線愛撫アジヤストメント】であるまろんの対戦相手が立て続けに棄権したのだから、なにがあったのか見当くらいついているはずだ。

　仁義なき奇襲とも言えるまろんの作戦は、ガーデン内ではアリということだろうか。



　昼食後に決勝戦が行われるため、「食べすぎたら横腹が痛くなるから」と百も南なみはサンドイッチとコンソメスープだけ。

　羽う留るは「大切なバトルの前だから噴飯した」とこっそり史し生おにささやきながら、カツ丼どんをテーブルに運んできた。

「食前に飯を噴き出しちゃダメだろ。そこは“〝奮発”〟だろ？」

「もも、もちろんわかっていたとも！　ワ、ワザと間違えたんだ!!」

　というやりとりも、こっそり行われた。

　まろんは、ニコニコしながら竜田揚げがのったカレーを注文。

　史生は、闘いを控えた百南と羽留の緊張感が伝う染つったのだろうか、あまり食欲がなかったため、野菜丼にした。サイフにやさしい低カロリーメニューだ。

　一昨日と同じように、史生の左隣に百南、正面に羽留、左斜め前にまろん、という席に腰を下ろす。

　一昨日と違うのは、百南と羽留の間に微妙な空気が流れている、というところだろう。

　およそ一時間半後に、ふたりは勝負の場に立つ。

　百南といっしょに、天あ雨めとの再会を果たしたい。羽留にも夢をかなえてもらいたい。

　そんなふたつの気持ちが、史生の中でせめぎ合う。

　いきなりだった。

「それ、ちょっともの足りないだろ？　ほら、これをやる」

　羽留が、史生の野菜丼の上にカツをひと切れのせてくれた。

「え!?　あ、ありがとぅ」

「き、きのうポテトをもらったからな。そのお礼だ」

　目もとを紅あかくした羽留が、箸はしの先を唇でついばむようにしてなめた。

　ふと横を見ると、百南がどこかトゲを含んだ目でジ───ッとこちらを見ていたから、史生はとっさに思いついたことをたずねた。

「えっと、バ、バトルに引き分けとか、あるの？」

　幼おさな馴な染じみが、大きな瞳ひとみからすぐに微かすかな鋭さを消し去ったあと、軽く眉まゆをあげた。

　ふと思いつき、百南に訊きいてみた。

　タマゴサンドをはむはむやっていた幼馴染みが、スープでそれを流し込んだ。

「あるよ。残りの体力数値が同じまま制限時間がきれたり、あとは……滅多にないけど、ふたり同時にダウンしたまま起きあがってこなかったりしたら、ね」

「なあ、どうにかならないかな？　みんなで、いっしょにブルーエデンにいく方法、ないのかな？」

「シオくん……あたしも同じ気持ちだけど……バトルは、実力の世界なんだよ？　同情とか、仲よしだから手を抜くとか、それは対戦相手に失礼なことだから……」

「百も南なみの言う通りだ。言っておくが、わたしは引き分けるつもりなんてないからな？」

　羽う留るが言って、箸はしで食べやすい大きさに切ったカツを口に運び、もぐもぐと咀そ嚼しやくする。

「あ、あたしも、最初から飛ばしていくつもりだから、ひ、引き分けはない、と思う」

　百南が、らしくないほど挑戦的な視線を羽留にぺたっと貼はりつけた。

　史し生おの『みんなでいっしょにブルーエデンへ』という言葉は、プログレスたちにとっては、とても考えられないことなのだろう。

　羽留が、箸をもったまま人差し指をピッと立てた。

「確認しておくが……わたしがブルーエデンへの推薦を勝ちとった赤あか土つちには、史生もいっしょに連れていくからな」

「シ、シオくんといっしょにいくのは、あたしなんだから。そ、それに、“〝赤土”〟じゃなくて、“〝暁”〟だよ」

「む？　言葉での確論戦術か……なるほど、バトルの開始前に主導権を握ろうとしているな？　そうはいかないぞ」

「それを仰おつしやるなら、かく乱戦術ではありませんか？」

　竜田揚げをスプーンで器用に切りわけながら、まろんがツッコミを入れた。

「あ、う、ワ、ワザとだぞ……？」

　顔を赤くした羽留が、苦しすぎる言い訳を口にする。

　どんぶりを押さえていた史生の左手を、百南が不意につかんできた。

「シオくん、いっしょに、ね」

　大きな瞳ひとみには、いまも確かな意志が見てとれた。

「お、おう」

　すぐに、箸をもつ右手を羽留につかまれた。

「史生。百南との約束が先なのは重々わかっている。しかし、こうなったからには、わたしがキミをブルーエデンに連れていく」

「あ、ああ」

　思わず、彼女にもうなずき返してしまう。

　途端、百南の目がス──ッと細くなった。その奥で、刺とげ々とげしい光が乱舞している……、ような気がした。

「シオくん、あたしといくんでしょ？」

　声も、普段よりずっと低く聞こえるのは気のせいだろうか。

「史生、わたしといくぞ？」

　羽う留るの声音も、なんだか厚みが増しているような……。

「オ、オレは……」

　史し生おは、野菜丼どんの上にのったひと切れのカツに視線を落とした。両手を押さえられたままじゃ食べられない。

「うふふ。それでは、間をとって、まろんがシオを連れていきましょうか？」

　まろんも乱入してきた。すでに優勝を決めている者の余裕が全身から滲にじみ出ている。

　百も南なみと羽留の視線が、まろんにギロリと集中する。同時に、史生をつかんでいたふたつの手が離れた。

「お、おふたりとも、目が、怖いですよ？」

　まろんが、微笑ほほえみを強こわ張ばらせた。

　百南と羽留。ブルーエデンのネクストクラスにいけるのは、どちらかひとりだけ。

「なにかオレにできること、ないのかな？」

　史生は、だれにも聞きとれないような小声でつぶやいた。



「百南、恨むなよっ！」

　バトル開始早々、羽留が光弾を放った。が、

「やっ！」

　百南が突き出した右手に弾はじかれ、大きくそれた光弾がバトルフィールドの外へ飛んでいく。

「異能エクシードも押し引きできるのか!?」

「羽留ちゃんも、恨まないでねっ！」

　百南が、すかさず羽留の足を引いた。

「わっ!?　とと……」

　右足を前に引っ張られた羽留だったが、その足で見えない敵に上じよう段だん蹴げりを入れるような動きでからだを回転させ、百南の引力を殺すことによって体勢を立て直した。

　縦二〇メートル、横一〇メートルの平へい坦たんなバトルフィールドではじまった遠距離枠の決勝戦は、一方的な展開になりそうでならない、ギリギリの線上を危うげな様子で進んだ。

　百南が有利に試合を進めているように見えるものの、羽留もなかなか崩れない。

　百南の【万有引斥力コネクシヨン】は、羽留の光弾さえも押し引きできるようだ。その軌道を変え、自分にむかって飛んでこないようにできるのだから、もはや無効化したと言ってもいいだろう。

　だが、羽留はあきらめるどころか、

「光弾を押されるなら……」

　極めて小さな、それこそ豆粒のような光弾をばらまくように放つという戦法に切り替え、休むことなく百南を攻め続けた。

　すべての光弾を防ぐことができず、百も南なみが顔をしかめている。

「こ、こんなの、ちっとも痛くないよっ！」

「だが、続けられたら嫌だろう？　体力数値は、少しずつ減っていくぞ」

「隙すきあり！　えいっ！」

　百南が、勢いよく両手を突き出した。が、羽う留るの細いからだをその場でくるっと一回転させただけだ。

「おっと、よく狙ねらわないと、わたしのからだをしっかり押せないぞ！　もちろん、簡単には狙わせないがなっ！」

　バトルエリアの外から見ている史し生おには、細い光の線がいくつも百南に襲いかかっているのがわかるのだが、闘っている本人にはほとんど視認できないだろう。

　羽留のほうは、腕や足を引かれても、その引力に逆らうことなくからだを回転させ、倒れることを拒み続けている。押されても、引かれたときと同じようにからだを回転させることで斥せき力りよくを相殺していた。

　羽留の運動神経と反射神経、そして柔軟性が卓越しているからこそ、百南の【万有引斥力コネクシヨン】を相手に転ばないでいることは、だれの目にも明らかだった。

「お願い、倒れてっ！」

「断るっ！」

「今度こそ、転んでっ！」

「嫌だっ！」

　史生は、羽留の動きに拍手を送りたくなった。が、いつかは足をすくわれる。

　勝つのは、おそらく百南。

　いっしょにブルーエデンにいくと約束した。

　羽留は、可哀かわい相そうだけど……。

　割りきろうとしても、なかなか割りきれない。

　きのう、地下闘技場アンダーグラウンドで羽留が言っていたことを思い出す。

『わたしは、あすの試験に懸けている。六回目だからな。もう、次をうけるつもりはない。優勝できなければ、そこで終わりだ。たとえ優勝できたとしても、ブルーエデンへの推薦がもらえなければ、やはりそこで終わらせる』

　オープンカフェで聞いた百南の言葉も、耳の奥に残っている。

『シオくん、絶対、いっしょにブルーエデンにいこうね！』

「どうすりゃいいんだよ……」

　史生は、重い息を吐き出した。

　　　　　　　　　　★　★　★

　稲いな森もり百南は、バトルフィールドの中を縦横に駆け、八方に跳び回った。運動神経の勝負になったら、まず勝てない。持久力勝負になっても、あまりいい結果は望めないだろう。

　それでも、とにかく動き回ることで的を絞らせないようにした。放たれてしまえば、光弾を目で追うことは不可能だ。確実にもらい、体力数値を削られる。

　そのため、なるべく的を絞らせないことともうひとつ、羽う留るが光弾を放とうとする瞬間を見逃さず、

「えいっ！」

　彼女の手を押し、その狙ねらいを外す。

　軌道がズレた光弾が、まるで見当違いの方向へ飛んでいく。

「やるじゃないか！」

　間髪いれず、羽留が両手に光弾をまとって突進してきたため、彼女の右足を押し、左足を引く。

「このっ！」

　羽留が、前のめりに倒れ込みながらも手を突き出してきたため、「っ!?」百も南なみはとっさに横へ跳んだ。光の線がツインテールのひと房をかすめ、視界の外へ消える。

　羽留が見事なまでの柔軟性を披露し、きれいな前転をすることで倒れ込む衝撃を打ち消し、何事もなかったかのように立ちあがる。怖ろしくなってくるほどのバランス感覚だ。

　バチッ。

「あっ!?」

　肩に、指で弾はじかれたような軽い痛みが走った。

　百南は、羽留の両手の動きに注意を払いながら、大急ぎで床を押して斜め上に飛び、天井の鉄骨を引いて上昇する。

　とまったら的を絞られる。可能な限り、動き続けなきゃ。高いところは、まだ少し怖いけど……、でも、負けたくないから……。

「逃がさん！」

　羽留が、ノーモーションで小さな光弾をバラバラと飛ばしてくる。

　パワーを溜ためて撃とうとしてくれれば、その隙すきを突いて押し引きできたのに……。

　百南は、顔や胸にうるさいほどバチバチ当たる光弾に顔をしかめつつ、バトルフィールド内で押し引きを繰り返し、自由自在に飛び続けた。

　そうしながらも、ときどき視界をかすめる史し生おの姿を、胸の内にしっかりと抱きしめる。

　天あ雨めの変化をうけ入れることができず、心を萎しおれさせてしまった自分は、逃げるようにガーデンへやってきた。このまま地元に帰ってもいいとさえ思っていた。

　帰れば、彼が待っていてくれるから。

　それなのに……。まさかガーデンで史生に会えるとは思ってもみなかった。

『小こ鳥とり居い史生だ。みんな、仲よくやってくれ』という殺た陣てコーチの紹介を聞いたとき、息がとまりそうになった。あまりの驚きに頭が混乱した。青せい蘭らん学園から逃げ帰ってきたという恥ずかしさで、彼の顔をまっすぐに見ることができなかった。

　でも、史し生おはやっぱり史生だった。

　彼に背中を押してもらえたから……。

　もう一度、ブルーエデンへ。

　再び、天あ雨めがいる場所へ。

　今度こそ、なりたかった自分になるために。

　だから、このバトルは負けられない。羽う留るには悪いけど、今回はあきらめてもらう。彼女の実力なら、来月の試験で必ず優勝できるはずだ。

　百も南なみは心を決め、羽留の頭上で急停止した。

　片手で天井を押すと同時に、もう片方の手で地上にいる彼女を押す。

「天地圧プレスっ!!」

「くっ!?」

　羽留が、目に見えない巨大な重石おもしを背負わされたかのように、片かた膝ひざをついた。すぐにもう片方もつき、さらには両手、そしてそのままうつ伏せに倒れ込む。

　このまま押さえ続ければ、羽留の体力数値は遠からずゼロになる。

「羽留ちゃん、ごめんね」

　百南は、空中で停止したままつぶやいた。

　ちょっと苦しい思いをさせることになるけど、バトルだから……。

　　　　　　　　　　★　★　★

　紫し雲うん寺じ羽留はうつ伏せになったまま、背中に感じる強い圧力に歯は噛がみした。

　視線だけを動かし、ブレスレットの体力数値を確認する。

「っ!?」

　秒単位で減り続けている。このままだと、あと一分も待つことなく敗北決定だ。

「羽留ちゃん、ごめんね」

　天井のほうから、か細い声が聞こえてきた。

「ごめんね、だと？」

　呻うめきながらも、どうにかこうにか声を出す。

「わたしは！　絶対に！　あきらめないぞ！」

　床に両手をついた。が、胸を一ミリも浮かせることができない。

「く、う、うぅ……」

　前に這はって逃れようとしてみた。だが、それもできなかった。

　背骨をへし折られそうなほどの力に、羽留は歯噛みした。

　ブレスレットに表示された体力数値が、“〝30”〟を切った。

　負けたくない。

　想おもいが、心の中で爆発した。

「う、うう、ぁっ、ああああああああああぁっ！」

　両手で、両足で、動かせるところはすべてつかって床を押した。

　額も床に押しつけた。

　背の圧迫感から逃れるために。

「あきらめるものかっ！」

　父と母のためにも。

　毎月、決して少なくない額の滞在費と食費が、きちんと銀行に振り込まれている。

　二年前、父は知人に騙だまされて事業に失敗した。その後、家財道具のすべて、そして代々うけ継がれてきた家と土地を売り払っても返しきれない額の借金を抱えたまま、家族三人で賃貸の１ＤＫ木造アパートに移り住んだ。

　父はいま、土木関係のバイトに毎日通っている。夜は警備のバイトだ。からだの弱い母は、近所の総菜屋でパートをしている。

　ふたりとも、羽う留るのために身を粉にして働いてくれているのだ。

　ブレスレットの数値が、“〝20”〟を切った。

「あきらめないぞっ！」

　あきらめたら、大好きな両親に悲しい想いをさせてしまう。

　あきらめたら、ブルーエデンの推薦をもらえなくなる。

　あきらめたら、なにもかもそこで終わりだ。

「ああああああああああぁっ!!」

「う、羽留ちゃん、そんなに動いたら、け、怪け我がしちゃうよ!?」

　狼狽うろたえたような声が降ってきた。

　それでも、羽留は動き続けた。

　背骨を少々痛めても、負けるよりずっとマシだ。と歯を食いしばったそのときだった。からだがスッと軽くなった。

　反射的に横へ転がり、素早く立ちあがる。

　一〇メートルほど離れた場所に、百も南なみが音もなく降りてきた。

　羽留はすぐに背中の痛みを意識の外に掃き出し、対戦相手に集中する。

「情けをかけたのか？」

「な、情けとか、そんなんじゃ……あれ以上無理して動いてたら、背骨が折れてたかもしれないんだよ？」

「それを情けと言うんだ」

「う、羽留ちゃんに怪我をさせるのが目的じゃないもん」

「負けてもいいのか？」

「勝ちを譲るつもりはないよ」

「当然だ。全力でこい！」

「も、もちろん」

　チラッとブレスレットの数値を確認した。

　残り“〝１”〟。ちょっとでも押されれば、その瞬間“〝０”〟になってしまうだろう。

　驚くというよりも、思わず笑みがこぼれてしまった。

「ふっ、わたしは運がいい」

「え？」

　百も南なみが、わずかに目を大きくした。

　彼女も、羽う留るの体力数値が残りわずかであることくらい、わかっているはずだ。それなのに、『運がいい』なんてどういうこと？　とその表情が言っている。

　羽留は、百南の疑問にこたえることなく、視界の隅に引っかかった影をそっと胸の内に招き入れた。

　史し生おとまろんが、バトルフィールドの中央ライン、そのすぐ外で観戦していることは、バトル開始前に確認している。プログレスたちの中にある少しだけ背の高い影は、ほぼ間違いなく彼だ。目をむけなくてもそれがわかった。

　せっかく、最高に相性のいいαドライバーと出会えたのだ。負けるわけにはいかない。

　自分のためにも、そして両親のためにも、必ず勝ってみせる。

　体力数値が残り“〝１”〟なんて、吹っ切れるにはちょうどいい。

「勝負だっ！」

　羽留は、右手を百南にむかって突き出した。

　すぐに、押される感覚がてのひらに伝わってくる。このまま光弾を放っても、百南には決して当たらない。

　それでも、羽留はてのひらに異能エクシードを集めた。史生とリンクした時だけ使用可能となる特殊技がいま、一発分だけ体内に眠っている。

　試合前に、彼がダイレクト・リンクをさせてくれたのだ。

　つかうなら、いましかない。

　百南の押す力を、光弾の膨張する力が弾はじき飛ばす。

　いけるっ！

「超ちよう弩ど級きゆう弾！」

　　　　　　　　　　★　★　★

「っ!?」

　小こ鳥とり居い史生は、息をとめた。

　なんということだろう……。

　羽う留るの放った巨大な光弾は、百も南なみの眼前でとまった。

　史し生おと羽留がリンクしなければ生み出すことのできない特殊技〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉はいま、放った本人に襲いかかろうとしている。

　ブルーミングバトルでは、αドライバーである史生が選択しなければならない特殊技も、現状のような通常のバトルフィールドではプログレス自身の意志で放つことができるようだ。が、それが裏目に出た。

　幼おさな馴な染じみの目と鼻の先で、光球がバチバチと電気の爪そう牙がをちらつかせている。

【白璧微瑕ロシアンルーレット】

　その能力名が史生の脳内を過よぎった瞬間、巨大な光球が揺れた。が、動かない。宙にとどまったまま、羽留に戻ろうとしない。

　百南が、光球にむかって両手を突き出している。

「モ、モナミ、そんな、無茶ですっ！」

　近くにいたまろんが、らしくないほど狼狽うろたえながら叫んだ。

「百南が、引いてるのか？」

　この状況はなんだ？　最後の最後で、光球が放った本人に戻ろうとするなんて……。

　百南の幸運？

　羽留の不運？

　史生は、地下闘技場アンダーグラウンドでのことを思い出した。

　あのとき戻ってきた超弩級弾は、羽留曰いわく「20％」だった。それでも、かなりのダメージをうけた。結果的にはコーナーポストに頭をぶつけて気絶してしまったが、それだけ大きくバランスを崩したということだ。

　いま百南が引いてとめているモノは、間違いなく１００％の〈超弩級弾〉だ。

「う、羽留ちゃん、逃げて！　この力、羽留ちゃんのところに還かえりたがってる！　感じるの！　だから、急いでなにかの後ろに隠れてっ！」

　百南が、声を裏返らせた。

「ウル、いまのうちです、急いでください！」

　まろんも、大きな声を出す。

　他ほかのプログレスたちも、口々に叫びはじめた。「逃げて」「廊下に避難して」「早く」と。

　つまり、羽留に「試合を放棄しろ」と。

　試合の審判でもある殺た陣ては、壁際で太い腕を組んだまま動かない。勝負が決まるまで、口出しをするつもりはないようだ。

　史生は、歯を食いしばった。

　百南が引く力を消せば、巨大な光球は放った本人へ戻っていく。

　羽う留るの体力数値は、おそらくもうほとんど残ってはいないだろう。現時点で、彼女の負けはほぼ決定したと言ってもいい。

　史し生おは、重々しい気持ちを振り払い、声を張りあげた。

「羽留、逃げろ！」

　気持ちは、百も南なみやまろんと同じだ。バトルの勝敗より、羽留自身のことが大切だ。

　だが、彼女は動かなかった。それどころか、両手を軽くひろげ、微かすかに揺れ続けている〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉に微笑ほほえみかけた。

「意地を張ってる場合じゃないだろ！」

「ここで意地を張れなかったら、わたしはプログレス失格だっ！」

　羽留が、フィールド全体に響き渡るような大声で言い放った。

「う、羽留ちゃん、あ、あたし、そ、そんなに長く引いておけないよ！　い、急いで逃げて！　お願いっ！」

「百南、もういい。このバトルは、キミの勝ちだ。情けをかけられ、最後の攻撃もこんなかたちになって……本当にもういいんだ。これ以上、わたしに恥をかかせないでくれ」

「羽留ちゃん……」

「ウル、そんな……」

　百南とまろんが、声を震わせる。















　羽う留るが、光弾にむかって一歩を踏み出した。

「最後に闘った相手が、百も南なみでよかった」

「最後って……？」

　羽留の歩みはとまらない。

「キミのお陰だ。自分の意志で、幕を下ろすことができる」

「ちょ、羽留ちゃ……」

「ウル、いけませんっ！」

　あちこちから、プログレスたちの悲鳴があがった。

　羽留は、光球と接触するつもりだ。

「……っ!!」

　気づいたときには、床を蹴けっていた。

　史し生おは、女の子たちの声を突き破るようにして激走はしった。

　そして、

「うおりゃあああああっ！」

　躊躇ためらうことなく、巨大なエネルギーの塊にむかってダイブした。








七章　サヨナラガーデン



　史生は、夢ゆめ現うつつの中にいた。

　だれかが泣いている。



「ごめんなさい。本当にごめんなさい」

　泣いているのは、百南だろうか……。

「違う。悪いのは百南じゃない。わたしが弱かったんだ。わたしに、プログレスとしての力がなかった。ただ、それだけのことだ」

　羽留の声も聞こえる。

「でも、バトルの前に、ちゃんと話してくれてたら……」

「それはフェアじゃない。わたしは、正々堂々と闘いたかったんだ。不幸を表に出して同情を買うなんて、そんなのは、恥ずべき行為だ」

「だからって、ガーデンをやめるなんて……」

「もう決めたことだ。わたしは負けた。きょうの試験で六回めだ。これだけうければ、自分に実力がないことくらいわかる」

「そんなことないよ。ブルーエデンのネクストクラスでも、かなり強いほうに入るはずだよ。がんばれば、スペシャルクラスにだって……」

「【白璧微瑕ロシアンルーレット】なんて呼ばれてる異能エクシードなんだぞ？　ここぞというときに、チームの足を引っ張るようなわたしを、どこの物好きがうけ入れてくれるんだ？」

「ウルは、ご自分の異能エクシードを卑下しすぎです。そこは、それほど気にするところではありません。どのような能力であっても、欠点や弱点は必ずあります。要は、つかい方次第ということです。あきらめるのは、まだ早いと思います」

　どうやら、まろんも近くにいるようだ。

　史し生おは、ぼんやりと彼女たちの会話を聞いた。

「そ、そうだよ。あきらめちゃダメだよ。あきらめたら、本当にあきらめちゃったら……、“〝あきらめた自分”〟がずっと後ろからついてくるよ。それって、すごく気持ちが重いことなんだよ。あ、あたし、自分がそんなだから、よくわかるの」

「………………」

「羽う留るちゃん？」

「ウル？」

「わ、わたしだって……、わたしだって、やめたくないに決まってる！　本当は、青せい蘭らん学園にいって、トップクラスのプログレスになって、卒業したあとはたくさん働いて、両親に楽をさせてあげたかった！　もうがんばらなくていいからって、つらい仕事はしなくてもいいからって、肩の力を抜いて、笑っているだけでいいからって、あとはわたしに任せてって、胸を張って言いたかった！　でも、もう、わたしは、これ以上……」

「う、う、羽留ちゃ、ん。ふぇ、え、……」

　百も南なみの泣き声が、史生の胸に染み入ってくる。



　史生は、ゆっくりと目を開けた。

　白い天井が見えた。顔を横にむけた。小さな瓶がたくさんならべられた戸棚があり、その横にある窓は開け放たれていた。白いカーテンが微かすかに揺れている。

　ここはガーデンの医務室で、自分はベッドに寝かされている。史生はそのことをうっすらと自覚しながら、視線を巡らせた。

　史生の足のほうで、百南、羽留、まろんの三人が輪をつくるようなかたちでむかい合っていた。

　百南は、これでもかというほど頬ほおを涙でぬらしていた。羽留も、目に涙を溜ためている。

　見ているだけで、胸の奥が痛くなった。

　すぐにまろんが、こちらに気づいてくれた。

「シオ、目が覚めたのですね」

「お、おい、まだ一時間も経たっていないのに……大丈夫なのか？」

　羽う留るが、ササッと目もとを指先でぬぐったあと、枕まくらもとに近づいてきた。

「シオくん、よかったぁ」

　百も南なみも、ハンカチで顔を拭ふきながら歩み寄ってくる。

　史し生おは軽く両手をあげ、グッと握り、パッと開いてみた。なんの違和感もない。両足も、寝たまま膝ひざを曲げ、そして伸ばしてみる。なんの問題も感じられない。

「よし、異常なし」

　史生は、起きあがろうとベッドに手をついた。が、「もう少し寝ていろ」と羽留に胸を押されたため、枕から頭をあげることができなかった。

「オレ、もう大丈夫だから……」

「わたしの身代わりになるなんて……史生はバカなのか？」

「バカって……」

「ほんとに……バカなんだから」

「う、羽留ちゃん。シオくんは、バ、バカなんかじゃ……」

　なんだか狼狽うろたえている百南をチラッと見たあと、羽留がフッと笑みをもらした。

「バカというのは、もちろん隠いん喩ゆだ。わたしが本当に言いたいのは、史生が“〝愛すべき男性”〟だということなんだが、そんな言葉を口にするのは恥ずかしいだろ？」

「いぃ、言っちゃってるよ！」

「構わないさ。心からの本心だからな」

「ちょっ、重ちよう複ふくしてるよ！」

「超ちよう福ふく、か？　ふむ。御利益がありそうだな」

「言ってる意味、わかんないよっ!?」

　羽留と百南のやりとりを聞いているまろんが、目だけで微笑ほほえんでいる。

　史生は気恥ずかしさを覚えながらも、自分がなにをすべきなのか考えた。

　羽留のために。羽留のことを想おもって涙を流している幼おさな馴な染じみのために。

　羽留が、史生の顔を覗のぞき込んできた。

「痛い思いをさせて、すまなかった。そして、ありがとう。史生なら、ブルーエデンでもすぐにスペシャルクラスに入れるだろうな」

「オレは……」

　自分にできることは、なんだ？　羽留のぶんまでがんばることか？　あきらめるな、と彼女を説得することか？

「わたしは、あした実家に帰るよ。普通のプログレスとして青せい蘭らん学園に入ろうかとも考えたが、ふふ、やはり学費や生活費に家計を直撃されたくないからな。キッパリとあきらめることにした。短い間だったが、キミのことは絶対に忘れない」

「おい、そんなこと言うなって」

　史し生おは、再び起きあがろうとした。が、また羽う留るに胸を押された。

「頼むから、寝ててくれ」

「本当に帰るのか？」

「帰ると決めたら、なんだかホッとした。もう、きつい訓練をする必要もないからな。ふふ、ガーデンでの半年間を思えば、他ほかのことはなんだって耐えられるさ」

「羽留……」

「で、できれば、手紙のやりとりを、してもらえたら、嬉うれしいな。史生が、青せい蘭らん島でどうしているのか、知りたいから……本当は、メールのほうが簡単だが、ケータイ、もってないから……」

「ブルーエデンのこと、本当に、いいのか？」

「いいも、なにも、わたしは、もう……これ以上……親に……迷惑を……かけたく……」

　言葉を詰まらせた羽留が、自らの震える唇を手で押さえた。彼女の瞳ひとみが、ぶわっと音が聞こえてきそうなほど一気に涙をあふれさせる。

「うえぇぇぇぇん」

　百も南なみも、子どものように泣き出した。

「あなた方の感情には触れないと、誓いましたけど……」まろんが、羽留と百南に目をむける。「悲しみを、少しでも、和らげたいのでしたら……」

　彼女はそれ以上なにも言わず、泣いているふたりの反応を悲しそうな目で窺うかがっている。

　まろんの【琴線愛撫アジヤストメント】で悲しみを小さくしても、根本的な解決にはならない。

　自分にできることは？

　史生は考えた。

　みんなでブルーエデンにいくためには？

　考えをまとめるよりも先に、史生は「よし！」と勢いよくベッドから起きあがった。そして、床に置かれていた自分の靴をはく。

「史生？」「シオくん？」「シオ？」

　女の子たちにニッと笑いかけながら、史生は医務室の出口にむかって歩き出した。

「やれることをやってみる」



　殺た陣ての巨きよ躯くを探す必要はなかった。

　医務室のドアを開けるなり、ぶ厚い肉の壁に行く手を阻まれたからだ。

「小こ鳥とり居い、もういいのか？」

　サングラスをつけたごつい顔が、ぬっと近づいてきた。

　史生は、彼に直じか談だん判ぱんをしにいこうと思っていたため、これを好機と捉とらえた。羽留の事情を伝え、百南といっしょにブルーエデンへの推薦をもらえないかと考えたのだ。

　もちろん簡単にはいかないだろう。それでも、言うだけ言ってみようと思った。

「殺た陣てコーチ、ちょっとお話いいですか？」

「なんだ？」

　殺陣のサングラスが、冷えきった光を放つ。

　史し生おは、後ろに立っている羽う留るへ意識を伸ばしながら、殺陣の厚い胸板を前に気持ちを固めた。

　気け圧おされるな。黙っていたら、羽留とはこのままサヨナラだ。

「紫し雲うん寺じさんは、かなり力のあるプログレスだとオレは思ってます」

「そうか」

「どうして、ブルーエデンへの推薦をもらえないんですか？　オレには納得できません」

　回りくどいことは言わず、直球勝負に出た。

　殺陣の七三分けが、さらりと流れる。

「納得か。世の中、納得できることばかりじゃないぞ」

「こたえになっていない、と思います。オレが知りたいのは、紫雲寺さんが推薦されない理由です」

「小こ鳥とり居いが知る必要はない」

「オ、オレにはなくても、紫雲寺さん本人にはあるんじゃないですか？」

　勇気を振り絞った。ガーデンの主任コーチに目をつけられたら、自分が不利益を被るかも。そんな不安があった。そもそも、殺陣のような巨漢に意見するだけでも息切れしそうになるのだ。が、それでも、退ひくわけにはいかない。

「確かに、紫雲寺には知る権利があるな」

　殺陣の厳つい顔が、わずかに動いた。サングラス越しの視線が、羽留にむけられたことがわかった。

「紫雲寺。理由を知りたいか？」

「言われなくても……。わたしの能力は【白璧微瑕ロシアンルーレット】という名をつけられていますから」

　果たして、羽留が推薦してもらえない理由は、彼女が自覚している通りなのか。

　羽留の能力は、放った光弾がときどき自らに返ってくるという、諸もろ刃はの剣とも言える性質をもっている。

　太い腕を組んだ殺陣が、

「紫雲寺は、どんなプログレスになりたいんだ？」

　そんな問いを口にした。

「わたしがなりたいのは、パーフェクトなプログレスです。そこにいるだけで、チームのみんなが安心してくれるような……。それから、テレビに出ている先輩たちのように、お金をたくさん稼げるプログレスになりたいと思っています」

　羽う留るが、大おお真面目まじめにこたえを返す。

「家族のために金を稼ぎたいのか？」

「はい。父と母に楽をさせてあげたいので」

　羽留のこたえに、殺た陣てが小さくうなずいた。

　彼はどうやら、紫し雲うん寺じ家の事情を知っているようだ。プログレスたちの家庭環境は、ガーデンによってきちんと調べられているのだろう。

　だったら、少しくらい評価に色をつけてやっても……、と史し生おは思った。反面、同情によって羽留の評価が高くなったら、それはそれで彼女に失礼だという思いもあって……。

「パーフェクトなプログレスか」

　腕組みを解いた殺陣が、サングラスのブリッジを太い指先で器用に押しあげた。

「完かん璧ぺきを目指すなとは言わん。だが、そればかりに囚とらわれていると、大事なモノを見落としてしまうぞ」

「大事なモノとは？」

　羽留の問いかけに、殺陣が唇の端を微かすかに曲げた。

「自分で考え、自分で見つけろ、と言いたいところだが……これだけは忘れるな。大事なモノは人によって、状況によって、時期によって常に移り変わっていく。そのときどきの優先順位を見誤るな」

「でしたら、いまの優先順位はなんでしょう？」

　まろんの言葉で、史生はあらためて殺陣の巨体に気持ちをむけた。

　決まってる。みんなでブルーエデンのネクストクラスに入れるよう、推薦してください！　と無理を承知でお願いすることだ。

　しかし、それよりも前に聞いておかなければならないことがある。話がズレてしまったせいで、羽留が推薦してもらえない理由をまだ殺陣の口から説明してもらっていない。内容次第では、無理なお願いのやり方も変わってくるはずだ。

「殺陣コーチ、紫雲寺さんが推薦してもらえない理由を……」

　最後まで言いきる前に、

「先に言っておくが、ブルーエデンへの推薦者はもう決定した」

　殺陣の重々しい声が降ってきた。

「え？」

「ここ数日、お前たちが仲よくやっていたことは、こちらでも確認している。だが、今回の決定はそのことをまるで考慮に入れてはいないから、そのつもりでいろ」

　史生の隣まできた百も南なみが、ほとんど真上を仰ぐようにして殺陣とむかい合った。

「あ、あの、だれを推薦したんですか？」

「発表はあすだ。掲示板で確認しろ」

「あ、あたしですか？　それとも……」

「何度も言わせるな」

「そ、そんな……」

　百も南なみの瞳ひとみにはいま、たっぷりと涙が溜たまっている。あとひと押しでもすれば、ぽろぽろとあふれ出してしまうだろう。

　殺た陣てが、眉まゆ根ねに深いシワを刻んだ。

「ついさっきブルーエデンの教務部に連絡した。推薦者の変更はガーデンの信用を損なうため、絶対にできない」

「コーチっ！」

「以上だ。オレから言えることは、もうなにもない」

　史し生おの言葉をはねつけるなり、殺陣が大きなからだには似合わないなめらかさで踵きびすを返した。が、すぐさま肩越しに振り返り、

「朝あさ霧ぎり、オレに能力をつかうのはやめておけ。異能エクシードの無駄づかいだ」

　それだけ言って、再び歩き出す。

　史生は、殺陣が立ち去ったあと「？」とまろんに目をむけた。

　彼女が肩をすくめる。

「大鬼オーガコーチは、まさにオリハルコンなみの精神力をおもちです。彼の同情心を膨らませて、ウルを助けようとしたのですが……まるで歯が立ちませんでした」

　史生は奥歯を噛かみしめた。無力感が、胸の奥にひろがっていく。ぶつけどころのない怒りもいっしょに。



　五月の推薦者発表が行われる日。

　史生は、なんだか気持ちに重いフタをかぶせられたかのような心地でマンションをあとにした。

　百南は、きのうからずっと肩と視線を落としたままだ。すぐにでも泣き出してしまいそうな表情である。昨晩寝ているときも、『羽う留るちゃ～ん、羽留ちゃ～ん』と涙まじりの寝言を口にしていた。

　そんな百南に、まろんはずっと「悲しまないでください」とやさしく声をかけていた。

　羽留は、「帰り支度をするから」と百南の部屋にはこなかった。今朝も、朝食の場には姿を見せなかった。

　会ったのは、ガーデンへ登校するため彼女の部屋まで迎えにいったときだ。

　薄く開けたドアのむこうで、「昼からいく。そのときに退学届けを出すよ」と吹っ切れたような笑みを浮かべていた。

　だが、赤く腫はれた目や、その下のクマを見れば、彼女がどんな気持ちで一夜を過ごしたのか、だれの目にも明らかだった。

「これで終わりだなんて、羽う留るちゃんが、可哀かわい相そうだよ」

　いまの百も南なみには、爽さわやかな朝の陽光ひかりは苦痛でしかないように見えた。ジメジメとした陰の気をまとったまま、思わずナメクジを連想してしまうような動きでのそりのそりと歩を進めている。このままのペースで歩けば遅刻は確定だ。

「悲しみを癒いやしてあげたくても、心には触れないと誓いましたから。悩ましいですね」

　まろんが、細い眉まゆをハの字にして、言葉通り悩ましげに首を傾かしげる。薄紫色のロングウェーブヘアが、突き出た胸の上にはらはらと落ちていく。なんだか悲しげに。

　史し生おは、そんなふたりを気にかけながら、のっそりのっそりと足を進めた。トレーニングの開始時間に遅れる覚悟を決め、百南に歩調を合わせている。

「羽留ちゃん、五回も優勝したのに……」

　百南が、震える声でつぶやいた。

　幼おさな馴な染じみに気持ちを添わせ、史生は思ったままを口にした。

「悔しいだろうな」

　まろんが、疲れたように息を吐く。

「ウルの胸中には、“〝悔しい”〟という感情も確かにありましたけど、それよりもずっと強かったのは、“〝ごめんなさい”〟という詫わびる気持ちでした」

　史生と百南は、顔を見合わせた。重苦しい空気にのしかかられ、息苦しくなってくる。

　百南の長いまつげが、小刻みに震えている。唇も小刻みに震えている。

　あ、泣く。と史生は思った。

　予想通り、三歩も進むことなく、百南がぽろぽろと涙をこぼしはじめた。つるつるほっぺを、大粒の滴が次から次へとすべり落ちていく。

　まろんも、目め尻じりを濡ぬらしている。

　史生は、鳩みぞ尾おちの奥にグッと力を込めた。

「オレ、きのう、本気で羽留を助けようとしたかな……」

「シオくん……？」

「シオ？」

　百南とまろんの涙目が、史生に注がれる。

「経済的に苦しくても、羽留を助ける方法なんていくらでもあるんじゃないか？　青せい蘭らん学園って、プログレスだったらだれでも入学できんだろ？　お金のない生徒を助けることくらい、簡単なんじゃないか？」

「そ、そうだよね」

　百南が、てのひらで涙をぬぐった。

　しかし、まろんが悲しそうに目を伏せる。

「青せい蘭らん学園は、確かに奨学のための校則が充実しています。ですが、ウルの場合、実家に仕送りしたいということも仰おつしやっていましたから……ブルーエデンのように、月々のお手当が出る学区にぜひとも入りたかったのだと思います。ご両親に対する敬慕の情が強い方ですから」

　百も南なみが、すぐさま口を開く。

「それなら、アルバイトをすればいいんじゃないかな？　島の繁華街でバイトしてるプログレス、けっこういたよ。学費を免除してもらって、生活費の補助申請が通れば、月々のお手当をもらえなくてもバイト代を仕送りできるでしょ？」

「まろんは、生活のために働いた経験がありませんので……そういった知識は皆無にひとしいのですが……その、“〝あるばいと”〟というものは、実家に仕送りできるくらいの額を稼げるのでしょうか？」

「あ、あたしだって、アルバイトしたことないし、バイトの種類にもよると思うけど……がんばれば、たぶん、なんとか……」

　自信なさげにもごもごと言葉尻じりを濁した幼おさな馴な染じみの肩に、史し生おはポンと手をのせた。

「オレ、もう一度、殺た陣てコーチにかけ合ってみるよ。羽う留るのこと、ほっとけないだろ」

「シ、シオくん……」

「まろんもいきます。大鬼オーガコーチに再チャレンジです！」

　まろんが、豊かな胸の前で拳こぶしを握った。ぷるんとした唇も、きゅっと引きしめている。

　百南が、いまだ濡ぬれている瞳ひとみに強い意志を宿した。

「あ、あたしもいく。あたしも、羽留ちゃんをこのままいかせたくないもん！」



　バトルに臨むときのような緊張感を胸に、史生たちはガーデンの教務室を目指した。

　そして、見た。教務室前の掲示板に貼はり出されていた推薦者の名前を。



　近接枠　　該当者なし

　遠距離枠　紫し雲うん寺じ羽留

　補助枠　　該当者なし



　あれ？　と史生はわずかに眉まゆをあげた。

　羽留が、推薦をもらってる。

　なんで？　と史生は眉根を寄せた。

　稲いな森もり百南と朝あさ霧ぎりまろんの名前がないけど……？



　史生たちはノックもそこそこに教務室へ駆け込み、殺陣とむかい合った。

「月例試験で最も優秀な成績を収めたのは、稲いな森もりだ。しかし、稲森はもともとブルーエデンからきた生徒だから、帰るのに推薦は必要ない。だから、次点の紫し雲うん寺じを推した。いままで、αドライバーとのリンク率が低すぎることが推薦を躊躇ためらわざるをえない理由だったが、小こ鳥とり居いとの相性を見て、そのネックはクリアできたものと判断した」

　主任コーチの言葉に、史し生おたちはしばらく互いに顔を見合わせていた。

　羽う留るのために！　と勢い込んでガーデンにきたのに、あっさりとかわされたようなかたちになっている。

「そ、それじゃ、羽留ちゃんは、ブルーエデンのネクストクラスに入れるんですか？」

　百も南なみの質問に、殺た陣てが太い眉まゆを片方だけあげた。

「紫雲寺が辞退しなければ、そうなるな」

　史生は、殺陣の渋い声を聞きながら、状況を整理した。

　羽留は、ブルーエデンのネクストクラスへいける。

　百南も、ブルーエデンのネクストクラスへ戻れる。

　でも、まろんは？　それから自分は？

「あ、あのぅ」

　疑問を解消しようと、史生は殺陣のサングラスに映る自分自身と目を合わせた。

「知ってるぞ」

　質問を口にするよりも早く、主任コーチのぶ厚い唇から謎なぞの言葉が出てきた。

　心臓が、ドキッと小さく跳ねる。

「小鳥居。紫雲寺といっしょに地下闘技場アンダーグラウンドへいったな？」

「うっ!?」

　バレてる！

　もしかして、羽留の推薦がとり消されるのか？　もちろん、同行していた自分も同罪に違いなくて。

　首筋に寒気を感じた。

「わ、わかってたんですか？」

「地下闘技場アンダーグラウンドは、本校の管轄下に置かれているからな。学区のひとつであるブルーエデンが、どうこう口出しをしていいところじゃない。そのため、ブルーエデンの直轄準備校であるガーデンでは、可能な限り距離を置くことにしている」

「そ、そうなんですか？　あそこ、青せい蘭らん学園にいくのを拒否した人たちが集まるって、そう聞きましたけど……」

「家族のそばを離れたくない者。その土地を出たくない者。学舎という環境を好んでいない者。拒否する理由は人によって様々だが、プログレスやαドライバーは国の宝だ。青蘭学園としても放っておくわけにはいかない」

「まあ、確かにそうですよね」

「地下闘技場アンダーグラウンドは、能力者の監視及びガス抜きのために学園がつくった場所だ。可能なら、彼らに学園行きを促すことも目的としている」

「そこに、ガーデンの生徒が足を踏み入れたら……」

「当然、減点だ」

　殺た陣てのひと言に、史し生おはゴクリとツバを呑のみ込んだ。

「げ、減点……って？」

「小こ鳥とり居いは、ガーデンに入った翌日でなにも知らなかっただろうから、大目に見ておく。だが、紫し雲うん寺じはべつだ」

「ちょ。ちょっと待ってください」

「ガーデンと地下闘技場アンダーグラウンドは、互いに距離をとっている。言いたいことはいろいろあるだろうが、それが決まりだ。文句は聞かんぞ。そういうわけで、無断で地下闘技場アンダーグラウンドに入り、こともあろうにブルーミングバトルを行った紫雲寺は減点だ。ブルーエデンのネクストクラスに入る際の権利を、ひとつ剥はく奪だつする」

「そんな……」

　史生は、思わず息をもらした。

「は、剥奪って……」

　百も南なみが、“〝剥奪”〟という言葉のイメージだけで、すでにぷるぷる震えている。

　まろんは、探るような目で彼女曰いわく大鬼オーガコーチを見据えている。

「紫雲寺は、αドライバーを同伴できない」

　殺陣の言葉が、チクリと胸に刺さった。つまり羽う留るは、ブルーエデンへいく際に史生を連れていくことができない、ということだ。

「先に言っておくが、稲いな森もりはもともとブルーエデンの生徒だから、ガーデンのαドライバーを連れ帰ることはできない」

「「え？」」

　史生と百南が、同時に声をあげた。

「シオくんは、いっしょに、いけないの？　だ、だったら、あたしも、ここに残る」

　百南が、くしゃりと顔を歪ゆがめた。あと数秒もすれば、きっと泣き出すだろう。

　殺陣が、肩をすくめた。

「稲森、そんなに小鳥居といっしょにブルーエデンへ戻りたいのか？」

「ふぁ、あ、はぃ、い、いっしょに……」

「だったら、小鳥居に訊きいてみたらどうだ。いっしょにいく気はないか、とな」

「「え？」」

　史生と百南の声が、再び重なった。

　殺た陣てのぶ厚い唇の端が、微かすかにあがった。

　笑顔というには、あまりにも硬すぎる表情だ。しかしながら、そこから滲にじみ出ている確かなメッセージに、史し生おは思わず身震いした。

「小こ鳥とり居いには、稲いな森もりのためにここへきてもらった」

「え？　あたしのため、って」

「稲森がリハビリという名目でガーデンにきたことは、自身も承知しているだろう。小鳥居をここに連れてきたのは、学園復帰リスクールプログラムの一環だ。偶然だが、子どもの頃ころからの友人がタイミングよくαドライバーとして覚かく醒せいしたのなら、それを利用しない手はないからな」

「ということは……」

「国が行った能力測定によって、小鳥居はブルーエデンのネクストクラスで学ぶに値するαドライバーであることが判明している。だから、稲森といっしょにいつでも青せい蘭らん島に渡れるぞ」

　百も南なみが、弾はじかれたように史生へ顔をむけた。ついさっきまで泣きそうだった顔が、これでもかというくらい輝いている。

　だが、史生はまだ完全には喜べないでいた。あとひとつ、殺陣に訊ききたいことがある。

　まろんは？

「小鳥居史生、稲森百南、そして紫し雲うん寺じ羽う留るの三人は、ブルーエデンのネクストクラスへ移籍することが決定した」

　殺陣の言葉で、史生の気持ちはほんのわずかに重くなった。

　まろんだけ、ガーデンに残るなんて……。

　百南も、ようやくそのことに気づいたのだろう。史生といっしょに！　という喜びから一転、痛みを堪えるような表情になった。

　当の本人であるまろんは、にっこりしているだけだ。

　史生たちに気づかう素振りも見せず、殺陣が話し続けた。

「ブルーエデンをはじめ、青蘭学園はプログレスとαドライバーを大切に考えている。本校にいったあとは、そのことを決して忘れるな」

「プログレスとαドライバーは、地球アースだけではなく、すべての世界が手をとり合って守り育てなければなりません。少なくとも、うちの神々はそうお考えです」

「「え？」」

　史生と百南の声が、またまた重なった。

　まろんはいま、なんて言った？

　殺陣が、微笑ほほえんでいるまろんに顔をむけた。

「朝あさ霧ぎり、教えてもいいのか？」

「うふふ、規則ですから、もう少し秘密でお願いいたします」

「そうか。うちの生徒を大切に扱ってくれるなら、オレはなにも言わん」

「感謝いたします」

　史し生おと百も南なみは、殺た陣てとまろんの間で何度も視線を往復させた。

「まろんちゃん？」

　あなたは何者？　という百南の視線に、まろんは「うふふ」とどこか妖あやしげな笑みを返すだけで、なにもこたえてくれない。

　史生は小さく息を吐き、ひと言だけ質問することにした。

「まろんも、ブルーエデンにいくの？」

「学園に帰ります」

　まろんが薄い青色の目を細め、あたたかな笑みをひろげた。

『学園に帰ります』とこたえた彼女の正体は、いったい……。殺陣が言っていた「学園復帰プログラム」に関係しているのだろうか？

　西にし荻おぎにペンダントを引きちぎられたあと、聞きとれない言葉をしゃべっていたことなどを考えると、もしかしたら地球の人間ではないのかもしれない。

　世界接続ワールド・コネクトによって、青せい蘭らん島の上空には三つの世界へと続く門が開いているという。



　魔術によって治められた黒の世界。

《ダークネス・エンブレイス》

　女神たちの愛に包まれた赤の世界。

《テラ・ルビリ・アウロラ》

　科学の力で最適化された白の世界。

《システム＝ホワイト＝エグマ》



　まろんの故郷は？

　ともかく、みんなそろって青蘭学園へいけることになった。

　史生は、百南と顔を見合わせた。

　互いに手を出し、パンと打ち合わせる。

「羽う留るに報しらせなきゃな！」



　昼まで待てば、退学届けを出しに羽留がやってくる。が、この結果を少しでも早く彼女に伝えてあげたかったため、史生たちはトレーニングをうけずにマンションへ引き返した。

　殺陣も、「いってやれ」と強い言葉で背を押してくれた。

　羽留はケータイをもっていないため、直接会って話さなければならない。

　みんなで青せい蘭らん学園にいこう！　という喜びを解放すべく、史し生おたちは足早にマンションへむかい、羽う留るが半年ほど滞在を続けている三○一号室へ急いだ。

　さあ、部屋を引き払う準備だ！　行き先は実家じゃないぞ！　青蘭島だ！

　そんな気持ちを抑えつつ、ドアの前に立つ。

　史生は、百も南なみ、そしてまろんと目を合わせたあと、ノックした。コンコン、と二回。

「………………」

　だれの声も聞こえない。物音もしない。

　もう一度、ちょっと強めにノックしたが、反応はない。

「寝てるのかな？」

「今朝は、“〝一睡もしていません”〟というお顔でしたし」

　百南とまろんの言葉を聞き、史生は躊躇ためらうことなく拳こぶしでドアを叩たたいた。しつこく、ドンドンドンドンドンッ、と何回も。

　こら、早く起きろ。

　騒々しさに苛いら立だった羽留が不機嫌な顔で出てきても、報しらせを聞いた途端に歓喜の叫びをあげるはずだ。

　だから史生は、遠慮なくドアを叩き続けた。

　それでも、羽留は出てこない。

「おかしいですね」

　まろんが、ドアノブをガチャガチャ上下させたあと、ドアに耳をつけた。

「ん？　どなたもいらっしゃらないようです。人の気配がありません」

「出かけちゃったのかな？」

「早めにガーデンへお出かけになったのでしょうか？　あ、でも、それでしたら途中でお会いしているはずですよね」

　百南とまろんが、顔を見合わせる。

　史生はそこで、あるモノに気づいた。

「あれ、なんだ？」

　百南が借りている三○五号室のドア、その下の隙すき間まに、なにかが差し込まれている。

　近づいてみて、それが部屋に備えつけのメモ用紙であることがわかった。一片が五センチほどの小さなモノだ。

　ドアの下から引き抜いてみると、小さな文字がびっしりと書かれていた。

　百南とまろんが、左右から史生の手もとに顔を寄せてくる。



『みんなに会うと分かれがつらくなるので、こそこそ帰えります。ごめん。退学とどけは、後日ガーデンに送くります。ごめん。みんながりっぱなプログレスになりますよに。折ってます。たくさん、ほんとにたくさん、ありがとう。さようなら』



　誤字脱字だらけだが、読み手の心を刺し貫くという意味では威力があった。

　小さな紙面を黒く埋め尽くしたボールペンの文字は、とても丁寧に書かれていることがわかった。字はきれいで、並びもまっすぐだ。

「これって、羽う留るちゃんの……」

「ダイイング、メッセージ？」

「ぜんぜん違うよ！」

　百も南なみとまろんの声を右と左に聞きながら、史し生おは思わずメモ用紙を握り潰つぶした。

　駅に。

　まだ間に合う。

　急げ。

　羽留がマンションを出て、どれくらいの時間が経たったのかわからない。もしかしたら、いまごろ電車に揺られているかもしれない。

「オレ、羽留を追いかける」

「いこう！」

「いきましょう！」

　みんな、同時に走り出す。

　気落ちしているであろう羽留の心を、いますぐに晴らしてあげたかった。

　エレベーターを待つ時間さえ惜しみ、史生たちは階段を駆け下りた。



　マンションを飛び出し、史生たちは駅を目指した。

　薄暗い路地を駆け抜け、車のクラクションを無視して大通りに飛び出した。

　百南が、白桃色のツインテールをぴょこぴょこ跳ねさせながら懸命についてくる。しかしながら、足の遅さは相変わらずで、みるみるうちに後ろへ遠ざかっていく。

「シオく──ん、あたしにかまわずぅ、先にいって──っ！」

　そんな声が、かろうじて聞こえてくる。

　まろんは、薄紫色のロングウェーブヘアをなびかせ、さらには大きな胸を上下左右に揺らしながら、史生に負けず劣らずの速さで走っている。

　駅へ。

　でも、羽留が改札を通っていたらどうする？　彼女がいま、どこにいるかもわからないのに。

　ブルーエデンにいけるという事実を知るまで、羽留は落ち込んだままでいなければならない。それに……、と史生は走る足に力を込めた。

　羽う留るの喜ぶ顔を、笑顔になる瞬間を、彼女の声と熱と色を間近に感じることができない。

　みんなで喜びたい。

　その一心で、史し生おは走った。

　四車線の大通りを渡った先に、駅ビルが見えている。北口の改札まで、もうひと息だ。

　点滅していた信号を渡りきったところで、

「待って──っ！」

　百も南なみの微かすかな声が、後ろのほうから聞こえてきた。

　足をとめて振り返ると、信号に引っかかった百南が、大きく手を振っている姿が見えた。通行人や信号待ちをしている人たちの視線を一身に集めている。

　とまっていた車がいっせいに動き出し、交差点の空気と音を掻かき混ぜる。

　そんな騒音に負けじと、百南が声を張りあげる。

「シオく──ん。あっち──っ！　見て──っ！」

　恥ずかしがり屋な幼おさな馴な染じみが、周りの目などお構いなしに、小さなからだ全部をつかって右を指し示した。

　史生は、百南が指し示している方向へ目をむけた。

　まろんも、細い眉まゆを寄せて右のほうへ顔をむけている。

　四車線をまたぐ横断歩道。こちらの信号は青だ。カッコーの鳴き声メロデイが流れている。むかいの角ビルは都市銀行で、その隣にコンビニがあって……。

「あ」

「あら」

　史生とまろんは、ほとんど同時に横断歩道にむかって足を踏み出した。百南も、反対側の信号を渡っている。

　コンビニ前の歩道に、羽留の姿があった。

　赤青チェックの長なが袖そでシャツにグレーのパンツという、街の通りに溶け込むかのような服装だが、やはり羽留は羽留だ。そこにいるというだけで人目を惹ひいている。

　街路樹の横で、右手にスポーツバッグをさげ、握った左ひだり拳こぶしを道路側に突き出し……、

「？」

　どこか寂しさを漂わせながら、ぽつんと立っている。

　史生は、彼女にむかって手を振った。

　それに気づいた羽留が、わずかに目を大きくした。

　ゆっくりと彼女に歩み寄る。

「こんなとこで、なにしてんだよ？」

「いや、ヒッチハイクを、しようかと……なかなか、とまってもらえないが……」

「それなら、親指立てなきゃダメだろ？」

「そ、そうだったか？」

　羽う留るが、頬ほおを紅あかくしながら視線を落とした。

　まろんが、にっこりしたまま史し生おの横に立っている。“〝ほら、推薦の件を早く伝えてあげて”〟とやさしげな目も笑っている。

　史生は、肩越しに振り返った。ちょうど、青になった横断歩道を百も南なみが駆けてくるのが見えた。

　嬉うれしい報告を伝えるのは、もう少ししてから。百南がここにきて、みんな揃そろってから。

　史生は、羽留に顔を戻した。

「手紙、読んだよ」

　ずっと拳こぶしをつくっていた手を開き、握り潰つぶしたメモ用紙を見せた。

「そ、そうか、だから……追いかけて……」

「羽留ちゃん、黙っていくなんてひどいよっ！」

　ようやく、百南が到着した。

　史生、百南、まろんの三人が、羽留とむかい合う。

「す、すまない」

　両手でスポーツバッグをもった羽留が、すらりとしたからだを小さく縮めた。

　史生は、百南とまろんに目をむけたあと、大声で笑いたくなるのを我慢しながら、羽留の瞳ひとみをまっすぐに見つめた。

「重大な発表があるんだけど」

　わざとらしく、声を低くする。

　下唇をくにっと曲げた羽留が、わずかに身を退ひいた。なにを言われるのかわからないけど、なんだか怖い、といった表情だ。

「ブルーエデンに、オレたちみんなでいくことになったんだ！」

　みんなで、というところを特に強調し、史生は両腕をひろげた。そうしながら、羽留の反応を窺うかがった。が……、

「そ、そうか。それはよかった、な」

　俯うつむき、肩を落とし、このまま消えてなくなってしまうのでは、と心配になってくるほど全身から負のオーラを放ちはじめた。

「みんなでってところには、羽留ちゃんも入ってるんだよ？」

　百南がすかさず、そうつけ加えてくれた。

「ウルも、いっしょにいくんですよ！」

　まろんが、大きな胸の前でグッと両手を握った。

　ようやく、羽留にも『みんなで』という意味が伝わったようだ。彼女が、ゆっくりと顔をあげた。切れ長の目が、もうこれ以上は無理というくらい見開かれている。小さな口は半開きだ。

「わたし、も？」

　ようやく、羽う留るが微かすかな声をもらした。

　史し生おは、ニッと笑った。

　百も南なみとまろんも笑っている。

「わたしは、百南に、負けたんだぞ？」

「百南は、もともとブルーエデンのネクストクラスにいたから、推薦の必要はないんだってさ。だから、羽留が繰りあがったんだよ」

「繰りあがり……だと？　繰りあがりだなんて……」

　羽留の唇が微かに震えはじめた。純粋な実力で推薦を得ることができなかったため、素直に喜べないのだろうか？

“〝繰りあがり”〟という言葉をつかわず、もっと他ほかに言いようがあったかも……、と史生は心の中で自分の頭をぽかりと殴った。

　羽留の目からこぼれ落ちたひと滴の涙が、透明な頬ほおをツ──ッと伝い落ちていく。

　ドサッ、と足もとにバッグを落とした彼女が、両手で顔を覆う。

「ぅ、ぁ、あ、お父様、お母様、わ、わたしは、よ、ようやく、ようやく……」

　そのまま声を押し殺して泣き続け……、るかと思いきや、















「やったぁ──────────っ!!」

　いきなり、史し生おに抱きついてきた。

「うぉっ!?」

　続けて、

「ちょ、ちょっと羽う留るちゃん、やめ……」

　左横から百も南なみに腕をつかまれ、

「うふふ、やりましたね」

　右からまろんに抱きつかれる。

　交通量の多い交差点で、三人の女の子たちに囲まれている男は嫌でも目立つ。

　周囲からどっと押し寄せてくる刺とげ々とげしい視線に冷や汗をかきながら、史生はふと思った。

　もうひとりの幼おさな馴な染じみのことを。

　百南にひどいことをしたなんて、正直いまでも信じられない。だが、なにがあったにせよ、天あ雨めは家族にも等しい存在だ。

「もうすぐ、会いにいくからな」

　だれにも聞こえないよう、史生は口の中だけでつぶやいた。








エピローグ



　鳳ほう来らい天雨は、青せい蘭らんフロントガーデンの応接室で、懸命に苛いら立だちを抑えていた。

　室内の空気は悪くない。ソファの座り心地も悪くない。久しぶりに本土の土を踏めたことも、気持ちを和らげる材料のひとつになっていることは確かだ。

　それでも、気をゆるめるとすぐにでも爆発してしまいそうで、膝ひざをつかむ手にぎりぎりと力が入る。

「いつまで待てばいいの？」

　天雨は、だれに言うともなくつぶやいた。口からもれ出た怒りが、目の前にあるテーブルに降り注ぐ。

　隣に座っていた天雨の専任コーチが、「あ、も、もう少しだと思うけど……」と応接室の出入口に乞こうような視線を投げた。彼の怯おびえた目が“〝だれか、頼むから早くきてくれよ”〟と叫んでいるのがわかる。

　天雨は、そんな専任コーチから意識を外し、目の前にある低いテーブルに置かれたカップを凝視した。

　黒い水から湯気が立ちのぼっている。

　水分が蒸発していく様は、見ていて心が落ち着く。が、このまま湯気が消えるまで待たされたら、そのときは……。

　いや、もう三分以上は待たされている。これ以上、一秒たりとも座っていたくない。

「苛いらつくわね」

「あ、そ、それじゃ、少し待っててくれないか？　ここの責任者を大至急呼んで……」

　専任コーチがソファから腰を浮かしかけたそのとき、入口のドアが開いた。

　入ってきたのは、思わず身構えてしまいそうになるほどの大柄な男だった。

　ここが黒の世界、ダークネス・エンブレイスならば、彼は絶対に【巨人ギガント】というふたつ名をつけられたはずだ。赤の世界、テラ・ルビリ・アウロラならば、【大鬼オーガ】だろうか。

　そんなことを考えながら、テーブルに歩み寄ってきた大男の一挙一動に注意を払う。こちらを攻撃してきた際には、すかさず対応できるように。

　お互い青せい蘭らん学園の関係者であり、この部屋もバトルフィールドではないが、それでも迎撃及び危機回避のための準備は怠らない。隙すきを突かれるなど、絶対にあってはならないことだから。

　専任コーチが、どこかホッとした表情でソファに座り直している。応接室の中で、苛つきを隠そうともしない天あ雨めとふたりきりだったのだから、かなりのストレスを感じていたに違いない。

「お待たせしました」

　巨人が、武骨な外見とは似合わない理知的な目をむけてくる。

「ご用件とは？」

　その視線が隣の専任コーチへと流れ、そのまま彼を前にしてソファに腰を下ろしたため、天雨はすぐに、

「稲いな森もり百も南なみの学園復帰リスクールをとり消して」

　前置きもせず、そう切り出した。

　本校と準備校の職員たちが、学園のあり方などをぺちゃくちゃと話しはじめる前に、自分の用件をすませておきたかった。

　巨人の眉まゆ根ねに、微かすかなシワが寄った。

　天雨の用件を知っていた二〇代半ばの専任コーチは、どこか緊張した面持ちで巨人の様子を窺うかがっている。

「稲森の本校いきをとり消せ、と？」

　重々しい、地竜モウルの巣穴から聞こえてくる唸うなりにも似た声が、巨人の口からこぼれ出てきた。不快感を隠す気はないらしい。

　天雨は、相手の視圧しせんを正面からうけとめた。ダークネス・エンブレイスの巨人ギガントとなら、数えきれないほど戦った。敵意に満ちた本物の巨眼を目の当たりにしていれば、目の前の異能エクシードをもたない男の“〝にらみ”〟を押し返すのはたやすいことだ。

「他ほかの連中は、どうでもいいの。稲いな森もり百も南なみだけよ。あの子を青せい蘭らん学園に戻さないで」

「断る」

　予想外のこたえが返ってきた。

「断る？　きちんと考えてからしゃべったほうが……」

「考えるまでもない」

　巨人が、天あ雨めの言葉を押し潰つぶすかのように言いきった。

　彼の低い声に反応して、天雨の体内でとぐろを巻いていた雷竜が蛇身を捩よじった。暴れたがっているのだ。それも、いますぐに。

　視界の隅で、専任コーチがからだを強こわ張ばらせているのがわかった。巨人の態度に萎い縮しゆくしているのではない。彼は、自分自身が本土に連れてきた怪物を怖おそれているのだ。

　天雨は、巨人を静かに見つめた。

　ダークネス・エンブレイスに入ってから半年を待たずして、天雨の姿を目にした途端、巨人ギガントたちは雷雲皇竜サンダードラゴンと遭遇した獣兵コボルドのように慌てふためきながら逃げ出すようになった。が、テーブルの斜めむかいに座っている巨きよ躯くの男には、鳳ほう来らい天雨という存在の危険度がいまだ十分には伝わっていないようだ。

「そう。断るんだ……」

　天雨は、抑えていた苛いら立だちをわずかに解放した。

　右手を軽くあげ、指先を巨人にむける。もちろん、彼を痛めつけるつもりはない。いまのところは。

　肩から腕、そして人差し指を駆け抜けた異能エクシードが、指先から小さな雷竜の姿となってほとばしる。

　目の前のカップが四散し、黒い液体が飛び散った。

　テーブル上に、専任コーチに、巨人に、そして天雨に、黒い飛沫しぶきがぶつかる。

「ひっ」とノドを引きつらせたような悲鳴をあげたのは、専任コーチだけ。巨人のほうはわずかに片かた眉まゆをあげただけで、ソファに沈めた腰は微み塵じんも動かさない。

　天雨は、雷竜を放ったばかりの人差し指を立てた。爪つめの先には、まだチリチリと雷の舌先が見え隠れしている。

「あと一度よ。あと一度しか言わないから、よく聞いて。稲森百南を……」

「断る、と伝えたはずだ。何度も言わせるな」

　解放してしまおうか。

　天雨の指先で、バチッと電気が爆はぜた。

　怖れる様子も見せず、巨人が言葉を続ける。

「すでに青蘭学園の統括本部へ推薦者名簿を送った。たとえブルーエデンの筆頭とはいえ、個人の権限でどうにかできる段階はすぎている」

「理由なら、どうとでもつくれるはずよ」

「偽りの理由など、つくる気はない」

　巨人が、力強い双そう眸ぼうに確かな意志を込め、怯ひるむことなく天あ雨めにぶつけてきた。

「ほ、鳳ほう来らい、お、おぉ、落ち着くんだ」

　専任コーチの狼狽うろたえた声で、天雨はそれに気づいた。

　右手首に雷竜が巻きついている。無意識のうちに手た綱づなをゆるめてしまったようだ。

　ここは、ダークネス・エンブレイスの人里離れた荒野ではない。獰どう猛もうな竜デスも巨人ギガントも人外の種族もいない地球アースなのだ。自らに、そう言い聞かせた。

　天雨は、左手で胸ポケットから鎮静用のアイテムをとり出した。

　ボロボロになった一枚の写真。

　写っているのは、幼おさな馴な染じみのふたり。

　写真の左側部分は、破って燃やして灰にして、青せい蘭らん島の浜辺に捨てた。

　もう、自分がどんな顔をして写っていたのか覚えていない。思い出そうとすると頭が痛くなる。

　ふたりの幼馴染みに、ジッと視線を注ぐ。

　写真はよれよれで、ところどころ小さな引ひっ掻かき傷がつき、日に灼やけて随分と色も落ちている。

　それでも、彼の笑顔は変わらない。その隣で恥ずかしそうに彼の腕をつかんでいる百も南なみに気持ちを集めた。

　雷竜は、いつの間にか姿を消していた。

「言っておくが……」

　巨人が、唸うなるような声を吐き出した。

「この建物は、もともと区の図書館だった」

　いきなり、なにを言い出すのだろう？　と天雨は彼の言葉に興味をもった。

「世界接続ワールド・コネクトのあと、プログレスの育成が急務となったことは、知ってるな？」

　天雨の代わりに、専任コーチが媚こびるように何度もうなずいた。

「ゼロから専用の建物を造ってたんじゃ、とても間に合わない。そんな土地も、すぐには確保できない。予算のほとんどが、本校のほうへ回されている。とくれば、もともとあった建物を改装するしかない、ということもわかるな？」

　天雨は、“〝だからなに？”〟という目をむけてやった。

「図書館を改装するということは、住民から憩いの場を奪うということだ。つまり、彼らが汗を流して稼いだ金の一部を徴集したも同じこと。大局のためとはいえ、それを忘れるわけにはいかない」

「で、結局なにが言いたいの？」

　天あ雨めは、とうとう苛いら立だちを吐き出した。せっかく雷竜を鎮めたというのに……。

　巨人が、ぐっと背筋を伸ばした。彼の巨きよ躯くが、ひとまわり大きく見える。

「ガーデンで育ったプログレスには、それなりの責任があるということだ。稲いな森もりも例外ではない。そして、共にブルーエデンへいく紫し雲うん寺じとαドライバーの小こ鳥とり居いもな。もちろん、特殊な例とはいえ朝あさ霧ぎりもそうだ」

「小鳥居？」

　その名が、小さな、しかし鋭い釣り針のように心のどこかに引っかかった。

　αドライバーの小鳥居？　まさか、まさか、そんなことって……。

　天雨は、手にしていた写真にそろそろと視線を落とした。

　その中で笑っているのは……。

「小鳥居、史し生お？」

　巨人の目が、わずかに細くなった。

「稲森のことを調べているようだが……」

「あなたには関係のないことよ」

　写真から顔をあげることなく、つぶやいた。声からは、すでに力が抜けている。ずっと感じていた雷竜の制御し難い獰どう猛もうな脈動も、彼の名を耳にした途端、いともあっさりと静かになった。















　史し生おまで……。

　なんという偶然。

　なんという不幸。

　なんという悪夢。

　百も南なみといっしょに彼もくる。

　世界の中心、青せい蘭らん島へ。

　世界の中心とはすなわち、人間の力では決して抗あらがうことのできない大渦の中心であることも意味していて……。

　天あ雨めは、写真をそろそろと胸ポケットに戻した。

　青蘭島から百南を追い出すのは、簡単だった。しかし、史生もいっしょなら新たな方法を考えなければならないだろう。

　ふたりは思い出の中の住人なのだから、決して現実世界に登場させてはならない。

　青蘭学園で闘う自分の世界に、史生と百南は必要ない。

　ふたりなんか、いらない。

　天雨は、自分自身に言い聞かせた。

　いらないモノはとり除かなければならない、と。








あとがき





「カードゲームの世界観をもとにオリジナルストーリーを」というお話を頂いたとき、まず思い浮かんだシーンは……、



「オレのドロー！」

　引き当てたカードは、マジックカード【明日は明日の風が吹く（ナリユキマカセ）】。

「マジック発動！　場に出ている［ノジマケンジ］の思考を操作！　“〝自分はカードゲーム大好き！”〟と思い込ませ、敵モンスター［シゴトキツイアソビタイ］を攻撃！」

　グギャ─────ッ！　シメキリナンテコノヨカラキエテシマエ───ッ！　秒殺！

　が、しかし、敵モンスターが消滅寸前に［シゴトキツイ］と［アソビタイ］に分裂。

［アソビタイ］だけが風のごとくスタコラサッサ───────ッ！　逃走！

　こうしてノジマケンジは、［アソビタイ］との戦いを継続しつつ仕事に励むのだった。



　現実世界では、常に【明日は明日の風が吹く】状態のボクですから、新しい世界観に挑めるということは、ちょっとだけ不安で、それでもすごく楽しいことでした。

　特に『ブルーミングバトル』を文章化する際、ない知恵を絞り、担当様とあれこれ言葉を交わし、初稿を書きあげ、それもまた大幅に書き直し、さらに細かな点をコツコツ磨いていくという作業の、まあ、楽しいこと。

『挑める』＝（イコール）『充実できる』ということなんだと実感させられました。



『蒼き箱庭のプログレス』楽しんでいただけたら嬉うれしいです！　そして、富士見ファンタジア文庫様より発売中の『プログレス・イヴ』（著・海み羽わ超ちよう史し郎ろう様）も、よろしくお願いいたします！　（世界観を共有させてもらってます！）



　最後になりましたが、謝辞を。

　細部を見落とすことなく、しっかりとチェックしてくださった担当の中なか道みち様。及び、編集部の皆様。

　可愛かわいらしいイラストで、表現によりいっそうの磨きをかけてくださった水みず沢さわ深み森もり様。

　物語の土台ともいえる素敵な世界観をつくり出してくださった駒こま尾お様。

　そして、拙作に興味をもち、本を手にとり、そっとページを開いてくださった心やさしき読者の皆々様。

　本当にありがとうございました！


















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　早寝早起き腹八分。笑顔を絶やさず運動を。

　　以上を心がけて日々の生活を送っています。

　　現在、「心がける」から「実行する」への移行を鋭意努力中です。



　イラスト

　水沢深森（みずさわ・みもり）

　　アイドルと可愛いもの、

　　金髪ツンデレをこよなく愛す、兵庫出身の

　　イラストレーターです。
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